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    序・一


    



    　カーシュ・ドヴァルと言えば、このトリク海域において知らぬ者はいないだろう。


    　偉大なる船長。不沈の男。大航海への先駆者。英雄。探索者。呼び名は様々だ。その功績は数百年、いやおそらく数千年経たっても色あせることはない。


    　真偽はともかく、彼に関する逸話にも事欠かない。


    　しかし、その実像を知る者はどれだけいるのか？


    　彼の経歴は決して華々しいとは言えない。


    　よく書物では、アレム軍へ幹部を数々輩出してきた名門の出身、と記されているが、間違いだ。それに該当する人物は『屑くず星ほし号』時代から副長を務めていたオットー・ジャニエスのほうである。カーシュ自身はスラム船育ちの孤児で、軍に入ったのもアレムの軍警察に捕まったことがきっかけだった。これは当時の逮捕記録をひもとけば判明する。


    　彼の名前が歴史の表舞台に出るまでの空白期間──つまり軍を辞してからの『屑星号』時代は、それこそカーシュも、ただの不法船乗りに過ぎなかった。聖地リエスへ降り立つ権利も当然持っていない。海しか知らず、しかしいずれの船団国家にも所属せず──。


    　では、そんなカーシュが何故なぜあの『レクキール号』の船長となったのか。


    　人は英雄に神秘性を付け加えたがる。


    　逸話によれば、カーシュが万能の源であるエルを操れたからだ、などという眉まゆ唾つば話ばなしがまことしやかに伝えられている。これは彼が『腕輪』を所持していたことによって生まれた誤認である。エルを操れることと、エルを媒ばい介かいとする、いわゆる旧遺物を扱えること。この二つは異なるのだ。エル絡みで言及するなら、彼個人は水没後の世界に生を受けた大多数の者がそうであったように、ただの人間だ。


    　──月並みだが、『屑くず星ほし号』で気ままにトリク海を漂っていたカーシュ・ドヴァルの運命を変えたのは、ある出会いだった。


    　カーシュ・ドヴァルの名を知る者なら、無論、説明するまでもないだろう。


    　悲劇の少女と後の偉大なる船長との出会いを。


    　しかし、これもまた、美談とするためか、やや脚色めいて伝えられているのが現実である。


    　わたしの調査によれば、カーシュ・ドヴァルという男は滅法女性に弱く、騙だまされては大小様々な憂うき目にあっている。カーシュと悲劇の少女の出会いが実現したのは、そういった面がより強く関係した結果だろう。


    



    　彼が、女にすこぶる弱い──英雄に敬意を表し、言い直す。彼が、女性や子どもに優しい男でなかったならば、少女を見捨て、歴史もまた変わってしまっていたはずだと。

  


  
    



    序章　少女の決意


    



    「お……さま、か……さま」


    　サリューは悪夢を見ていた。遠ざかってゆく光景を、姿を引き留めたい。だが、伸ばした手は、宙をかいた。


    「──！」


    　はっと目を見開く。悪夢の余よ韻いんを引きずって、サリューは悲鳴をあげそうになった。


    　あげかけた悲鳴は音となって発されることなく、呼気だけが吐き出される。


    　そして、視界に広がる本当の光景に深く失望する。


    　悪夢を見て目覚めても、以前なら、彼女の側そばには常に、誰かしらがいたというのに。あまりの差異に、乾いた笑いが漏れそうになる。


    　目覚める場所だって、全然違う。自分の部屋、あたたかく清潔な寝台の中で──何より、揺れてなど、いなかった。踏みしめることのできる、大地が、あった。


    　現実は？


    　全身を覆い隠すように外がい套とうをすっぽり被かぶりながら、サリューが身を潜めている場所は、暗い船倉の中だった。サリューが自身の碧あお色いろの瞳を凝こらして、ようやく物の位置がわかる。独特の臭におい。掃除は行き届いておらず、時折、鼠ねずみが走り回っている。


    　絶えることのないものが二つある。海上を漂う船だからこその、揺れと、波の音だ。


    　だが、そこに別の音が、混じった。


    「──！」


    　船倉へ近づきつつある足音を耳にし、サリューは急いで立ち上がった。


    　彼女は密航者だった。船員たちに見つかれば、ただではすまない。


    　もう幾いく度どとなく、身を隠すのに利用している木箱の中へ、小柄な身体からだを忍び込ませる。いままで、船倉に定期的にやってくる船員が開けていたのは食糧の箱だけ。サリューが隠れた箱は、触られることすらなかった。今回も、そうなると、彼女は疑いもしていなかった。


    　箱が、持ち上げられるまでは。


    　漏れそうになった声を、両手で塞ふさぐことで、押し殺す。


    「まずはこれだな。おい、急げよ。さっさと全部運んで、他の船へ繰り出そうぜ」


    「おう！　……あ？　これ、なんか重くねえか？」


    「こんなもんだろ？　前に運んだ金の延べ棒入りに比べりゃ持ち上げられるだけマシってもんだ。ありゃ財宝だが、二度と運びたくねえ」


    「なら、こんなもんかあ……？　ま、いいや。それより、集まった船の数を見たか？　こんだけ規模がでけえ集会は半年ぶりだぞ！」


    　やってきた船員は二人で、陽気に話している。珍しい、とサリューは思った。この船に忍び込んでから、聞こえる人の声といえば、ほとんどが怒鳴り声だった。船倉にやってくる船員も、いずれも不機嫌そうに悪態をつきながら作業をしていた。


    「しっかし、良かったよな。流れなくて」


    「取り締まりが厳しくなったからな。──聖地がごたごたしやがったせいで」


    　故郷にいた頃は、一度も聞いたことがなかった口汚い罵ののしり文句が続く。聖地。恨みがましく船員の発したその言葉に、サリューの身体は、知らず震えた。


    　外がい套とうの上から、懐ふところに忍ばせている『あるもの』を握る。硬い感触。──大丈夫。大丈夫。わたしには、これがある。一人になっても、託されたものは、守り切っている。だが、それだけでは足りないということも、理解している。


    「無能な聖王の代替わりな。……名前、何だったっけかな」


    「ジークだ、ジーク」


    「おう、それそれ！　どうせ、おれたちが聖地に帰港することなんてねえ。誰が聖地を治めようがどうでもいいが、そのジーク様々の命令のせいで、各船団が普段と違う動きをしてるのがな。特にアレムだ。縄張りを無視して何かを探してるだろ？」


    『あるもの』を握る力が、無意識に強くなる。


    「聖地からのご命令ってのをかさに、アレムは残りの二船団、ファシェンやザレグの支配海域まで出張りやがってるからな。日和ひより見みのファシェンはともかく、ザレグはご立腹だ。アレムもさっさと探し物とやらを見つけりゃあいいものを」


    「……ちょっと待てよ。ザレグの支配海域で集会なんて開いて、大丈夫なんだろうな？」


    「いつもの通り、向こうの下したっ端ぱに賄わい賂ろはばらまいてあるって話だ。ま、今回は高くついたかもしれねえが」


    「お前ら！　無駄口叩たたいている暇があったら急げよ！　予定より到着が遅れたんだ。取引を待ってた船からの催促がうるせえんだよ。そらその箱だ！　昇降装置に積め！　上じよう甲かん板ぱんに引き上げるぞ！」


    　別の船員の声が割って入った。直後、浮遊感がサリューを襲おそった。荒れた海に漂う小舟の中にでもいるような、酷ひどい揺れだ。


    　揺れていた時間自体は少なかった。──どこかに、置かれたようだ。箱の中で、聞き耳を立てて四方を探る。足音や、切れ切れに声はするが、箱の周りの状況が、判然としない。ただ、あの船倉にいるのでないことだけは、確かだった。


    　頃合いを見計らって、サリューは箱の蓋ふたをほんの少しだけ、持ち上げた。


    　眩まぶしい。空が見えた。


    　薄暗い船倉に慣れきった目は、陽光を拒否するかのようだった。何度も瞬まばたきをして、ようやく視界がはっきりし出した。


    　息を呑む。


    　船員が、甲板を走り回っている。


    　そして、見渡すばかりの、船、船、船──。あまりにも近すぎる距離に他の船が何なん隻せきも碇てい泊はくしている。船体の大きさも、帆の色も様々な帆はん船せん。いずれの船にも、国家に属しているなら掲げていなければならない、規定の旗印は見当たらない。


    「これが……」


    　──もしかしたらこれが、船員が口にしていた、集会？


    　不法船が一堂に会するから、集会、なのだ。ここなら──。


    　胸に期待が宿る。


    　ここなら──自分を『あの海図』の場所へ連れていってくれる船が、見つかるかもしれない。


    　しかし、希望のようなものを浮かべていられたのも、つかの間のことだった。


    「おい。お前──！」


    　サリューの目と、壺つぼを抱え持ち、数歩離れたところに立っていた船員の目が合った。


    　──見つかった！


    　蓋を勢いよく払いのけ、サリューは箱の中から思い切りよく飛び出した。


    「密航者だ！　密航者だぞ！　餓が鬼きの密航者だ！　捕まえろ！　ったく、どこから！」


    　叫び声を背に、一目散に走り出す。別の船へと。船と船──甲板と甲板を連結している固定された長い木板を踏む。一際身体からだが不安定にぐらりと揺れ、転んだ。


    　青が、迫った。すぐ真下には、陽光を反射し、水面が美しく輝く紺こん碧ぺきの海がある。手をつき、立ち上がろうとする。が、板が揺れ、サリューは体勢を崩してしまった。


    　ただ立ち上がるだけのことすら、陸と海では、こんなにも違う。


    　陸地が恋しかった。故郷が。リエスが。


    　追いついた船員の手が、サリューの腕を外がい套とうごと乱暴に掴つかんだ。


    「大人しくしてろ！　船長に突きだしてやる！」


    「…………！」


    　振りほどこうとしても、ちっとも敵かなわない。


    　嫌だ、と思った。捕まってしまったら、せっかく逃げ出したことも、何もかも──。


    　──船員へ向かうかのように、突風が巻き起こった。強風を受け、船員がよろめき、腕から力が抜ける。その隙すきに、サリューは駆けだした。


    　引っ張られた外套だけが、船員の手に残った。露あらわになったサリューの長い紺こん色いろの髪が、風でなびく。


    「何してやがる！　餓が鬼きは餓鬼でも、女の餓鬼じゃねえか！　餓鬼一人捕まえられねえのか！」


    「邪魔するみてえに、風が突然──！」


    　船員同士の怒鳴り合いを、振り返っている余裕などなかった。ただ、走る。


    　集結した不法船により、海上に一時的に作られた巨大な町。


    　それが、サリューが駆け抜けている場所だった。来るのはもちろん、こんなところが存在することも、知らなかった。不法船の存在すら、トリク海へ出航してはじめて、知ったぐらいだ。どこに何があるかなんて、見当も付かない。


    　──人が、多いところ。そこへ紛まぎれ込むしかなかった。甲かん板ぱんから甲板へ、遠目で見えた、三本帆ほ柱ばしらの大型帆はん船せんを目指す。大型帆船へ近づくにつれ、顕けん著ちよに行き交う人の数が増えた。ここでようやく、走りながらサリューは背後を振り返った。


    　自分を追いかけてくる人間は、いない。


    「おっと」


    　安あん堵どして前を向き──サリューは、誰かに体当たりしてしまった。衝撃で、サリューが持っていた『あるもの』が、懐ふところから転がり出る。サリューは大きく目を見開いた。すぐに、拾わなければ。しかし、彼女よりはやく、それを──腕輪を、手に取った者がいた。ぶつかった誰か──二十代ほどの、若い男だ。


    「こりゃ……」


    　男はしげしげと腕輪を眺めている。


    「返して！」


    　血相を変えて、サリューは叫んだ。背伸びをし、飛び掛からん勢いで、その手から腕輪を奪い取る。予想に反し、あっさりと腕輪は返された。男が両手を広げた。


    「悪かった」
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    　腕輪を抱きしめ、男をサリューは改めて見上げた。髪の色は黒。瞳の色は琥こ珀はく色いろ。海の男らしく、日焼けしていた。どこかとぼけた面立ちをしている。ただし、それを裏切るのが額にある傷だ。前髪で一部は隠れているが、目立つ傷跡だった。そして、男の何気ない立ち居振る舞いが、サリューの警戒心を刺激した。男は、武装は、していない。丸腰のようだった。


    　けれども。


    　一歩、下がる。


    　──軍人？


    　リエスにいた頃、何度か目にしたことのある、軍人。船で国家を形作るあの三か国から訪れていた、軍服姿の男たち。そして、自分を捕まえようとしているのも、叔父おじの命令を受けた軍人だ。服装こそ異なるものの、彼らと目の前の男に似た空気を感じ、すっと胸の内が冷えてゆくのをサリューは感じた。


    　追っ手が、こんなところまで？　もしそうなら、「密航者！」と追いかけてきた船員たち以上に、恐ろしい。


    　姿を隠す外がい套とうだって、失ってしまった。どんどん、失ってゆく。そうだ。いまや、サリューの姿は、そのまま晒さらされている。自分の顔は──どれくらいの人間に、知られているのだろう？


    　最も目立つのは、自分の髪の色。大半の者には、珍しいだけの色だ。だが、一部の者には、この髪だけで、素す性じようを看破されてしまう恐れがあった。


    「あー……。……迷子か？」


    　硬直したサリューと男の目線が、突然同じ高さで並んだ。男が屈かがんだからだ。その動作に、一瞬、ある面影が重なる。あの日、父は、こんな風にサリューに話しかけた。


    「お父さんとお母さんはどこだ？　ここで子どもが一人で行動するのはなあ……。どの船で来たか教えてくれれば──」


    　サリューの顔が、強こわばった。俯うつむく。


    　──お父さんとお母さん。サリューが「お父さま、お母さま」と呼んでいた二人。


    　どこに、いるか？


    　もう、二人とも、この世にはいない。故郷を出た後で、処刑されたと知った。


    　手の中の腕輪を握りしめる。こうしていると、不思議と、心が落ち着いた。


    　顔を上げる。こんな質問をしてくるぐらいだ。サリューの素性など、知るはずもない。そもそも──ここは、不法船の溜たまり場だった。サリューが心の底から恐れる危険、軍人とは、最も縁遠いところ。彼らだって追われる側だ。その意味では、サリューと、同じ。


    　この男だって、きっとそうだ。


    　しかし、腕輪を見られた相手と、あまり一緒にいたくはなかった。


    「──迷子なんかじゃない」


    　首を横に振る。


    　行くべき場所は、わかっているのだから。


    「カーシュ！　こんなところにいやがったか！」


    　大きな声に、サリューは思わず身をすくめた。現れたのは白髪頭の老人だった。知り合いなのか、気さくに男の肩を叩たたき、機嫌よさそうに話しかけている。


    「聞いたか？　今日の競りでは結けつ晶しよう石せきの欠片かけらが幾いくつか出るらしいぞ」


    「結晶石？」


    　男のとぼけた顔つきが子どものように輝く。注意が自分から逸それたのを見て、サリューは後ずさった。身を翻ひるがえすと、再び走り出す。


    　心配されていた？　まさかだ。親切、労いたわり……甘い言葉や優しい言葉の裏には、何がしかの思惑が渦巻いている。信じた分だけ、裏切られて、何かを失う。


    　無償の厚意なんて、存在しない。そんなものは、すべて罠わなだ。偽いつわり。対価があってこそ、人は動くのだ。


    　それを、サリューは故郷を出てから嫌というほど思い知らされた。


    　信じていいのは、人ではなく、取引や契約そのもの。


    　追ってくる気配はなかった。しばらく走って、充分距離が離れてから、立ち止まる。


    　腕輪を大切に、懐ふところにしまい直す。誰の目にも留まらないように。奪われたりしないように。


    　それから、もう一つのものがあるかを、確認した。それは、首から提さげた革袋に入っている。中にあるのは、折り畳んだ海図だ。


    　サリューは自分に言い聞かせた。


    　──まだ、大丈夫。


    　リエスを出た頃は一緒だったお金も、宝石も、従者も、あっけなくサリューの元から離れていった。彼女は身一つになってしまった。


    　それでも、必要なものだけは、揃そろっている。託されたものだけは、失っていない。


    　だから、自分は父の、聖王エディアルドの願いを叶かなえてみせる。


    　サリュー・カトラ・レヘルレヴィ。それがサリューの真の名だった。


    　聖地リエスを治めていた、かつての聖王エディアルドの末姫。生き残り、と人は呼ぶのだろう。父を殺し、現在のリエスで聖王を名乗っているのは、サリューの叔父おじであるジークだ。


    　サリューにとって、叔父は優しい人だった。


    　覚えている。平和な、とても平和な、聖王家の王宮で、叔父と追いかけっこをしたこともあった。


    　何故なぜ叔父は凶行に走ったのか。


    　一体、何が嘘うそで、何が本当だったのか、わからない。


    　父のことは、とても良い聖王だと侍女も騎士も言っていた。なのに、リエスを出て耳にする聖王エディアルドへの言葉は、ひどいものばかりだった。


    　……愚王。愚王ゆえに、倒された。


    　叔父が反旗を翻ひるがえし、勝利した日。王家に、新王家と旧王家という括くくりが生まれ、分裂した日。


    　腕輪と海図。父からこの二つを託され、わけもわからないまま、サリューは故郷を逃げ出した。


    



    　──海図に標しるされた場所へ、たどり着くこと。


    



    　それだけが、サリューの希望だった。そこに行けば、きっと、何か──。


    　何か、あるはずなのだ。


    



    　──そうでしょう？　お父さま。

  


  
    



    第一章　迷い子


    



    「どうだ！　船持ちどもよ！　全財産かけて挑戦しようって奴はもういねえのかっ？　勝者には聖地リエスの『居住券』が手に入るんだぞ？」


    　四十代ほどだろう、くすんだ赤毛の男は高々と黄色がかった細長い紙を掲げた。


    「何人から全財産まきあげるつもりだ。強欲も大概にしとけよ！」


    「だいたい、本物なのか？　偽にせモンじゃねえだろうな」


    　すかさず幾いくつもの野次が飛ぶ。


    「はあ？　偽モンだと？　この聖王家の許可印を見ろ！」


    　赤毛の男は、紙に押されている紋章を、よく見えるように指さした。翼を広げた鳥をかたどったその図像はかすかな青い光を放っている。


    「見ろこの聖光を！　光ってるだろ？　これはなあ、正規に発行された『居住券』だからこそだ！　聖王にしか使えない塗料だ！　本物の印だろうが！」


    「ちっ。なんだよ本物かよ……。偽モンのほうが面白かったのに」


    　太い三本帆ほ柱ばしらを有する大型帆はん船せんの上じよう甲かん板ぱんは喧けん噪そうに満ちていた。


    　先ほどまで各船が持ち寄った品を巡る競りが行われていたそこは、一転、即席の賭と博ばく場じようとして客を迎え入れている。集まる顔触れも変わり、やや粗暴な者たちが主となって、無秩序にひとときの宴うたげを愉たのしんでいる最中だった。酒が飲み交わされ、煙草タバコの白い煙がもくもくと空に立ちのぼる。


    　彼らの目下の関心は、赤毛の男が手にしている『居住券』だ。


    　赤毛の男がこれを餌えさに財産を殖ふやし続けるのか。はたまた新たな挑戦者が『居住券』を勝ち取り、晴れて聖地の住人となるのか。


    　甲板の隅で、木箱を三つ並べただけという、お手製の特等席に寝転がっていたカーシュは薄目を開けた。


    　真っ先に目に入ったのは、自分の腹に止まっていた灰色の鳥だ。


    　海鳥の一種で、ユール鳥という。一月ほど前、気まぐれに餌をやってからというもの、カーシュにつきまとうようになった個体だ。頭に赤い模様が入っているので、空を飛んでいる他のユール鳥と区別をつけることができる。


    　カーシュが寝転がったときは、影も形もなかったというのに。腹に重みが加わったなとは思っていたが、正体はこいつだったのか。


    「お前さあ……」


    　思わず呟つぶやくと、赤い目をしたユール鳥は、「何か文句があるのか？」とでも言いたげにカーシュを見据えた。ユール鳥は頑として動く気はないようだ。


    「裏だな！　おれの勝ちだ！」


    　カーシュは顔を巡らせ、ユール鳥から渦中へと視線を投げた。


    　どうやら、また誰かが赤毛の男に全財産を巻き上げられたらしい。


    　人垣に阻はばまれ、敗者の姿は見えない。


    　勝負の方法は──まず三つの杯を用意し、そのどれか一つに銅貨を投げ入れ、ひっくり返す。あとは何十回も杯同士を交差させるなり、混ぜる。停止させ、並べた際、どの杯に銅貨が入っているか。お互いに当てあう──というものだ。


    　どちらかが外すまで続く。一回目で片方が正解し、片方が外せば、それで決着だ。


    　逆に勝敗が決まるまで、何十回も続くこともある。単純な遊戯で、水没前の世界でも行われていた。伝説によれば、三百一回当て続けた者がいると、七日ほど前に自船の船員に聞かされた話をカーシュは思い出した。


    　心持ち上げていた頭を、木箱に下ろす。琥こ珀はく色いろの目を閉じた。獲物が『居住券』では、特にカーシュの心は躍らない。それよりも頭の中は、競りで負け、手中におさめることのできなかった旧遺物のことで占められていた。


    　逃した魚は大きかった。競りが開催されると聞いて、口うるさい副長の目をかいくぐり、苦労して参加したにもかかわらずだ。得たものは何もなかった。結けつ晶しよう石せきの欠片かけらという大物も、狙っていた旧遺物も人手に渡ってしまった。こうなると、自分の船に戻るのも億おつ劫くうだった。ユール鳥が勝手に腹の上に乗っていてもどける気にすらなれない。


    　そして周囲も、鳥が一羽紛まぎれ込んでいたところで意に介してもいなかった。


    　しかし、無防備だったカーシュの特等席を、突とつ如じよ震動が襲おそった。


    　再びカーシュは目を開けた。白粉おしろいの匂においが間近に漂い、柔らかな胸の感触で顔面が埋め尽くされた。これは至福か。せっかくなので堪たん能のうするも、向こうから慌てて身体からだが離された。


    「ご、ごめんよ。躓つまずいて……ちょっと、周りをよく見てなくてさ」


    　己おのれが寝転がっている木箱のすぐ横に、若い女性が立っていた。胸元の大きく開いた衣装がよく似合っている。金髪の美人だ。だが浮かない表情をしている。


    「気にしないでくれ」


    　むしろ良い思いしかしていない。カーシュはむくりと起き上がった。ついさっきまでは散々だったが、これは美人とお近づきになれる機会なのではないか。結晶石の欠片も旧遺物も逃しても、女性との出会いは残っていたようだ。自動的にカーシュの腹から落ちたユール鳥が、抗議をするかのように翼をばたつかせた。


    「あ、ありが……」


    　言葉を紡つむごうとした女性の目め尻じりから、つと涙がこぼれる。


    「ど、どうした？」


    　動揺したカーシュに、女性がそのまま抱きついてきた。


    「あたし……リエスに戻らなきゃならないのに……！」


    　ちゃっかり、しっかりと女性を抱き返しながら、カーシュは問い返した。


    「リエス？」


    「『居住券』に全財産を賭かけたんだ……。なのに、負けちゃってさ……」


    　吐と露ろされたところによると、彼女の名前はサリュー。女性ながら、船持ちだった。離れて暮らしてはいるが、リエスに実の妹がいるという。そのため『居住券』を得んと赤毛の男に挑んだ。結果は──先ほどカーシュが、また誰かが全財産を巻き上げられたようだと思った、その相手こそサリューだったらしい。


    「──話を聞いてくれてありがとう。少しすっきりしたよ。あんた、優しいんだね」


    　うずめていたカーシュの胸元から顔をあげ、サリューが儚はかなげに微ほほ笑えんだ。肉感的な身体からだ付きで、健康そうな面立ちであるだけに、その表情は胸を打つものだった。


    　このとき、カーシュはあっさりと心を決めた。


    　彼女の肩に手を置く。


    「待っててくれるか」


    「え……？」


    　寝転がっていた木箱の一つに、サリューに座ってもらう。


    「すぐ戻る」


    　カーシュにとっては魅力のない『居住券』であっても、それを心から欲している傷心の女性と知り合ったとなれば、話は別だ。


    　勝負に勝たなければならないが──。カーシュは足元に目をやった。そこにいるのは、ずっとこちらの足を攻撃し続けていたユール鳥だ。


    　赤毛の男が指定している勝負なら、このユール鳥が持っている特技が使える。そのためにも、まずはユール鳥のご機嫌を取らなければならない。


    　腰に下げた革袋の一つを外すと、カーシュは中から硬貨を取り出した。


    　向かって左手で酒と食事に舌した鼓つづみを打っていた四人組に近づき、小さなパンを一つ、相場の値段でもらい受ける。香ばしく、焼きたてだ。


    　それを一口自分でも齧かじってから、まだ暴れているユール鳥にも分け与えた。もっとよこせと、ユール鳥が肩に止まった。パンはカーシュとユール鳥により、みるみる消費されてゆく。


    「何だ？　おれに挑もうってやつはもういねえのか？」


    　あらかたパンを食べ終えたカーシュは、机代わりの樽たるの上に乗り、これみよがしに『居住券』の紙を振り始めた赤毛の男のほうを見た。


    「肝きもっ玉の小せえ野郎ばっかり集まりやがって。たんまり溜ため込んで集会に来た輩やからばっかりだろうが？　『居住券』だぞ『居住券』！　我らが聖地！　聖王ジーク様が治める唯ゆい一いつの地！」


    　パン屑くずのついた手を払い、


    「──乗った！」


    　カーシュは名乗りをあげた。ユール鳥を肩に乗せたまま、赤毛の男の前まで歩く。


    「勝負したい。これが俺の全財産だ」


    　硬貨の詰まった革袋を開き、中身を示した。しかしそれを覗のぞいた男はカーシュに疑念を持ったようだ。


    「若造……お前。船持ちなんだろうな？　ただの船員でも持てるぐらいの額しか入ってねえじゃねえか……。勝利で得られるのはこの『居住券』だ。おれらにとっても『家』である船を賭かけるぐらいでないと、おれも勝負は受けられねえぞ」


    「船持ちだとも」


    　自身で宣言してから、カーシュは周囲を見渡した。


    「俺が船持ちだって証明してくれる奴はいるか！」


    　また娯楽の種ができたと、成り行きを見守っていた一角から手が上がった。


    「そいつは『屑くず星ほし号』のカーシュだ。船長だよ。中々面白い経歴の奴だ」


    「何だよ経歴って？　こいつ何モン？　俺は知らねえぞお！」


    「待て待て。過去を暴ばく露ろするなんてのは、野や暮ぼな奴のすることだ」


    「船持ちかどうかだろ？　おれも前に取引をしたことがあるぞ。ファシェンの支配海域で行き合った。……まあ、船は船だな」


    「全乗員三名の、ボロ船だけどな！」


    　好き勝手に次々と呼応し、笑い声があがる。


    「おいおい……」


    　そりゃないだろう。


    　たしかに、カーシュ率いる『屑星号』は、屑でできた──もとい、廃船を再利用した小型帆はん船せんだが、快適に航海できるよう、カーシュなりに改造した、この世に一いつ隻せきしかない船なのだ。


    　ボロ船とはあんまりな言い草ではないか。


    　聞いていた赤毛の男も、片手に持った『居住券』をあげたまま、渋い顔になってしまっている。──と、そこへ、背後から何者かの不ふ埒らちな手が伸びた。その手が紙に触れる直前、赤毛の男は振り返ると同時に樽たるから降りた。早はや業わざで盗人の脇に手を入れ、前方へ投げ落とす。


    「ま、参った！　出来心なんだよ！」


    　寝転がったまま盗人が叫ぶ。ものの数秒で終わった一幕に口笛と喝采が方々からあがる。


    　鮮やかな動きだった。しかし、それ以上のものをカーシュは見て取った。


    　単に投げ倒したのではない。盗人が受け身を取りづらいようにして落とし、すぐに応戦できるよう体勢を整えていた。しかるべき訓練を受けた者ならではの動きだ。──『居住券』を手にしながら勝負の対価にしていることと言い、ただの不法船乗りではないのか。


    　赤毛の男は盗人を一いち瞥べつすると、カーシュに歩み寄ってきた。


    「てめえが船持ちなのは嘘うそじゃねえみたいだからな。盗もうとしないだけでマシに見えてきた。おい、若造。てめえが賭かけるのは、船を含めた全財産だ。おれが賭けるのは、この『居住券』だ。異論はねえな？」


    「欠片かけらもない」


    　カーシュは簡潔に頷うなずいた。赤毛の男がただの不法船乗りであろうがなかろうが、ここで重要なのは勝負ができるかだ。余計な詮索は必要ない。


    「よし。さっそく始めるぞ。使う銅貨も、杯も、杯を振る人間も、お前が決めていいぞ。そういう規則で始めた勝負だ。イカサマだなんて言われたくねえからな」


    「それじゃ……」


    　革袋から勝負に使う分の銅貨を一枚取り出し、両脇に食べ残しの皿やら杯やらが避よけられた木机の中央に置く。杯はついでにそこから拝借して並べた。


    「杯を混ぜるのに自信のある奴は？　高速でやってくれ」


    　残るは銅貨を入れた杯を委ゆだねる人間だ。どうせなら上う手まいほうがいい。「それならあいつだ」、「いや、こいつがいい」と場が紛ふん糾きゆうする。多数決のような形で、見知らぬ十代後半の青年に決まった。


    　そして──一度目の勝負が始まった。机に並べられた三つの杯の中央に、青年が銅貨を入れる。すべての杯をひっくり返すと、縦横無尽に交差させた。多数の人間が後押ししただけあって、かなりの腕だった。


    　互いの答えを真似まねることができないよう、選択は同時に行わなければならない。


    　一回目、カーシュと赤毛の男は、中央を選んだ。「被かぶりか」と残念そうな呟つぶやきがどこからか漏れる。


    　しかし、最初はざわめきのほうが大きかった賭と博ばく場じようは、勝負が進むにつれ、音のない空間へと変わっていった。それまで、最高でも十回を超えれば白熱する、といった風だったこの遊戯が、三十回を超えたからだ。まだ日の高い時間帯、しかもこの人数が集まっているのにもかかわらず、誰に強制されたわけでもない静寂が船上を訪れるのは、奇跡的なことだった。


    　途中、ユール鳥に与えるため、近くにいた観衆からまたパンを買い求めたカーシュの声が響き、顰ひん蹙しゆくをかったほどだ。──そして、数えること、三十七回目、カーシュがちぎったパン屑くずをユール鳥に与えながら始まったその勝負で、初めて両者の選択に違いが生じた。


    　さりげなく、自身の肩に止まったユール鳥が見据える先を確認し、まずカーシュが、


    「中央」


    　と答えを口にした。


    「……左だ」


    　やや遅れて、赤毛の男が左、と答える。途端、甲かん板ぱんに何とも言えない緊張が走った。


    　伏せた杯の上に手を置いていた青年が、ゴクリと唾つばを呑み込む。まずは右端の杯から、退けてゆく。これは空だ。


    　──次は、中央。青年が杯を持ち上げる。底には、銅貨が一つ。


    「カーシュの勝ちか！」


    　誰かが口笛を吹いた。


    　赤毛の男が、脱力したように、椅い子す代わりの樽たるに座り込んだ。腕を組み、大きなため息を吐つく。男は素直に『居住券』を渡すのか。渡すのが当然だが、拒否して乱闘騒ぎになっても面白い。そうなったら暴れてやろう、とカーシュは内心で男の動向を窺うかがった。


    　無責任な観衆たちの期待を一身に浴びた男は、『居住券』──黄色がかった、印入りの紙をカーシュの側に差し出した。


    「仕方ねえ！　負けは負けだ！　やるよ。カーシュといったか。『居住券』はお前のもんだ！」


    　やけくそのように叫んだ。乱闘を期待していた面々からは即座に抗議の声があがった。


    「おいおい。本当にいいのかよ。あっさり手放して」


    「そうだそうだ！」


    　赤毛の男はうるさそうに外野の声を振り払って続けた。


    「そんで？　若造。お前、こんな不安定な生活は辞めて、リエスに定住するのか。陸に憧あこがれを持ってるクチか？」


    　しかし、そのときにはカーシュは勝負の際に立っていた位置にはおらず、移動を開始していた。真まっ直すぐ、木箱に座るサリューのもとへ向かった。そして、カーシュが取った行動に、その場にいる大半の人間が度ど肝ぎもを抜かれた。


    「受け取ってくれ」


    　何と、戦利品の『居住券』を、赤毛の男に挑み、敗北した一人であった女性へと譲じよう渡としてしまったのである。


    



    



    「お前さあ……馬っ鹿じゃねえの？」


    　カーシュは、三十七回という熱戦を繰り広げた赤毛の男──トビアスと顔を突き合わせていた。カーシュを哀あわれんだトビアスのおごりにより、杯を使い勝負を行った木机には追加注文された料理が並んでいる。集会が開催され、不法船とはいえ、幾いく多たの船が物資を持ち寄ったことで可能になる、新鮮な卵や野菜、肉を調理した品々だ。


    「まあ、ほら、そいつ、たぶん雌めすだろ？　雌の鳥はてめえの側そばにいてくれるじゃねえか」


    　勝負中、パン屑くずを腹一杯になるまで与えられたユール鳥は飽きたのか、トビアスの慰なぐさめを嘲あざ笑わらうように、止まっていたカーシュの肩から青空へ向かって飛び立っていった。


    「いてくれねえのかよ……」


    　トビアスが言葉をなくす。


    「あのユール鳥は、雄おすだ」


    　ちびちびと、どの船でも常備している海うみ酒しゅをカーシュは口へ運んだ。海水を利用して作られる酒なので海酒と呼ばれている。無色透明で、味はそれなりだ。


    「雄か……」


    　再び言葉を失ったトビアスも、海酒を一気にあおった。カーシュとトビアスが、こうして意気投合しているのには理由があった。


    　騙だまされた者同士、だ。カーシュがサリューへ『居住券』を譲じよう渡とすると、彼女は瞳を潤うるませ、カーシュへ強く抱きついてきた。もちろん、ユール鳥が邪魔だったが、カーシュも抱き返した。彼女は涙を流していたが、今度は喜びの涙だ。


    「あたし、こんなに嬉うれしい贈り物をもらったのははじめてだよ」


    　言い、サリューはカーシュの首に手を回し、感謝の口づけを送った。はたから見れば、熱烈な恋人同士のような触れ合いだ。カーシュとしても大歓迎だった。美しい女性に感謝や好意を寄せられ、気分を害する男など男ではない、とカーシュは思っている。


    　──そこまでは、良かった。


    　照れたように身を引いたサリューが、笑顔で続けた。


    「あのさ、『居住券』には及ばないけど、あんたにお礼の品を渡したいんだ」


    　礼なら充分と、断りの言葉を口にしかけたカーシュの唇に、彼女は人差し指を置いた。


    「女がお礼をしたいって言っているんだ。断わるもんじゃないよ？　カーシュ」


    　そして、すぐ用意をして戻ってくるから、待っていて欲しいと、サリューは去っていった。


    　カーシュも満足感や期待と共に手を振って見送った。何故なぜまだ名前を教えていないのに、彼女が自分の名前を呼んだのか。ふと浮かんだ疑問も、勝負の最中、観衆に何度か呼ばれていたからそのせいだろう。そんな風に安易に結論づけた。


    　しかし、すぐ、と言った割りに、サリューは時間が経過しても姿を現さない。かわりにと言うべきか、しばらくして、ある女を捜している、という船乗りが賭と博ばく場じようである甲かん板ぱんに乗り込んできた。ある女の特徴は、サリューと酷こく似じしていた。


    　結論を言えば、サリューは詐さ欺ぎ師しだった。船持ちでもない。


    　いわゆる、集会荒らしだ。悪さをして金や物資を稼ぐ。そして──今回、彼女の標的となったのが、カーシュとトビアスだった。


    　まずは『居住券』を持つトビアスに近づき、自分があたかも船持ちであるかのように振る舞い、勝負を受けさせる。サリューが持参していた金はトビアスがよく確かめてみれば、すべて偽にせの硬貨だった。別に負けても痛くも痒かゆくもなかったはずだ。


    　そして、カーシュに色仕掛けを交え、接触し、情に訴えるような話をわざと近くでする。


    　だがもちろん、こんなことはカーシュにしか通用しない。


    　というのも、一部で、カーシュは有名だった。本人としては不名誉な事実が流通している。


    　有あり体ていに言えば、女に弱い、だ。まあたしかに、船持ちとなってからも、女絡みで稼ぎを巻き上げられたり、罠わなに嵌まったり、少々の失敗はあったが──彼女はそれを知っていたのだろう。利用するにはうってつけだ。カーシュはまんまと引っ掛かった、というのが顛てん末まつを知った者たちの読みだった。


    　通りすがりの顔見知りにも物笑いの種にされ、損をした者同士、かくしてカーシュとトビアスは机を囲むこととなった。


    「お前とあの女のやり取りを見てたがな、あんな三さん文もん芝しば居いに騙だまされるのは、お前ぐらいだぜカーシュ。集会の度たびに、女め狐ぎつねに引っ掛かってるよな、お前。他のことなら頭も働くのになあ。こっち方面はどうにも……。もう一人いたか。トビアスもだな。そっちもちょっと美人ってみると、デレデレ……。同類ってことだわな」


    「……お前ら、逃げた女を捜さなくていいのか？　報復しねえと。だって『居住券』だぜ？　不法船乗りじゃ、出せる額もたかが知れてるけどよ。アレムの金持ちあたりに売れば桁けた違ちがいの値段がつく」


    　本人たちより、顛末を知った者のほうが気にする始末だ。


    「アレムにいる買い手と接触するまでが面倒だろ。リエスに住みたいなら、自分で使うって手もあるが、おれは住む気はなかったしな。『居住券』を手に入れたのも偶然なんだ。たんまり稼げたし、報復ってほどでもねえよ」


    「リエスに住む気はないって……不法船乗りでも憧あこがれるってのによお。さてはザレグの出か？　あそこ生まれなら言いそうだ。アレム育ちにゃ出ねえ発言だな」


    　名前も知らない誰かの問いに笑って肩をすくめ、トビアスはカーシュに話を振った。


    「おれより、腹が立つのはカーシュのほうだろ？」


    「あー……。いや、俺も別に」


    　頭を掻かき、あっさりとカーシュも答える。もともと『居住券』には興味がない。女性が無一文になって涙を流し、困っていたからどうにかしなければ、というやる気が湧わき上がったため名乗りをあげただけに過ぎない。結果はああなったが、取り返すつもりはなかった。そもそもはじめから譲じよう渡としようとしていたものだ。……哀あわれまれる結末になってしまったが。


    　トビアスが無理矢理話を締めくくった。


    「おれたちが黙っていても、他に騙された奴らが追うだろ？　捕まれば報復を受けるさ」


    　それを機に、話題は船乗り同士の情報交換へ移った。カーシュは再びやる気を失っていたので、たまに相づちを打つ程度で、おごりの料理を堪たん能のうしていた。集まった面々の腹にも酒が大分入り、緩んだ空気が賭と博ばく場じようにも流れている。


    　しかし、その空気が、かすかに張り詰めた。


    　一人の少女が、恐る恐る、甲かん板ぱんへ足を踏み入れたからだ。長く真まっ直すぐな紺こん色いろの髪と、宝石のような色合いをした碧あお色いろの瞳を持つ見み目め麗うるわしい少女だ。とくに、髪の色が珍しい。カーシュが今まで目にしたことのない色彩だ。容姿でまず、人目をひく。


    　彼女を止める者はおらず、まじまじと見つめる者もいない。ただし、誰もが知らないフリをしているが、少女は歓迎も拒否もされていない。密ひそかに、視線をそこかしこから浴びてもいる。


    　カーシュは飲んでいた海うみ酒しゆの瓶を机に置いた。


    　見覚えがあったからだ。競りに行く前、ぶつかった少女だった。旧遺物の技術を用いて作られたかのような腕輪を所持していたことも相まって、印象が強く残っている。


    　あの腕輪。填はめ込まれていた石は──。


    　それにあのとき少女は、迷子ではない、と走り去ってしまった。いまはどうか。連れがいるのか、少女の周囲を探る。──いないようだ。


    　危なっかしい。


    　カーシュの眉み間けんに皺しわが寄った。どうしたものか。カーシュは女に弱いが、子どもにも弱いのだ。あの少女の年齢はおそらくは十代前半といったところで、庇ひ護ごされるべき子どもの範はん疇ちゆうだ。


    「……ありゃやべえな」


    　そう呟つぶやいたトビアスが誰のことをさして言っているのかは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


    　少女は目に付いた人間に手当たり次第に話しかけては、追い払われている。


    　一いち瞥べつして無視する者。一応話を聞く姿勢を見せた者も、最終的には全員が首を横に振っている。いずれかの繰り返しだ。


    　反応が芳かんばしくない理由は、少女そのものにある。カーシュがぶつかったときは、短時間の接触だった。そのときも多少の違和感はあったが、見過ごせる程度だった。しかしこうして見ると、彼女の出いで立ちや振る舞いからは、もはや違和感しか伝わって来ない。


    　服装は、麻のシャツにズボン。これがとてつもなく似合っていない。少々薄汚れてはいるが、肌も白い。この世界に生きる──しかもこの集会にやって来るような船に乗っている少女なら、幼い頃から当然船上生活だったはずだ。世界を普あまねく照らす天てん陽ようの光を浴び、日焼けしていて当然なのに、それもない。


    　また、意識しているのか、無意識か。立ち居振る舞いが上品なのだ。昔、カーシュが任務で接したことのある上流階級の持つ空気に近い。彼女の容姿が秀ひいでているのも、この場合逆効果だった。少女は、この甲かん板ぱん上じようにおいてその存在が浮いていた。子どもが一人でいるから、というだけでなく、場違い。訳ありの気配が漂う。


    　故ゆえに目立つ。


    　供もいないようだから、どこかの金持ちの娘が、家出してこんなところまでたどり着いたのか？　はたまた事件か？　身代金目的での誘ゆう拐かいの被害者か？　巻き込まれたのか？


    　好き好んで厄やつ介かい事ごとの種には関わりたくはない。誰もがそう考える。──しかし、そんな少女に対し、わざわざ近づく男が一人だけいた。連結路で繋つながっていた隣の帆はん船せんから、悠々とやってきたかと思うと、少女に話しかけている。身なりは不法船乗りにしては良く、粗野な雰囲気も控えめだ。少女の顔には警戒心が宿っているが、話は続いているようだ。


    　とぼけた面つら構がまえ、とよく評されるカーシュの顔が険しくなった。少女に話しかけたのは、不法船乗りの間では、要注意人物として知れ渡っている人間でもあった。


    「トビアス。あの男を知ってるか？」


    「奴か。ダーヴィドだろ？　評判は良くねえ。海賊行為をするにしても、仲間は襲おそわないってのがおれらの掟おきてだが、奴はそれを破っている疑いがある」


    「疑い？」


    「想像はつくだろ」


    「……ついた」


    　船員もろとも襲った船を海の底に沈めるから、だ。証拠が残らない。そして、ここに集まる船は、いずれも不法船。船団国家から弾はじき出された者たちだ。集会では馬鹿騒ぎをし、海上で行き合えば取引等の交流もするが、不法船同士で取り締まりをするようなことはない。あるとすれば私刑だ。自分が被害に遭わなければ悪行も放ほうっておく。それが常識だ。


    　ただし、要注意人物として、それとなく不法船乗りの間に広まる。


    　──少女が強引に腕を取られた。悪評のあるダーヴィドと歩きだそうとしている。少女が何者だろうが、末路は容易に想像がつく。


    　限界だ。


    　カーシュは席を立った。勢いがあったため、樽たるが揺れる。


    「止やめとけって」


    　トビアスから声がかかった。声だけの静止だった。だが、真剣すぎる声こわ音ねに、違和感を覚えカーシュは動きを止めた。視線を少女に向けたままだったトビアスの顔には形容しがたい何かが浮かんでいた。それはすぐに消える。


    　取り繕つくろうかのように、軽い調子でトビアスが言った。


    「あの娘っ子。厄やつ介かい事ごとの臭においがプンプンしやがる」


    「子どもを見捨てるのは寝覚めが悪いんだよ」


    　育ての親からカーシュが受け継いだ教えだ。


    「……お前とは、また近いうちに別の場所で会いそうだな。忠告はしたぞ」


    　鼻を鳴らし、トビアスは肩をすくめた。


    



    



    　カーシュの姿を認めると、少女は明らかに動揺を示した。向こうもどうやらカーシュのことを覚えているようだった。これ幸いと、カーシュはダーヴィドに切り出した。


    「この子どもは俺と先約があるんだ。世話になった」


    「──貴様、横取りか？　そっちがその気なら受けて立つ」


    「自分の評判に自信のほどは？　俺とあんたの乱闘になったら、周りの奴らは、どっちにつくだろうな」


    　ダーヴィドが周りをきょろきょろと窺うかがう。


    「……覚えてろよ」


    　舌打ちして、掴つかんでいた少女の腕を離した。無言で背を向け、甲かん板ぱんから去ってゆく。ほっと少女は息を吐いたようだったが、カーシュを見上げるとすぐに顔を強こわばらせた。


    「こっちだ」


    　迷う素そ振ぶりを見せつつ、少女はカーシュの言葉に従った。


    　少女を伴い戻ると、トビアスの姿は席から消えていた。賭と博ばく場じよう内ないにはいる。カーシュが離れている間に、移動しただけのようだ。誰も座らず、空いたままのその席に、腰を落ち着けることにする。少女も慣れない様子ながら、樽たるに座った。


    　そうして二人が席につくと、カーシュたちの周りだけ、微妙に広い空間ができ上がっていた。追い出しはしないが、関わりたくもない、という周囲からの意思表示だ。少女といる限り、カーシュが賭博場内で他者に話しかけられることはないだろう。


    「……まずは名前からだな。俺はカーシュだ。そっちは？」


    　気を取り直し切り出すも、少女は無言だ。膝ひざの上に手を置き、しかし全身の毛を逆立てているような体ていでこちらを窺っている。逃げ出されないだけマシという程度だ。


    　とくに己おのれの額への視線を感じ、弱ったな、とカーシュは途方にくれた。


    　額の傷に触れる。カーシュの額には、左の目元から斜め上に真まっ直すぐ傷跡が走っている。


    　これは年頃の子ども──少年には受けがいいが、少女にはすこぶる受けが悪い。この紺こん色いろの髪の少女も例外ではなかったようだ。ちなみに、単なる不注意でできた傷というだけで、傷にまつわる武勇伝があるわけではない。


    　幼少期、疲労で転び、転んだ場所が悪く跡が残った。ただそれだけの傷だったが、何故なぜか死闘を繰り広げてきた結果のように思われることが多い。遺い憾かんだ。


    　とにかく、目の前の少女からすれば、カーシュもダーヴィドも、何ら変わりのない人種なのだ、ということはヒシヒシと伝わってくる。しかしこのままでは話どころではない。


    「あー……。言わないなら子ども、あるいは上品にお嬢さんって呼ぶことになる」


    「…………サリュー」


    　葛かつ藤とうがあったのか。長い間を経て、嫌そうな顔をしつつも、少女──サリューが答えた。


    「サリュー？」


    　今日はサリューに縁があるのか。『居住券』を手にし、姿を消した女性の姿が思い出された。『サリュー』は、女性の名前としては巷ちまたでよくあるもので、カーシュの知人だけでも五人ほどいる。偽名として用いられる頻度も高い。詐さ欺ぎ師しのサリューのほうは、確実に偽名だろう。


    　まあ、呼び名が判明しただけでも一歩前進だ。


    「ここに来るのに乗ってきた船の名前は？　それか『家』はあるか？」


    　知り合いのいる場所へ連れていってやるのが一番、と考えての質問だった。


    「……家？」


    　通常、『家』といえば船だ。それ以外あり得ない。しかしサリューには正しく意味が通じていないようだった。言い直す。


    「住んでいる船の名前は？」


    　無言へ逆戻りだ。しかし、これは答えがないことが答えのようなものだった。


    　つまりは、『家』がない？


    「あちこちに話しかけて回っていたのはどうしてだ？」


    「それは……」


    　逡巡し口ごもった少女が、数秒の間をおいて、何かを思い出したかのように、顔を上げた。


    「ぶつかったとき……あなたがわたしに目線の高さを合わせたのは、何故なぜ？」


    　まったく予想外の方向から飛んできた質問に、カーシュは戸惑った。最初に、屈かがんで話しかけたときのことか。


    「俺とサリューじゃ身長差がある。特に、怯おびえているときは見下ろされてると落ち着かないだろ？　目線の高さが合えば、対等だとも思える。俺の実体験だ」


    「対等……」


    　一度、少女は目を閉じた。


    「──行きたい場所が、あるから。そこへ、船を出してくれる人を探していたの」


    「それでか……。こう見えて俺も船持ちだ」


    　ようやくカーシュに光明が見えてきた。軽い気持ちで提案する。


    「どこへ行きたい？」


    　すると、サリューが芳かんばしい反応を見せた。


    　大きな碧あお色いろの瞳を見開いている。


    「わたしは──」


    　ついで、決意した様子で、首元に手を入れた。衣服の内部で何度か動かし、折り畳まれた紙を取り出す。変色し、随ずい分ぶん古ぼけている紙だ。サリューは慎重にそれを広げた。


    「わたしは、ここへ行きたい」


    　海図だった。


    「へえ……」


    　頬ほお杖づえをつきながらそれを眺めていたカーシュは、身を乗り出した。海図を手に持つ。


    「あっ……！」


    　サリューが声をあげ、きっとカーシュを睨にらんだ。しかし、カーシュがただ食い入るように海図を凝ぎよう視ししていることを悟ると、拍子抜けしたように瞬まばたきをした。


    「ないな……。なんでリエスがないんだ？」


    　カーシュが呟つぶやきを漏らす。


    　その古ぼけた海図は、奇妙だった。


    　現在船乗りの間で使われている海図には、共通点がある。


    　必ず、リエスの地が描かれている。どんな海図を作るにしろ、縮尺はどうあれ、まずリエスを起点として考える。大灯台も建っている。世界の中心がリエスなのだ。


    　何故なぜならば、そこ以外に、陸地が見つかっていないからだ。


    



    



    　この世界に住むほとんどの人間は、海上生活を送っている。


    　その比率は九対一。九割が、規模の差はあれど船を住すみ処かとした海での生活で生涯を終える。残りの一割だけが、唯ゆい一いつの陸地である聖地リエスで暮らすことを許されている。リエスに住む者は、陸地に根付き、滅多に海へは出ない。


    　リエスの周辺海域は、すべてトリク海と呼ばれている。


    　世界といえば、それはトリク海だった。


    　だが、数百年前までは、誰も海上生活など送ってはいなかった。


    　──かつて、世界中にはエルという物質が満ちあふれていたという。エルとは、万能の源のようなもの。人間の目には見えない。しかし空気中には浮遊、発生し続けている。もちろん、人間がそれを利用しないわけがない。


    　エルを集めて利用することによって、世界は発展していった。


    　才能のある人間は、エルを自分の意志のみで変換し、利用できた、などという記録もある。


    　念じるだけで何もないところから火を出す、水を出す。エルが周囲にあればそんな奇跡のような出来事を起こせた者もいた、と。


    　そうではない人間も、エルによる恩恵を受けていた。エルを動力とした様々な道具が作られ、これらの道具を使えば、才能のある者同様、奇跡を起こせた。エルは人々の生活に密着し、欠かせないものとなり──。


    　生憎あいにく、事は起こり、その恵まれた時代に終止符が打たれた。


    　ある日、たった一昼夜の間に、陸地は次々と海中に沈んでいった。同時に、空気中に漂っていたエルも消失してしまった。原因は不明だ。


    　そんな中、唯一、水没を免れたのがリエスだった。貯蔵されていたエルを使用し、土地を浮かせることで、水没を回避したのだ。


    　その指揮をとったのが、リエスの初代聖王だ。彼はエルを操れる特別な人間だったと言われている。いまリエスを治めているのも、その子孫だった。


    　唯一の地。世界の中心。海図にも欠かすことができない。それがリエスだ。


    　しかし、すべての人間がそこに住めるわけではない。土地の広さは有限だ。約一千万。それがリエスが土地面積に対して定めた人口の上限だ。


    　住める者は限られ、国民も選ばれた者にしか定住権がない。とはいえ増減はある。人口が減少すると、聖地は補充のために偽造防止の特殊な塗料で許可印を入れた『居住券』を発行し、新たな住人を迎えいれる。『居住券』は陸地での定住を望む者には、他人の命より価値がある。本人は偶然と言っていたが、トビアスが入手し、対価としていたのがこれだ。


    　聖地は聖地で完結している。では当初、聖地から弾はじき出された者たちは、どうしたか。


    　──新たな陸地、『新天地』を求め、船で海に出て行った。


    　どこかには、あるはずだと。


    　だが陸地は見つからないまま、船は、やがて集つどうようになった。陸地を探すことに労力を費やすよりも、船での居住に特化した航海を望む声が増えた。


    　聖地から弾き出された者たちの子孫は、長い時間をかけ、リエスにも劣らない──規模では、凌りよう駕がすらしているかもしれない、複数の船団国家を形成した。


    　船団国家は三つ。それぞれが、支配海域を持ち、行き来を厳しく監視している。


    　一つ目が、成立が最も古く、聖地への帰属意識が強いアレム。リエスを囲むようにして海域を支配している。


    　二つ目が、アレムに対抗する集団として誕生し、保有する船舶が多く、規模も最大なファシェン。リエスの南方を中心に拠点を置いている。


    　最後が、新興勢力のザレグ。リエスの西方を支配し、勢いがある。


    　そして、アレム、ファシェン、ザレグ──これらのいずれにも属さない船が、不法船だ。


    　所属不明のならず者。不法船がそれぞれの船団国家の支配する海域に侵入し、発見されれば、即停船命令を受ける。発見したのが各国の軍船ならば、沈められても文句は言えない。


    　各国の監視の目をかいくぐってトリク海を航行する不法船は、自由もあるが制限も多い。


    　船団国家は普通、最高指導者が乗船する指令船を中心として動く。居住船、食糧船、農業船、軍船、商船、医療船──。役割を負った大型帆はん船せんが指令船の号令によってまとまって動く。三つのいずれかの船団に属している船ならば、困ったときはこれらの専門船を頼れる。


    　ところが、不法船はそうはいかない。遭遇した際に、不法船同士でこまめに補給し合うだけでは足りない部分が出てくるのだ。


    　そのかわり、年に数回、不法船は、自分たちだけの集会を数日に亘わたり、開く。各不法船がここぞとばかりに品々を放出し、普段の取引では手に入らないような物品も出てくる。集会があると知れば、向かわない不法船乗りはいない。


    　──カーシュもまた、その一人だ。


    　集会には不似合いな出いで立ちの少女、サリューが所持していた海図。


    　その海図を、顔の前に持ってきて至近距離で眺めていたカーシュは唸うなった。


    　幾いくら見ても、リエスがない。規格外だ。


    　では、素人しろうとによるでたらめな海図なのかというと、それも違う。ここが面白い。


    　むしろ、詳細なのだ。


    　海上にも目印はある。たとえば、水没前の都市が一部顔を出している地点、海の色が変化する境目、クジラの生育地帯、船団が補給地として海上に建てた中継地──海洋内で変化がわかる場所はすべて、船乗りが自分たちの位置を把は握あくするのに役立つ。


    　この海図は、そういった目印に加え、水深や潮の流れ、岩がん礁しようの位置などが書き込まれている。おかげで、リエスを無視した作りなのに、どの海域を示しているのかがわかる。しかも、紙の黄ばみや手触りからして、相当古い。一体、誰が作ったのか。


    　こんな海図を目にしたのは初めてだった。


    「──行けるの？　行けないの？」


    　沈黙してしまったカーシュに対し、しびれを切らしたサリューが尋ねる。カーシュは海図を下ろした。机に広げる。海図には、目的地となる地点に目立つ赤い印がついていた。


    　つまり、そこがサリューの行きたい場所、だ。


    　しかし、その目的地自体がまた、問題だった。行きたいと頼むには、難易度が高い。


    　本人への確認が必要だ。


    「なんでまた、『船の墓場』なんかに行きたがる？」


    「『船の墓場』？」


    　どうやら、サリューは、海図の示す地が、どういった場所なのか、把握していなかったらしい。どうも、所持品と、少女の知識はちぐはぐだ。カーシュは説明することにした。


    「魔の海域だ。よく船が沈没する。行きたがる奴は少ない。そうだなあ。結けつ晶しよう石せきで動く……そこまではいかなくても、各船団の軍船なら、たぶん大半は戻ってこれる」


    「軍船……」


    　呟つぶやいたサリューが下唇を噛かみ、身震いした。


    「あなたの、船なら？」


    　問われ、カーシュは真剣に考えてみた。


    「まあ……行けるか？」


    　各船団は常に海上権を巡りいがみあっているが『船の墓場』辺りに関しては、どこも縄張りを主張していない。うまみがないからだ。通れば沈没の可能性が急激に高まる。航行の際は、よほどの理由がなければ、わざと針路を外し、避けられる一帯。それが『船の墓場』だ。リエスから見て、南西の外れにある。


    　ただし、そういったことは抜きにして、単純な距離で言うのなら、今回の集会が開かれている場所からは、順調に行けば十日ほどでたどり着ける。


    　順調に進むかは、海神のみが知る。


    『船の墓場』内にある、謎の海図が示す場所。中々に興味がそそられる事態だ。


    　挑戦する価値はある。『屑くず星ほし号』の修理も終わり、物資も積み込んだ。集会のための碇てい泊はくをやめて、航海へ飛び出しても良い頃合だ。


    　返ってきた疑問符のつく回答に、サリューは胡う散さん臭くさそうにカーシュを見た。


    「……他の人なら？」


    「俺以外？」


    　カーシュは笑った。そうきたか。『船の墓場』へは行きたいが、誰に頼むかはこの少女なりに見極めたい、といったところだろう。慎重なのは悪くない。


    「そうだな。俺はここにいるから、他の奴にも頼んでみるといい。さっきは俺が邪魔したしな」


    「……そうするつもりよ」


    　頷うなずいたサリューが海図を手に取った。折り畳むと、さっさと懐ふところから取り出した小さな革袋にしまってしまう。


    　少々残念な気持ちにカーシュは襲おそわれた。リエス信奉者が見れば、リエスを無視した作りだというだけで「けしからん」と燃やしそうな海図ではあるが、カーシュとしては飽きるまで眺めていたくなる代しろ物ものだった。精巧なくせに、何とも夢がある。旧遺物に通じるものがあった。


    　そんなカーシュをよそに、サリューは果か敢かんに船乗りたちに話しかけはじめた。一応、またダーヴィドのような輩やからが近づいてきたら止めるつもりで、カーシュも注意だけは払っている。


    　が、ほどなくして、意気消沈したサリューが戻ってきた。


    　躊躇ためらいがちに樽たるに座る。なかには話を聞く素振りを見せた不法船乗りもいるにはいたのだが、いずれも半ばでサリューから会話を打ち切り、何故なぜか海図を出すことしなかった。


    「あの……」


    　一呼吸置き、サリューが思い切ったように口を開いた。


    「──わたしを、『船の墓場』へ連れて行ってくれる？」


    「それは俺への依頼か？」


    「わたしの話を真剣に聞こうとしてくれたのは、あなただけだったから。……目線の高さを、合わせてくれたのも。あなたに頼むのが、一番良いと思う」


    「光栄だな。いいだろう。引き受けた」


    　笑顔でカーシュは応じたが、重々しくサリューが頷いた。


    「報ほう酬しゆうを払うわ。何を払えばいいの？」


    　完全に『船の墓場』へ行く気になっていたカーシュは、少女の口から飛び出した言葉に、虚を突かれた。


    「報酬？」


    　しいていえば、謎の海図が示す目的地に何があるのか、その答えか？　と内心で首を捻ひねる。


    「よく船が沈没するって……大変な場所なんでしょう？　他の……少ないけれど、話を聞いてくれた人も、絶対行かないって言っていたもの。そんなところへ、あなたは、無償で行くつもりなの？」


    　そのつもりだった。不法船乗りとして自由に生きているカーシュが、行動を決める時に基準としているのは、己おのれにやる気があるか否いなか。それだけだ。これが満たされれば、困難も厭いとわない。女性からの頼みなら尚のことだ。サリューは女性というよりは、子どもの範はん疇ちゆうだが。


    　反面、満たされていなければ、近場へのお使いすら大金を積まれても拒否する。


    　カーシュが首しゆ肯こうすると、サリューは小刻みに頭を振った。トリク海でも珍しい紺こん色いろの髪が舞った。


    「そんなこと、信じられない」


    「そう言われてもなあ」


    「わたしは海図の場所に──『船の墓場』に行きたい。あなたはわたしを『船の墓場』へ連れてゆく。それはいい。でもわたしはそのかわり、あなたに報ほう酬しゆうを払う。そうじゃないと……」


    　語尾が消えかける。


    　そうじゃないと、変だもの。


    　まるで自分に言い聞かせるように呟つぶやくと、


    「これは取引よ。わたしは取引がしたいの。望むものを、何でも言って」


    　硬い顔つきでサリューが言い放った。


    「望むもの、なあ」


    　カーシュは眉まゆ根ねを寄せた。最初から、この少女が報酬を支払えるとは思っていない。


    　それにしても、何でも、とは大きく出たものだ。こういうところは迂う闊かつであり、やはり子どもだ。しかし形だけでも応じないと、サリューも納得しなさそうだった。乗ろう。


    「だったら船だな。……最新鋭の船が欲しい」


    　欲しいもの自体は、カーシュは正直に口にした。


    「……船、ね」


    　ややサリューの顔から険が取れた。


    　カーシュが報酬を望んだことに、安心したかのように。


    「わたしを『船の墓場』へ連れてゆく。この約束を守ってくれたら、後で最新鋭の船をあなたに手配する。それでいい？」


    　カーシュが了承すれば、交渉成立だ、と言いたいのだろう。


    「了解だ。じゃあ、その約束を果たすためにも、俺の船へ案内しよう」


    　我が家である自船、『屑くず星ほし号』へ。


    



    



    『屑星号』は、いつでも出発できるよう、船の街と化した集会場の端に停めてある。話がまとまった後は、サリューは一言も口を開かなかった。取引は成立したが、カーシュへの警戒心は薄れていないようだ。


    　黙々と歩いている。最初、普段の調子で進んでいたら、うっかりサリューを置き去りにしそうになり、息を切らし小走りに駆け寄ってきたサリューを見てからは、反省してカーシュも歩く速度を落としていた。


    　少女は歩きにくそうにしている。別段、足に怪け我がをしているとかそういうことでもなさそうだ。集会場のどこを歩いたところで、船の一部でしかない。そして、船は常に揺れている。生まれついて船暮らしをしているなら、揺れに対し、足にどう重点を置き、どう平へい衡こう感覚を保てばいいか、自然と習得する。


    　だが、少女がその揺れに戸惑っているとすると──。


    　集会場で監視船の役割を担になった船から、銅ど鑼らの音が何度も鳴り響く。


    　カーシュの思考は否いや応おうなく途切れた。呼応するように、他の不法船も警戒の音を鳴らす。音を耳にするや否いなや、血相を変え、いっせいに人々は動き出した。


    「ザレグの軍船かっ？」


    「どういうことだよ。お目こぼしされるはずだろ？　話はつけてあるって聞いたぞっ？」


    「知るか！」


    　──撤収の作業へと。


    　どの船も、店じまいだ。酒が入っていた者も、酔いがさめた様子で指示を飛ばしている。


    　銅鑼の音は、見張りによる、近づきつつある軍船を発見したという合図だった。


    　軍船──船団の有する哨しよう戒かい船せんを。


    　たった一いつ隻せきが相手でも、集会場が見つかってしまった以上、撤収するしかない。


    　肉眼で見える距離まで接近されたとしても、大砲を備えた不法船なら軍船と戦い、沈めること自体は可能だ。しかし、哨戒船は、奴らの仲間を呼び寄せる。


    　船底の木板を食らう船ふな食くい虫むしのようなものだ。一匹いついたら、取り返しのつかないことになってしまう。


    　視線を巡らせたカーシュの目は、まごついて望遠鏡を覗のぞく一人の水夫に吸い寄せられた。


    　正確には、水夫の持つ望遠鏡に、だ。


    「それ借りるぞ！」


    「おいっ……！」


    　水夫が扱おうとしていたのは、旧遺物でもある望遠鏡だった。性能はすこぶる良いが、トリク海に一般に流る布ふしているものとは使い方と見え方が異なる。


    　カーシュは付属の螺子ねじを回し、覗いた時点ではぼやけていた像を明めい瞭りようにし、拡大した。上下左右が逆さまに見える。これこそ旧遺物である所以ゆえんだった。見通す範囲が広い。天体すらくっきりと映し出す。


    　──北の方角に、一いつ隻せきの小型帆はん船せんがあった。


    　帆の色で、どの船団の船か。旗印で、何の船なのかがわかる。帆の色は濃い紺こん色いろ──アレム船。掲げているのは、重なり合う盾たてを描いた黒い旗印。この旗印は、アレムの船団旗でもある。黒は軍船であるということを示す。


    　一本しか帆ほ柱ばしらがない。遠距離で単独移動はしない。


    　通常、船の大きさは、どの程度積載量があるか、セーリアという単位で区分される。


    　大おお雑ざつ把ぱに三区分。二百セーリア以下はすべて小型、二百から千セーリアは中型、千セーリア以上は大型帆船だ。


    「……二十セーリアってところか」


    　本隊から離れ、連動し動く、小回りのきく哨しよう戒かい船せん。肉眼では補足できない、まだ遠い位置にある。しかし、風の流れは向こうの味方だ。


    　哨戒船から打ち上げられた照明弾が、北の空で派手に炸さく裂れつした。近くを航海中の本隊へ、位置を知らせるために放ったものだ。これで、続々と軍船が集まってくる。


    　だが、集会が開かれているのは、ザレグの支配海域だ。にもかかわらず、何故なぜアレムの軍船が出張ってきたのか。一瞬、疑問がカーシュの脳裏に浮かぶ。


    　──なんにせよ、この海域を離れないと、一いち網もう打だ尽じんだ。網あみにかかる。


    「助かった！　これで見えるようになっているはずだ。それと、こいつを覗のぞくときは螺子ねじを回して縮小か拡大をするのが肝きもだ。何もしないと見えすぎてぼやけるぞ。クリオーフ！」


    　望遠鏡を返された水夫が、自身でそれを覗き込み、顔色を変えた。アレムかよ、と呟つぶやく。


    「クリオーフ！」


    　そう言い残し、報告のためだろう、駆けだしてゆく。


    　クリオーフ。意味は、無事な航海を祈る。船乗り同士で頻ひん繁ぱんに使われる広義の挨あい拶さつだ。


    　カーシュもまた、不安そうに、忙しく走り回る人々へ視線を投げかけていたサリューに向き直った。


    「走るぞ。付いて──」


    　言った側そばから、少女の小柄な身体からだが、人の波によってはね飛ばされそうになった。有無を言わさずカーシュはサリューの手を握った。サリューは一瞬強ばったが、文句を受け付けている暇はない。そうしてしばらく走っていたが、連結板が外された船と船の間で、サリューが立ちすくんでしまった。一足先に飛び移っていたカーシュは、サリューの元に戻り、少女の小柄な身体を肩に担かつぎ上げた。


    「なっ……！」


    「舌を噛かむなよ！」


    　これが一番早い。船から船へ、進むほど、すでに連結板を外している船が増える中、甲かん板ぱんから甲板を飛び越えて『屑くず星ほし号』を目指す。


    　やがて、『屑くず星ほし号』が見え、カーシュは安あん堵どの息を吐いた。我が家は無事のようだ。賭と博ばく場じようでは散々な評価を食らい、ボロ船と言われようと、愛船だ。


    　小型の縦じゆう帆はん船せん。帆ほ柱ばしらは二本。大きさは五十セーリアだ。いまは片方だけしか広げられていないが、継つぎ接はぎの跡が目立つ大きな黄色い三角帆が特徴だ。綱つなを数本引けば、帆柱にのぼらずとも帆を張れる仕組みになっている。風向きによる帆の角度調整も容易で、逆風でも前進できる。


    　サリューを担かついだまま、カーシュは自船へと跳び乗った。サリューを下ろすと、連結板を外し投げ捨て、右う舷げん側の錨いかりの巻き上げに入る。


    「カーシュ！　遅いぞ！」


    　左さ舷げんの錨を巻き終えた目付きの鋭い男が、カーシュに呼びかける。が、甲かん板ぱんに座り込んでいるサリューを目にすると、金髪をかきむしり、ますます目付きを凶悪にし、天に向かって悪態を吐ついた。そうすることで多少は平静さを取り戻したようで、カーシュへと向き直る。


    「……何だ、この娘は」


    「あー……。仕事の依頼人だな」


    「仕事？　仕事だと？　仕事のえり好みをするお前が？　自分から？」


    　カーシュの手により、船体を繋つないでいた右舷の錨からも解放され、『屑星号』は自由の身になった。舵かじ取とり次第でどこへでも行ける。


    「オットー。話は後だ。まずはずらかるぞ」


    「……それもそうか」


    　舌打ちした眼光の鋭い男──オットーは、二本目の帆柱に設置されているやや不格好な見張り台へ声を張り上げた。


    「ワッツ！　現状は！」


    「北の方向！　いまだ哨しよう戒かい船せんのみ！　徐々に接近中！　──！　北東方向から新たな船影！　アレムの軍船です！」


    　打てば響くように、見張り台からの返答が届く。


    　すでに援軍が到着し出したということだ。


    　カーシュは、帆を完全に張るための最後の綱を引っ張った。継ぎ接ぎはあるものの、美しく広がった帆が風を受けてはためく。どこからか一羽だけ降り立った、頭に赤い模様のあるユール鳥が、『屑星号』の舳へ先さきに止まった。


    「出発だ！」


    　号令をかけ、船尾甲板にある舵だ輪りんを自ら握る。


    　カーシュに出港の経験はない。港はリエスにしか存在しないからだ。リエス港に帰港できる船そのものが限られている。しかし、集会場を離れるとき、出港とは、こんな気分なのだろうと毎回思う。


    　一時の休息を終え、船を動かすのは、カーシュにとって三本の指に入るぐらい好ましい時間だった。たとえそれがどんな状況であっても。


    



    



    　集会場の船は原則、中央に近づくほど大型帆はん船せんになるように並び、連結されていた。端を固めるのが小型帆船だ。機動に長たけ、小回りが利きく。続々と、船が端から散らばっていった。


    『屑くず星ほし号』の舵だ輪りんを握るのはカーシュだ。逃走を阻はばむように逆風が吹いたが、オットーが帆の角度を調整する。アレムの軍船から遠ざかるように操船し、安全と思われる海域に逃れた。


    　カーシュは安あん堵どの息を吐いた。が、舵輪から離れ、振り返ると、


    「──で、その娘は？」


    　冷ややかな声が響き渡った。発言の主は、『屑星号』の副長であるオットーだ。声同様、極寒の海のような色合いの目を細め、二本目の帆ほ柱ばしらの側そばで腕を組み仁に王おう立だちしている。オットーがこうしていると、威厳のようなものも漂う。


    　娘呼ばわりされたサリューは、カーシュに降ろされた場所から、いまだほとんど動いていなかった。片手で帆柱用に張り巡らされた縄なわ梯ばし子ごを掴つかんでいる。船首から船尾側の船ふな縁べりに飛び立ち、置物のように停まっているユール鳥が気になるらしく、そこへ視線を向けていた。その横顔はどこかぼんやりとしている。


    　しかし、我に返ると、オットーのほうを見、気丈にも睨にらみつけた。「ほう」とオットーが口元に友好のかけらも感じられない笑みを浮かべる。完全に悪役の笑いだ。


    「子ども相手に、威い嚇かくすることもないだろ。いじめは良くない」


    　オットーを通り過ぎ、サリューに加勢する形で、睨み合う二人の視線を遮さえぎるようにカーシュは立った。


    「誰がいじめだ。黙れカーシュ」


    「……本当は、あなたが船長なの？」


    　カーシュに対する物言いに、サリューがオットーに向かって問いかけた。


    「そこを疑うか……」


    　がっくりとカーシュは肩を落とした。望遠鏡を腰にさし、見張り台から降りてきたばかりだった茶髪の船員、ワッツがぷっと噴き出す。


    「副長が船長って……また間違われてる」


    　ワッツはそばかすが鼻の中心に散る青年で、年も二十歳を超えているカーシュとオットーに比べ、十八歳と一番若い。


    『屑星号』の乗員は、船長のカーシュ、副長のオットー、船員のワッツの三名のみだ。小型帆船とはいえ、五十セーリアある船としては、船員数は最少と言っていい。そして、この三名が並ぶと、初見の者はオットーを船長と思う者が多い。


    「お前もそうだったよなあ……。思い出した」


    　カーシュは呟つぶやいた。そういえば、このワッツも、船長をオットーだと勘違いした口だ。


    「忘れてください！」


    　悪びれた様子もなく、ワッツが笑顔を浮かべた。カーシュとワッツのやり取りをよそにオットーがため息を吐ついた。サリューを見据える。


    「おれは副長だ。船長は、お前を連れてきた男のほうだ」


    　誤解を訂正し、無造作にカーシュを指差した。続けて、自身の属する『屑くず星ほし号』の船長へ訴えた。


    「カーシュ。この娘が依頼人だというのはどういう了見だ。仕事の内容は」


    「──『船の墓場』へ行く」


    　そうカーシュが告げると、


    「正気か？」


    「また船長の気まぐれが始まった」


    　仲間たちからは、だいたい予想通りの反応が返ってきた。ここで言葉を重ねるよりも、とカーシュはサリューを顧かえりみた。


    「サリュー。あの海図をもう一度見せてくれ」


    　彼女から見た右手にはカーシュが、正面にはオットーとワッツがいる。紺こん色いろの髪の少女は、沈黙を保ち用心深くそれぞれの顔を見比べた。


    　数秒ほど経過する。そして浅く顎あごをひくと、海図を取り出した。だが、そのために掴つかまっていた縄なわ梯ばし子ごから手を離し、よろめいた。『屑星号』は小型帆はん船せんのため、揺れが大きいのだ。海も集会場を出た頃より荒れている。思わずカーシュは手を伸ばしたが、サリューは咄とつ嗟さに縄梯子に掴まり直し、事なきを得た。


    　その様子を目にしたオットーが片かた眉まゆをあげ、ワッツが首を捻ひねっている。


    　左手で縄梯子の縄を握りしめ、サリューは海図をカーシュへ差し出した。


    「悪いな。サリュー」


    　礼を言うも、少女は唇を引き結んでいる。


    「見ろ」


    　受け取った海図を、カーシュはオットーの顔前に突きつけた。


    「目的地は、『船の墓場』の、この地点だ」


    　人差し指で、赤い印のついた箇所を叩たたく。


    「…………変わっているな、この海図」


    　しかし、オットーは『船の墓場』という目的地ではなく、まず海図そのものに対して言及した。カーシュでなくとも、見れば惹ひかれる代しろ物ものなのだ。


    「だろ？」


    　我が意を得たりとカーシュはにやっと笑った。


    「……お前が飛びついた理由は、わかった。この海図のせいか」


    　オットーが深い息を吐く。しかし、と続ける。


    「その娘は何なんだ」


    「当然、『船の墓場』へ連れてゆく。そう約束した。今日から『屑くず星ほし号』の乗船者だ。名前はサリュー」


    　少女との出会いから、自船へやってくるまでを説明する。と言っても、カーシュにもたいしたことは語れなかった。サリュー自身からもたらされた情報自体が極端に少ないからだ。


    　聞き終えたオットーが額に手を当ててかぶりを振った。ワッツも表情からするとオットーと同意見のようだ。
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    「おれの記憶が正しければ、だ。以前、お前が鼻の下を伸ばして『屑星号』に乗せた女に、まんまと稼ぎを盗まれそうになったことがあったな？　お前が連れてくる女は災さい厄やくをもたらす。子どもでも油断はできん」


    　オットーの辛しん辣らつな物言いに加え、潔癖なサリューの視線がカーシュに突き刺さった。


    「あれは怪け我がをして仲間に見捨てられたって言うからだな……。あれはあれ。これはこれだ」


    「怪我なんて嘘うそだったろうが。だいたい、『屑星号』は客を乗せている余裕はないぞ。船員なら別だがな。百歩譲ゆずって『船の墓場』へ行くのは良いとして、娘はどこかへ預けるべきだ」


    「──客じゃなくていい。わたしも働く」


    　真っ先に反論したのは、本人だった。オットーが鼻で嗤わらう。


    「船の生活を舐なめるなよ娘。縄なわ梯ばし子ごを頼りにようやく立っているような者が」


    　馬鹿にされたと思ったのか。弾はじかれたように、サリューは縄梯子から手を離した。いまのところ、立って見せている。しかし何とも危なっかしい。


    「……立てたところでな。信用できない者を乗せたくないと言っているんだ。いま、お前は自分が信用に足る人間だとおれたちに示せるか？」


    「わたしは……」


    　サリューが胸の前で拳こぶしを握りしめる。何かを掴つかんでいるようにも見えた。息を吸って、吐く。


    「出身は」


    「…………」


    「集会場にはどうやって来た」


    「…………」


    「この海図の出所は？　この印のついた地点には、何がある」


    「…………」


    「判明しているのは、サリューという名前と性別ぐらいか。ああ、年は言えるか？」


    「…………」


    「言いたくない？　──話にならないな」


    　オットーが先ほどより大きく頭を振ると、俯うつむいていたサリューが顔をあげた。


    「わたしだって、あなたたちを信用なんか──！」


    「ただ、この海図の場所へ行きたいだけ。そうだったよな？」


    　会話に割って入ったカーシュは、海図に入った赤い印の部分を指で弾はじいた。


    　副長である男と向き合う。


    「オットーもそこまでだ。船長は俺だ。俺が決めたことだ」


    「……こういうときに限って船長権限か」


    　船長、副長、船員という区別はあるが、『屑くず星ほし号』の普段の生活においては、その関係性に厳密な上下関係はなく、ほとんど意識されることもない。しかし、命令となると話は別だ。


    「サリューは乗せる。本人がこう言っているんだ。船の仕事も手伝ってもらう。それでいいな」


    　最後は、この場にいる全員へ向けての言葉だった。


    「──了解した」


    　言葉とは裏腹に、ちっとも了解はしていない表情だったが、オットーが一応の賛意を表す。


    「船長に従います」


    　続いてワッツが言い、サリューは一言も発さずに、こくりと首を縦に振った。


    　前途多難を思わせる顔合わせは、こうして終わった。

  


  
    



    第二章　嵐


    



    　サリューという少女が船に加わってから、『船の墓場』を目指す短い航海は三日目に入っていた。


    　航海自体は順調だ。まだ魔の海域に入っていないせいでもあるが、天候は晴天が続き、波も穏やかだ。しかも良い風が吹き、船の速度を押し上げる。船の速度を測る最も簡単な方法は、速度計を海へ投げ入れることだ。錘おもりと結び目のついた縄のことで、一定時間に繰り出した縄の結び目を数え、速度を割り出す。


    　航行速度は、二十ノード。『屑くず星ほし号』の場合、通常がだいたい十五ノード前後なので、かなり風に助けられている。


    　この分だと、カーシュの読みよりも、早く目的地へ到着するのではないか。


    　しかしそれも朝までの話で、昼前になると、風がピタリと止やんでしまった。こうなると進めない。下へ手たに流されると現在地の把は握あくも難しくなるので、現在は碇てい泊はく中ちゆうだ。


    　釣つり床どこにでも寝転がって、昼食を待つとするか、とさっそくサボりを考えていたカーシュの前を、サリューが小走りに駆け出していった。縄なわ梯ばし子ごの助けがなくても立てるようになった少女が危なっかしく走っていった先には、飛来したユール鳥が佇たたずんでいる。


    　本人の申告通り、サリューは客待遇を望まなかった。船員として乗船している。ただし如何いかんせん、何をやらせるにしろ、即戦力にはほど遠い。


    　そんなサリューにも、安心して任せることのできる仕事が一つある。


    　定期的にやってくるあのユール鳥の世話だ。ユール鳥は餌えさをやらないと動き回り、邪魔になるので、これまでは手の空いた誰かがパン屑くずをやっていた。


    　サリューも、ユール鳥との交流だけは、熱心に励んでいる。いまも、だ。


    　少女が手に持っているのは、二つの小さな木の容器だ。片方に餌であるパン屑を入れ、容器を伏せる。ユール鳥の目の前で、容器を右に左に、上下に交差させる。


    「……どっちでしょう？」


    　ユール鳥は迷うことなく、左側の容器に赤い目を定め、くちばしでつついた。サリューがつつかれたほうの容器を持ち上げる。さっそくユール鳥が現れたパン屑をくちばしにくわえた。


    「頭がいいのね」


    　心持ち微ほほ笑えんで、サリューがユール鳥の頭を撫なでた。


    　船室から甲かん板ぱんにあがってきたオットーが餌やりの風景を見、片かた眉まゆをあげた。


    「──変な芸を鳥に仕込むな」


    　文句を言っている。


    「オットー。あれはじめたの、お前だろ？」


    「そうだが……試しにやってみたことがあるだけだろう。恒久化させるつもりはないぞ。何故なぜ娘があれを？」


    「ワッツがサリューに教えたからだ」


    「ワッツめ……」


    　苦々しげにオットーが舌打ちした。


    　もともとは、餌えさをやってからカーシュに懐なつき、『屑くず星ほし号』に居着くようになったユール鳥を追い払うため、オットーが戯たわむれに仕掛けたのがきっかけだ。集会場での補充を経ていればこそ、いまのところ、船内の食糧は一月分ほどある。しかし、それまでの船内における食糧事情はカツカツだった。なにせジャカすら尽きかけていたほどだ。


    　ジャカは海水で育つこぶし大の野菜で、皮も身も真っ黒く毒々しい見た目をしているものの、日持ちする上に生でもいけるし、蒸せば美う味まい。干せば保存食にもできる。トリク海では、ジャカがあれば生きられる、という標語もある。


    　その頼みの綱つなのジャカの量も心こころ許もとないとあっては、パン屑くずも貴重な食糧だ。餌を貰もらうならユール鳥も相応の苦労を払うべし、とある日、オットーがあの方法を取り入れた。


    　ところがユール鳥は伝令鳥としても使役され、もともと記憶力が良い。


    　オットーの言う、変な芸もたちまち覚えてしまった。それを面白がったワッツが今度は様々なものを容器に隠し、ユール鳥を試したが、必ずユール鳥は当ててみせた。


    　そして、必ず、正解の容器へ顔を向ける。


    「……まあ、役には立ったな」


    　カーシュは独りごちた。ユール鳥が変な芸を習得していたおかげで、パン屑という褒ほう美びでつりつつ、トビアスとの勝負に挑むということをカーシュも思いついたのだ。勝つには、ユール鳥の反応を見ていれば良かった。


    「娘も、鳥には打ち解けているようだな」


    　カーシュの呟つぶやきを別の意味に取ったオットーが鼻を鳴らした。


    「……人間相手には、全然だけどな」


    「ワッツが降参するほどだ。よっぽどだぞ」


    　この三日。サリューは、カーシュたちに打ち解ける様子を一切見せなかった。警戒心をいまだ剥むき出しにしている。ワッツは他人の懐ふところに潜り込むのを得意としている。そのワッツもサリュー相手には初日で匙さじを投げていた。


    　ユール鳥が満足したのか、大空へ飛び立っていった。それをサリューは羨うらやましそうに見上げている。肩を落とすも、カーシュとオットーの姿を視界にいれるやいなや、たちまち雰囲気が硬くなった。しかし意外にも、歩み寄ってきたのはサリューだ。


    「わたしに、何か仕事は？」


    「ワッツの手伝いをしていたんじゃないのか？」


    　逆にカーシュが問い返した。


    　もうすぐ昼だ。『屑くず星ほし号』では、食糧が豊富な時は日に三回食事を取る。準備はワッツの担当だ。これは単純に、ワッツが最も料理の腕があるからだ。ジャカはもちろん、日持ちする他の野菜も集会で補給したので、数日は豪勢な食事が出る。腐りやすいものから調理するのだ。サリューはその補助を行うことになっていた。


    「真っ黒い野菜を、捨てようとしてしまって……」


    　真っ黒い野菜、という表現に、オットーが顰しかめ面つらになった。


    「あー。ジャカ、な」


    　カーシュは苦笑した。船に生きる者なら定番の食糧となるのがジャカだが、このジャカは真水をやると枯れる。海水でしか育たない。見た目も腐っているかのごとくだ。そのため、川の水でジャカ以外の野菜を豊富に栽培できるリエスでは、好まれない。


    「怒られて、真っ黒──ジャカ……の皮むきをしたんだけど、身がなくなるから、やらなくていいって。ユール鳥が来る頃だから、餌えさをやったら、船長か副長の手伝いをしろって」


    　見ると、サリューの手には切った跡がある。手当てがしてあるが、本人ではなく、ワッツによって施ほどこされたものだろう。その手は白く、労働を感じさせない。


    「……カーシュと船長室の掃除でもしたらどうだ」


    　投げやりにオットーが言う。


    「いつもするすると言って、しないからな。ちょうどいい機会だろう。あのガラクタも整理すべきだ。この娘に手伝ってもらえ」


    「ガラクタだと……」


    　カーシュが絶句する。


    「わかった。船長室で、ガラクタを整理すればいいのね」


    　カーシュにとっては決してガラクタではないのだが、真に受けたサリューが頷うなずいた。結果はどうあれ、サリューは言いつけられた仕事にはきちんと挑む。少女はさっそく船長室へ向かってしまった。


    「おい。オットー」


    「お前が連れてきた依頼主だ。自分で面倒を見ろ。ガラクタの整理もしっかりしろよ」


    　ガラクタを強調され、カーシュは恨みがましい視線を自身の副長に送った。


    



    



    　船とは、『家』である。リエスを除く、トリク海に生きる者の常識だ。


    　そのため、小型帆はん船せんであろうとも居住の概念はしっかり根付いている。劣悪な環境下では海上生活を続けることはできない。水没以前なら、航海はいずれ港へ帰るためのものだったろうが、現在の航海とは、海に在り続けるためのものだ。『屑星号』も、三名で航行しているという特異性のせいもあるが、全員が個室を持っている。


    　その個室の一つ、船長室とは名ばかりの狭くなってしまった空間には、物が積み上げられていた。もともとは充分に面積がある部屋だ。また、決して汚いわけではない。しかし増え続ける物品が室内を圧迫し、散らかっているように見え、かつそのせいでますます狭く感じられる悪循環に陥っている。


    「ごちゃごちゃ……」


    　船長室の内部を目にしたサリューは開口一番、カーシュの心に突き刺さる言葉を放った。


    　親しくなった女性に船長室を見せると、彼女たちは一様に「あなたって、だらしないのね」という視線を送ってきたが、相通じるものをカーシュは感じ取った。


    　そして、次に「しかも、こんなものを集めてどうするの？」と続くのだ。


    　増え続けている物品は、オットーにとってはガラクタであり、カーシュにとっては──。


    「……旧遺物？」


    　物品の山の中から、欠けた半円状の金属片を手にしたサリューがポツリと呟つぶやいた。


    「わかるか！」


    　水を得た魚のように、嬉き々きとしてカーシュは反応した。


    「え……ええ」


    　目を丸くし、やや引き気味にサリューが慌てて手に取った金属片を戻した。


    　水没前の世界で用いられていた物品は、すべて旧遺物と称される。現在よりも高い技術を有していたと思われるものが多いが、いかんせん、エルの使用を前提とした物品が多い。


    　また、何のために用いられていたのか、もはや伝わっておらず、用途が推測不可能なものも数知れない。まれに手つかずのものが引き上げられても使い方がわからないのでは、どんな宝であってもごみ同然になってしまう。


    「──ガラクタって、旧遺物のこと？」


    「あいつは実用性を重視するからなあ……」


    　歴史的な旧遺物も、動かなければ価値なし、というのがオットーの考えだ。集会場でカーシュが水夫から借りた望遠鏡などは、そこから外れた例外の品だが、条件を満たした例外はそう多くはない。


    「これを手に入れたときも、怒りの雨が降り注いだ」


    　カーシュは自身の背丈の半分ほどの大きさがある鉄製の箱の前に立ち、感慨深く呟いた。扉を開ける。箱も旧遺物だが、中で保管されているのもカーシュが収集した別の旧遺物だ。


    「怒るの？　冷蔵できる箱でしょう？　役に立つのに」


    「……正解だ」


    　サリューは的確に箱の本来の用途を言い当てた。


    「……どうして食べ物を入れないの？」


    　驚いたカーシュには気づかず、なおも、不思議そうに問いを重ねてくる。


    「そりゃ……エルがないからだな。このままじゃ、食べ物を入れても腐る」


    「結けつ晶しよう石せきは？　あれで動くかもしれないのに」


    　簡単に言ってのける少女に、カーシュは今度は苦笑した。


    「あれは高いんだ」


    　水没前の時代に、そこらじゅうにあふれていた、エルという物質。空気中に漂っていたものは、消滅したと言われている。しかし、海底でエルが固形化したとみられるものが、あるとき発見された。それが結晶石だ。形が変わっただけで、特性に変化はない。エルの使用を原則とする旧遺物なら、結晶石でうまく代用させることができれば差し支えなく動く。


    　しかし結晶石は貴重品だ。流通数が絶対的に少ない。また優先順位もある。旧遺物の引き上げはあちこちで行われているが、やはり大規模なのは国家事業としてのそれだ。アレム、ファシェン、ザレグは引き上げ用の専用船を有している。どの船団も、結晶石を発見したなら、真っ先に結晶石を動力源とした船の燃料として用いる。


    「……高い？」


    　カーシュは親指と人差し指をくっつけ、丸を作った。


    「この大きさの結晶石一つで、船が何十隻せきも買える」


    「そんなに……」


    　碧あお色いろの瞳を見開き、目を瞠みはっている。それがおさまると、本来の用途とはかけ離れた姿で鎮ちん座ざしている箱をサリューは改めて見つめた。首を傾かしげている。


    「でも……結晶石がないと動かないなら、邪魔じゃないの？」


    「邪魔じゃあない」


    　カーシュは言い切った。


    「いずれ、結晶石を手に入れればいいだけの話だ」


    　本気でそう思っている。規模は小さいとはいえ、『屑くず星ほし号』も引き上げ作業は行っている。その際に結晶石が見つからないとも限らないではないか。


    「ガラクタと言われようが、ここに不要なものは一つとしてない」


    　だから、捨てるものもないのだ。


    「──でも、整理は？　掃除はしないと」


    　それが自分の仕事だ、とサリューは言いたいようだった。


    「まあ……配置を換えるか。整理したかのように見せかけよう。オットーのやつ、ガラクタガラクタうるさいからな……」


    　サリューには軽いものを任せ、旧遺物の並びを変える。その最中、サリューが何度か自分から話しかけてきた。すべて質問だ。「この旧遺物は何なのか？」と。


    　カーシュはその度たびに懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明した。オットーやワッツが聞き手の場合だと、明らかに聞かされているという体ていにしかならない。話はここからだという時に、向こうから切り上げてしまう。そこまで行かないことすらある。


    　しかしサリューは自分から聞いてきただけあって、熱心な聴衆だった。旧遺物の中でも変わり種──エルとは無関係の、不思議な素材の布について語り終えたカーシュは、満足してそれをしまった。新たな収納場所にしたのは、あの鉄製の箱だ。


    「旧遺物に興味があるのか？」


    　何しろ、この三日、用事がなければ一切口を開こうとしなかったのがサリューだ。意思の疎通は可能だが雑談は皆かい無むだった。はっとした様子で、サリューは眉まゆ根ねを寄せた。


    「おと……父が、旧遺物が好きだった。よく、話してくれたのを思い出して」


    「……奇遇だな」


    「え？」


    「俺も、旧遺物に手を出したのは、父親の影響でだった」


    　むしろ子どもの頃は、オットーに近い感覚を持っていたかもしれない。やる気に左右される性質だったのは変わらないが、旧遺物を手に入れても、重要視したのは、高く売れるか、他船との取引に使えるか、その一点のみだった。後悔しきりだ。


    「しかし、だからか。サリューが持っている腕輪も──」


    　何気なく振った話題だった。初めて会ったとき、サリューが落とした腕輪は、旧遺物の特徴を備えていた。あの海図といい、ならば少女の父親が関係しているのだろう、と。


    　ところが、サリューは警戒心を剥むき出しにした。


    「──知らないわ」


    　言うと、カーシュから距離を取った。これまでで最も激しい拒絶かもしれない。


    「腕輪なんて、知らない」


    　サリューは懸命に繰り返した。


    



    



    　緊急時でもない限り、食事は厨ちゆう房ぼうに隣接して置いてある机と椅い子すに座り、揃そろって取る。


    　昼食の時間になり机に並んだのは、卵料理、細かく切ったジャカと豆の入ったスープ。チーズにパンだ。豪勢に、網あみにかかった海魚を焼いたものや果物まである。そして、丸ごと、蒸しただけのジャカ。ジャカのどす黒い色彩は食卓において異彩を放つ。


    　一定の質の食事を維持すること。これも船上生活では欠かせない。どこの船でも苦心することだ。そして、食べられるときに食べる。これも暗黙の了解の一つだ。


    「……あのなあ！　食えよ！」


    　楽しいひとときのはずが、突とつ如じよ、ワッツが苛いら立だちの声をあげた。


    　皿に盛られた料理は、カーシュたちにかかればたちまちのうちに消え失うせる。しかし、これはわざとワッツがそうしたのだろうが──丸ごとのジャカに息を呑んでいたサリューの分の食事だけは、一向に減る様子がなかった。


    　サリューの食は一日目から細かった。一日目、少女が料理を食べ出したのは、用心深くも、カーシュたちが口に運ぶのを見てからだった。毒が盛られていないか、観察していたかのような態度は、まだ良い。だが、サリューは食事を残した。二日目は、残す量がさらに増えた。


    　三日目、ジャカの出てきた昼食にいたっては、手をつけてすらいない。


    「こんな料理は食えないってことかよ？　ジャカだって捨てようとしたしな。たまにいるんだよ。海の恵みって言われてるジャカをわざと粗末にする奴。リエスかぶれ」


    「そんな、つもりじゃ……」


    「あのなあ、だったらどういうつもりだよ。食材は無駄にするわ。飯を残すなんて、もってのほかなんだよ！」


    「──食べれば、いいんでしょ」


    「おお、食ってみろ！」


    　売り言葉に買い言葉のような形で、意を決したように、猛然とサリューが食べ始めた。パンをちぎっては口に運び、スープを飲む。チーズも齧かじる。ジャカにも手を伸ばした。戦いを挑むかのように、蒸した丸ごとのジャカを一度咀そ嚼しやくした後は、そのまま食べきった。


    　──と、口元を押さえ、サリューが急に席を立った。しかし、一歩踏み出した途端、よろけて膝ひざをついた。いつぞやのように、懐ふところから腕輪がこぼれ落ちる。


    「！」


    　腕輪が床を転がる。それを必死に拾おうとして──小柄な身体からだは力を失った。


    　駆け寄ったカーシュは、意識のないサリューを抱き起こした。


    　額に手を置く。熱はない。しかし顔色は悪い。もし感染する病気にかかっているなら、船上では砲撃よりもよほど脅きよう威いだが──そうではなく、精神的なものだろう。


    「……具合が、悪かったみたいだな」


    　弱みを見せないよう、カーシュたちの目がある場所では、ずっと気丈に振る舞っていた可能性が高い。無理に食事を取り、その上腕輪を落としたことが、負担に拍車をかけたのか。


    「飯を残してたのって、食わなかったんじゃなくて……？」


    　食べられなかった、が正しいはずだ。


    「船長……これ」


    　ワッツはばつが悪そうな顔で腕輪を拾い上げた。カーシュに差し出す。


    　サリューが固執する腕輪は、凝こった意匠が施ほどこされており装飾品として見事な出来だった。


    　そして──結けつ晶しよう石せきが填はめてある。普通、ただの装飾品にわざわざ結晶石を填めることなどしない。水没以降に、旧遺物の技術を模して作られたものに見えた。純然たる旧遺物とは少し異なるようだ。形は、エルの変換器にも似ている。


    　何かの装置なのか？


    「とにかく、寝かせてくる」


    　腕輪を受け取ると、気を失ったサリューをカーシュは船室に運んだ。別の用途で使用していた部屋だが、いまはサリュー用に割り当ててある。寝台に軽い身体からだを横たえる。腕輪は、枕元に置いた。


    「──カーシュ」


    　遅れて、オットーが船室に入ってきた。


    「お前が女子どもに弱いのは嫌というほど知っている。しかし、改めて聞くぞ。どうしてこの娘を拾って来たんだ？　子どもとはいえ、女ではあるからな。宗旨替えをし、よもや子どもを恋愛対象にする変態に成り下がったのかとも思ったが……」


    「そりゃ誤解だ」


    「冗談だ」


    　案外、すんなりオットーが引き下がる。


    「お前の冗談、笑えないんだよ……」


    「まあ、女日照りで飢えた船だったら、あの年でも食い物だろうがな。しかしそれにしたって、『屑くず星ほし号』で保護する理由にはならない。女だけで構成された船もある。女が船長の船も。そこに預けることだってできる。やろうと思えばいまからでもだ。繰り返すぞ。どうしてこの娘を拾って来た」


    「……スラム船に乗ってる子どもの目だったんだよ」


    　前髪を掻かいて、カーシュは息を吐き出した。


    「スラム船？」


    　親に捨てられた子どもたちが、子どもたちだけで操るのがスラム船だ。


    　不法船の一種で、ここでは十五歳を成人とし、この年に達すると一律スラム船からは追い出される。スラム船育ちの子どもは、自分たち以外のすべてに怯おびえ、警戒し、不信感を抱いだいている。特に、大人は敵だ。


    　近づくな。踏み込むな、と目が物語る。


    「これは、良いところの娘だろう？」


    　サリューの手は白く、柔らかい。船上生活にしろ、各船団の上流階級なら、労働を知らない手をしていても不思議はない。


    　オットーの言葉に、カーシュは付け加えた。


    「……それもおそらく、リエス出身だ」


    　だが、サリューは船自体に慣れていない。つい最近まで陸でしか暮らしたことのない人間だったからだとしか思えない。歩き方、船や海への知識──。ジャカのこともだ。カーシュが陸の生活を一切知らないように、サリューは海の生活に無知だ。こんな年とし端はもいかない少女がたった一人でリエスから出る。……これで十じつ中ちゆう八はつ九く正解だろうが、かなりの異常事態だ。


    「だから、無茶な依頼を聞き入れたのか」


    「リエス人だって確信したのは、その後だけどな。こんな有様で、しかも本人が行きたがってる場所は『船の墓場』だぞ。──誰がサリューの依頼を引き受ける？」


    「おれなら引き受けん。お前ぐらいだな」


    　にべもない。だが、オットーがつと難しい顔で呟つぶやきだした。


    「サリュー……。サリュー、か……」


    　眠る少女の顔を見下ろしている。


    「何だ？」


    「ああ、いや。確証のないことは口にしたくない。おれも半信半疑だ。──まあとにかく、サリューへの認識は多少改める。内面はスラム船育ちの子どもだとな」


    「娘呼びは止やめたのか」


    「仕事を手伝わせても何の役にもたたんが、新人とはそういうものだ。これから鍛えればいい。それに根性は認めてやらんでもない。──船倉から気付け薬を取ってくる」


    　オットーが出てゆくと、静寂が訪れた。それは、か細い呟きで破られた。


    「お……さま」


    　寝台の中で寝返りをうち、サリューが身体からだを丸めた。その顔は苦しげに歪ゆがんでいる。弱々しい声がさらに唇から漏れる。


    「お父さま……お母さま……」


    　持ち上がった右手が何かを探すように彷徨さまよう。


    「どこ……？　行かなきゃ……。でも、帰りたい……」


    　落ち着かせようと伸ばしたカーシュの手に、サリューの彷徨っていた右手が触れた。ぎゅっと握りしめてくる。


    「お父さま……？」


    　サリューが薄目を開けた。焦点があっていない碧あお色いろの瞳から、涙がこぼれた。


    「お父さま、ごめんなさい……」


    　夢ゆめ現うつつの状況で、サリューにはカーシュが父親に見えているのか。話し続ける。


    「わたし、まだ、行けていないの。──海図の、場所。かんたん、だと思っていたのに。みんな……いなくなって。みんな、言うのよ。お父さまが、悪いって」


    「サリュー」


    　カーシュは自由なほうの左手をサリューの額に置いた。


    「眠るんだ。『船の墓場』には、必ず連れていってやる」


    「──カーシュ？」


    　涙を滲にじませたまま、サリューがカーシュの名前を呼んだ。それが、覚かく醒せいに繋つながったようだった。次の瞬間、握りしめていたカーシュの手を離し、サリューは勢いよく起き上がった。混乱した様子ながら、己おのれの懐ふところを探りはじめた。


    「腕輪……。腕輪は？」


    　枕元にあるのに、気づいてもいない。カーシュは腕輪を取り、サリューに見せた。


    「ほら」


    「あ……」


    　少女の顔に浮かんだのは、安あん堵どと、戸惑いだ。


    　両手を伸ばし、腕輪を大切そうに持つ。しかし、取り戻した途端、今度は奇妙なものを見る顔つきで、カーシュに問いかけた。


    「どうして？」


    「どうしてって」


    「わたしは、腕輪を拾えなかった……のよね？　意識が途切れたから。カーシュは……カーシュたちは、腕輪を、盗めたのに」


    「盗む……。また極端だな。結けつ晶しよう石せきがついてるからか？」


    「……結晶石？」


    「その腕輪についてる。結晶石の実物を見たことはないのか？　青い石で、光るんだよ。その輝きは、結晶石でないと出せない」


    「そう……」


    　サリューが腕輪へと視線を落とす。首を振った。


    「それならなおさら、わからない。どうして返してくれるの？　これは、旧遺物なんでしょう？　カーシュは旧遺物が好きなんでしょう？　欲しくないの？」


    「欲しいか欲しくないかでいえば欲しい。くれるっていうならもらうな」


    「……やっぱり」


    　それみたことか。声こわ音ねは静かだったが、サリューは全身で疑念を訴えていた。


    　──結局は、お前もそうなんだ。


    　そんな言葉がいまにも聞こえてきそうだった。


    　やはり、スラム船の子どもそのものだな、とカーシュは思った。


    　──誰も信じるな。頼れるのは自分だけ。それがスラム船の標語だ。


    　かつてのカーシュもそうだった。


    「けどな、所有者から盗んだりはしない。どうしても欲しいなら、まずは交渉ぐらいする。──船っていうのはな。結束が大事なんだ。命を預け合う仲間だからだ。信用に足らない船員は、真っ先に切り捨てられる。盗みなんてもってのほかだ。『屑くず星ほし号』には、そんな手癖の悪い船員はいない。これは自信をもって言える」


    「……もし、そうでも。あなたたちにとっては、わたしが……わたしのほうが、信用に足らない船員なんじゃないの？」


    「名前以外わからないもんな」


    　サリューが俯うつむいた。


    「……役にも、立ってない」


    「それは当然だ」


    「……え？」


    「最初はみんなそんなもんだ。……サリューは船に慣れてないんだろ？」


    　腕輪がお守りであるかのように、握りしめたサリューは、小さく頷うなずいた。


    「船は嫌いか？」


    「大嫌い。海も大っ嫌い」


    　間髪容いれずに答えが返ってきた。その心情は、あますところなく表情にも出ている。これにはカーシュも声をあげて笑ってしまった。さすが、陸の人間だ。リエス人の意地といったところか。いっそすがすがしい。


    「そうか大嫌いか。素直で結構。俺は大好きだけどな」


    「……海の何がそんなにいいの？　わからない」


    　嫌なことばかりだ。少女の顔には、そう書いてあった。


    「まだ見ぬ果てがあるところ。果ても底も、人間にはまだ解明しきれていないところか？　誰もいない海域で、青空のもと、風を浴びながら甲かん板ぱんに寝っ転がるのは気持ち良いぞ。あと嵐を無事乗り切った後も気分が良いな。絶景もある。生息地に入ったら、夜に見張り台にのぼってウミセイの群れを見ながら酒を飲むのはオツだ」


    「ウミセイ？」


    「ああ、ウミセイは──夜になると黄色く光る貝だ。どういうわけか、ウミセイが生息している海の色が昼間は深い緑色になる。それが生息地に入ったしるしだ。夜にウミセイの光を見ると良いことが起こるって言われてる縁起物だ」


    「カーシュの知る海と、わたしの知る海は、全然違うものみたいに聞こえる」


    「なら、これから知ってみたらどうだ？」


    「──これから？」


    「サリュー次第だ。嫌なら船員もしなくていい。船室に閉じこもっていてもいい。働くのは、もともとなかった条件だしな。どっちを選んでも、『船の墓場』には連れてゆく。約束する」


    　まあいまは、とカーシュは続けた。


    「ゆっくり休め。疲れ切ってると、いい考えも浮かばない」


    　寝台に座り込んでいたサリューが、腕輪を懐ふところの中へ入れた。衣服の上から、確認するかのように押さえる。そうしてようやく、再び横になった。毛布を身体からだの上に引き上げる。


    　自分がいては落ち着けないだろう、とカーシュは踵きびすを返そうとした。しかし、後ろから引っ張られた。振り返る。衣服がどこかに引っ掛かったのかと思ったが、犯人は、サリューだった。サリューがカーシュの服の生地を掴つかんでいた。どうしたのか。


    「……サリュー？」


    　呼びかけると、少女は手を毛布の中へ引っ込めてしまった。


    「あの……一人だと、怖い夢を、見る、から」


    　それだけを、サリューは口にした。直後に、かぶりを振る。


    「何でもない」


    　もともとは倉庫として使用していた名残なごりで、室内に置いてあった木箱を一つ、カーシュは寝台の横まで移動させた。腰を下ろす。


    「──オットーがガミガミうるさくて困ってるんだ。ここで少しサボらせてもらっていいか？」


    　小さく、サリューが頷うなずいた。唇が何度か動いたが、声として発せられることはなかった。


    　碧あお色いろの瞳が、閉じられる。数十秒ほどで寝息が聞こえてきた。


    　しばらく、カーシュは部屋に留とどまっていた。


    



    



    　サリューが回復したのは乗船してから五日目のことだった。四日目は泥のように眠り、船室にはカーシュたちが交代で様子を見に訪れた。五日目の朝には、旺おう盛せいな食欲で、ワッツが用意した食事をすべて平らげてしまった。喜んだワッツが昼食を多めに作りすぎ、サリュー一人では食べきれず、カーシュとオットーが胃袋に粛しゆく々しゆくとおさめることとなった。


    　そして、同じ日、船員としても復活した。


    　特に、サリューが決意表明のようなものをしたわけではない。船室に閉じこもるほうは選ばなかった。単にそれが答えだった。


    　腕輪を懐ふところに隠していることは変わらないものの、多少、表情も柔らかくなった。ユール鳥に一番心を許しているようなのは相変わらずだが、気を抜いていると思われる時間も多くなった。


    　元来、根は素直なのだろう。いちいち、ワッツの冗談も真に受けてしまっている。真に受けたといえば、サリューがユール鳥に容器を使った餌えさのやり方をしていたのも、本気でそうしなければならないからだ、と思っていたかららしい。


    　カーシュが大おお雑ざつ把ぱにパン屑くずをちぎってばらまきユール鳥に食わせていたとき、「そんなやり方でいいの？」と真面目まじめに尋ねてきた。もちろんカーシュは肯定した。餌えさ遣やりの方法なんて適当だ、と。後で真っ赤になってサリューがワッツに食ってかかっていた。


    　サリューだけでなく、オットーやワッツの変化もある。


    　少女がどういった人間なのか、だいたい人となりが把は握あくできたためだ。


    　まず、リエス──陸の人間であること。


    　次に、労働とは無縁であったこと。


    　しかし──仕事を与えられれば、遂すい行こうしようとする。カーシュなどは、船の生活はこよなく愛しているが、仕事となると話は別だ。大半が嫌で、逃げ出せるなら逃げ出したいと思っている。サリューはそうではない。逃げ出さないのだ。そしてきちんと教えれば、食いついてくる。


    　とくにワッツは、そこに育てる楽しみを見み出いだしたようだった。サリューに対し、貴重な食糧を無む碍げにする、鼻持ちならない愛想のない少女と思っていたのが、誤解だったとわかったのも大きいらしい。もはや弟子を得たかのように振る舞っている。教えたことをサリューができるようになると、非常に喜んでいる。


    　ある時は、皮を剥むいたジャカを一つだけ持ってカーシュとオットーに見せにきた。


    　この真っ黒い、何の変哲もないジャカが一体なんなのか。


    　本気で意図がわからず、顔を見合わせるカーシュたちに対し、身を無駄にせず、サリューが皮むきに成功したジャカの第一号だ、と我が事のように自慢してきた。


    　なるほど言われてみれば身がちゃんと残っている。オットーは鼻で嗤わらっていた。


    　サリューが乗船しているのが当たり前に思えるようになって来た、七日目の朝。


    　朝食を食べ、簡単に仕事の割り振りをする。短い残りの航海の間、サリューが船上生活に適応するための訓練内容を決めるのも、日課になっていた。


    「俺の旧遺物に対する情熱の聞き手になってもらうっていうのは？」


    「阿あ呆ほうか。何の役にたつんだ」


    　カーシュは至って真剣に提案したのだが、即オットーに却下される。


    「本気だぞ俺は！」


    「なお悪い。そんな無為な時間の消費を強しいられるほうの身になってみろ」


    「はいはい！　おれは肉の塩漬けの作り方を教えたいと思います！」


    　ワッツが元気よく挙手したが、やはり即オットーに却下された。


    「……料理教室か？　それより甲かん板ぱん磨きが妥だ当とうだろう」


    「朝飯前に全員でとっくにやってる仕事じゃないですかー」


    「体力作りにもいいし、し過ぎることはないのが甲板磨きというものだ。その日の船の調子もわかる。船の神しん髄ずいは甲板磨きにこそある」


    「えー。どうせならもっと専門的なののほうがいいと思います、おれ」


    「専門的？　海図の見方、天測器の使用法か？　サリューにはまだ早い。──しかし待て。そういえばワッツは苦手だったな、天測器の使用が。ワッツの訓練をしてみるのは良いかもしれないな……」


    「うげ！　天測器！　ああいうのは軍の士官が覚えるやつであって、おれは下したっ端ぱなんで！」


    　墓穴を掘ったワッツが、後ずさりする。


    「逃げるんじゃない」


    　オットーとワッツの追いかけっこが始まった。甲板では危ういと悟ったか、ワッツが縄なわ梯ばし子ごに手をかける。しかしのぼる前にすさまじい形相のオットーに捕獲された。


    「──どうした？　サリュー」


    　船の揺れにも動じず立っていることができるようになったサリューは、じっと見張り台のある帆ほ柱ばしらを見つめている。ワッツが逃げ込もうとしていた場所だ。


    　カーシュの問いかけに、サリューが口を開いた。


    「──見張りは？　わたし、見張りをしてみたい」


    　カーシュはサリューと見張り台を見比べた。大型帆はん船せんほどではないにせよ、それでも高い位置だ。見張り台は二本目の帆柱の頂点にある。いきなりのぼるのは、大の大人でも尻込みするほどだ。というか、泣いて嫌がり、船上生活をしていても、永遠に避け続ける猛者もさもいる。


    「……のぼれるのか？」


    　サリューの発言を耳にし、ワッツの首根っこから手を離して尋ねたオットーも半信半疑といった顔つきだ。サリューが小さく、しかししっかりと首を縦に振った。


    「木登りは得意だったから、たぶん……。一番高い木は、あれより高かった」


    「木登りか。そっちは俺たちのほうがまったく経験のない分野だな」


    　むしろ、カーシュがサリューに教えを請わなければならないだろう。


    「いや……船長。サリューにはまだ早いんじゃないですか……？　それなら甲かん板ぱん磨きか、危険がない分、天測器のほうがまだ……」


    「おれもワッツに賛成だ。サリュー。悪いことは言わない。止やめておけ」


    　ワッツは、弟子への心配からだろう。細く小柄で、揺れる船体を歩くのにも苦戦していたのがサリューだ。いきなり見張り台へのぼるのは、挑戦にしても過ぎる。


    　オットーは、自分の経験からだろう。オットーには高所恐怖症の気がある。のぼれることはのぼれるし、昇降の速度が遅いということもないが、その際は苦虫をかみつぶしたような顔をしている。操船におけるひととおりの作業はできるオットーの、唯ゆい一いつの弱点だ。見張り台に逃げようとしたワッツを、そうされる前に捕まえてみせたのも、単に縄なわ梯ばし子ごをのぼりたくなかったからだ。


    「──カーシュ……船長の判断は？」


    　サリューが最終的な答えを求めてきた。訓練内容はカーシュが許可を出して決定される。


    「いいんじゃないか。サリュー、のぼってみろよ」


    「はい！」


    　勢いよくサリューが頷うなずいた。船員作業を再開してから、紐ひもで一つに縛しばるようになった紺こん色いろの髪が感情と呼応したかのように跳ねる。


    　見張り台のある帆柱には、縄梯子であがってゆく。まず一歩、サリューは足をかけた。二歩、三歩と、危なげなくのぼり始める。


    「よし、俺もお供しよう」


    　サリューにカーシュも続いた。途中、サリューが立ち止まる。


    「どうだ？」


    「木登りと違って、揺れる……」


    「降りてもいいぞ？」


    「──降りない」


    　またサリューが進み始めた。手と足を着実に動かす。


    　甲かん板ぱんに立っているときの揺れと、縄なわ梯ばし子ごでのぼっているときの揺れでは、サリューのとらえ方が違うのか。以降は止まることなく、見張り台に到達した。


    「サリュー！」


    　眼下を覗のぞき込み、甲板で両手をあげ振っているワッツにかすかに目を見開いている。


    「振り返してやると喜ぶと思うぞ、あいつ」


    　縄梯子にぶら下がりながらカーシュが言い添えると、サリューは不器用に片手を振ってみせた。それを見たワッツの腕を振る勢いが高速になる。うっとうしかったのか、オットーがワッツの頭を叩たたいたのが見えた。


    　笑い声が見張り台から漏れた。眼下の二人のやり取りを目撃したサリューのものだ。声と共に口元に浮かんだ微ほほ笑えみは、そんな自分に狼ろう狽ばいしたのか、瞬またたく間に引っ込んでしまったが。


    　それから、ふとサリューは海上に目を向けた。じっと無言で眺めている。


    　縄梯子から、見張り台へとカーシュも移った。


    「何が見える？」


    「──海が」


    「甲板から見るのとは、またひと味違うだろ」


    　カーシュは持参した望遠鏡を取り出すと、サリューに持たせた。残念ながら旧遺物の望遠鏡ではない。


    「望遠鏡でひたすら水平線を眺めて、異変があれば報告するのが見張りの仕事だ」


    　そして、と、望遠鏡を覗のぞき込んでいるサリューを横目に、欠伸あくびを一つこぼす。


    「退屈で居眠りして、船影を見逃して大目玉を食らう可能性の高い仕事でもある」


    　一旦、望遠鏡からサリューが目を離した。胡う乱ろんな眼まな差ざしがカーシュに突き刺さる。そんなことでいいのか、と碧あお色いろの瞳が物語っている。こういうところは、オットーとサリューのほうが気が合いそうだ。


    　再び望遠鏡を覗き込んだサリューが、ある方向を指差した。


    「──カーシュ。向こうの海の色が、緑色をしてる」


    「そうなのか？」


    　目視では、確認できない。サリューから手渡された望遠鏡で、示された方向を眺める。ぼんやり見ていれば見過ごしそうだが、水平線の手前は、少女の言うとおり、海の色が極端に緑色に変化している。


    「深い緑色。……ウミセイの生息しているところ？」


    　心なしか、その声こわ音ねには喜色が混じっていた。


    「……みたいだぞ」


    　あの特徴的な緑色は間違いない。


    　カーシュもウミセイの生息地には三度しか遭遇したことがない。一度行ったから二度目もそこに生息地があるとは限らないからだ。ウミセイは長くても一、二か月程度しか一か所には留とどまらず、長旅をする生き物だ。


    　しかし、サリューがせっかく発見したウミセイの生息地は、『屑くず星ほし号』が取るべき針路とは外れた方角にあった。


    



    



    　見張り台まで縄なわ梯ばし子ごをのぼることはできても、おりることに苦戦する者もたまにいる。


    　サリューはというと、のぼった際にコツを掴つかんだのか、帰りは行きよりもはやく甲かん板ぱんへたどり着いてしまった。


    　何故なぜかワッツが燃え上がり、どちらがはやくのぼれるかの勝負をサリューに挑んだ。師匠気取りなので、弟子に負けられないという主張だ。サリューは健闘し、才能を見せつけた。


    　彼女は帆の操作全般を担になう、檣しよう楼ろう員いんに向いている。


    　全員一致で、サリューにも帆の広げ方、たたみ方も教えることになった。怖がることなく、これも難なく覚えてしまった。『屑星号』は縦じゆう帆はんの船で帆も独自の改造を行っており、単純に比較はできないが、この分なら横おう帆はんの大型帆はん船せんでもやっていけそうだ。


    　帆のことはワッツとサリューに任せ、カーシュは舵かじを取っていた。望遠鏡を眺めながら、見張り台から見た緑色に染まる一帯へ入り、舵取りを調整する。もう一度望遠鏡で眺める。


    　だいたい、ウミセイ生息地の中心辺りに船が来るのが望ましい。


    「……こんなもんか？」


    　カーシュは舵から手を離した。すると、オットーがやって来た。今日から難所に入る予定だと、最初は海図と羅ら針しん盤ばんをもって舵取りの補助に回っていたオットーは、半ばからその役割を放ほう棄きし、離れた場所で黙々と縄を編み始めていた。船上生活において、縄は幾いくつあっても困ることはない。


    「ここで明日の朝まで碇てい泊はくというわけか。『船の墓場』とは明後日あさつての方向に針路を取ったかと思えば……」


    　オットーが、後方を振り返り、頭上を見上げた。水を得た魚のように、縄梯子を自在に移動するサリューの姿がある。


    「思い出作りってやつだ」


    「……本当にお前は女子どもに甘いな」


    　視線を戻し、呆あきれとも感嘆ともつかない感想をオットーが漏らした。


    「ウミセイの幸運にあやかって『船の墓場』へ赴おもむけば、沈没の可能性も減るんじゃないかと思ってな」


    「『不沈』の男として知られていた奴が何を言う」


    「……沈んではいるだろ」


    『屑くず星ほし号』の船長になる前、カーシュは幾いく隻せきもの船に乗ったが、中には沈んだ船もある。


    「船が沈んでも、指揮下にある乗員が全員無事生還するという意味での『不沈』だ」


    　カーシュは頭を掻かいた。大層な呼ばれ方をしたものだ、と思う。話ばかりが大きくなっているに過ぎない。『不沈』には、この言葉を口にしたオットー自身も関わっている。


    　なんにせよ、いまの自分には関係のない話だった。


    　そして──夜がやって来た。


    　夕食を取る頃には、すでに船の周囲は黄色い輝きに満たされていた。おあつらえ向きに夜空には雲一つなく、天体と星は海上を照らしている。


    　甲かん板ぱんからでもウミセイの幻想的な美しさは堪たん能のうできたが、堪能しきるには見張り台が最適だ。


    　見張り台へ行く第一の栄誉はサリューに与えられた。ウミセイを見るのは生まれてはじめてだというワッツが二番手となり、三番手はオットーだ。


    　カーシュはのぼらなかった。というのも、カーシュが夜間の見張り当番だったからだ。


    　今夜はウミセイを見るために碇てい泊はくしているが、『屑星号』は安全策を取り、もともと夜は航海しない。見張り台の見張りだけが起きている。軍船の接近に備えるためだ。見張り台には昼間より夜間のほうが誰かがいる時間は多い。


    　夜の海はシンとしている。ウミセイの光は海に咲いた花畑のように広がっていた。望遠鏡で船影がないのを確認し、カーシュは腰の革袋から長めの鎖がついた時計を取り出した。細い鎖をクルクルと左の手首に巻き付け、いつでも見られるようにしておく。旧遺物の設計を再現し作られた時計であり、海水にも強く、正確性に長たけている。もらい物で、航海でも必需品だ。


    　本来は、鎖の先端に専用の留め具がついていて、服につけることができるようになっている。カーシュが譲ゆずり受けた時にはすでに金具が壊れていた。やろうと思えば留め具はいつでも後付けすることができるのだが、カーシュはそのままにしている。たとえ留め具一つであっても、極力、余計な手は加えたくなかったのだ。


    　よって、少々不便ながら、普段は革袋に入れておいて必要があれば取り出し、鎖を手首に巻き付けて使うようにしている。


    　時刻を見ると、夜が明けるまではまだまだ長い。


    「カーシュ」


    　波音に耳を澄ませていると、かすかな声が聞こえた。ウミセイの光で、辺りは充分明るい。


    　帆ほ柱ばしらの下に、サリューの姿があった。


    　上がってこい、と手を振ると、サリューはすぐに縄なわ梯ばし子ごをのぼりだした。今日はじめて縄梯子の昇降を行ったとは思えない身軽さで、見張り台まで到達してしまう。


    「もう立派な『屑くず星ほし号』の船員だな」


    　何気ないカーシュの呟つぶやきに、サリューが零こぼれんばかりに瞳を見開いた。


    「……本当？」


    「お客さんなら、帆柱のてっぺんまでのぼれたりしない。俺だけじゃない。オットーもワッツも否定しないと思うぞ。──それで、四人目の船員のサリューは、またウミセイを見に来たのか？」


    「朝になったら、消えてしまうんでしょう？　もう一度見たくなって」


    「よっぽと気に入ったんだな」


    　良いことだ。


    　サリューは一瞬、不思議そうな顔をした。気に入る、という言葉がピンと来なかったようだ。しかし何度か瞬まばたきすると、頬ほおを紅潮させ、


    「うん」
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    　カーシュに向かって素直にサリューが頷うなずいた。と、首が傾かしげられた。


    「それは……旧遺物？」


    　碧あお色いろの瞳が凝ぎよう視ししているのは、カーシュが手首に巻いた時計だった。


    「目ざといな、サリュー」


    「──お父さまが、そういう時計を、持っていたから」


    　故郷のことを思い出したのが、サリューが目を伏せた。


    「そうか。もっともこれは、旧遺物そのものではないんだけどな」


    「でも……大切なもの？」


    　サリューが顔を上げる。


    「だな。サリューにとっての、腕輪みたいなもんか」


    　小さくカーシュは笑った。


    「……わたしの、腕輪と？」


    「俺の宝物ってことだ。ある人にもらった」


    「……女の人？」


    　カーシュは吹き出した。


    「そんな色っぽい話だったら、それはそれで良かったな」


    　残念ながら、と続ける。


    「くれたのは、養い親だ」


    　口にしてから、誰かに彼のことを話すのは久しぶりだということにカーシュは気づいた。


    　養い親の名前は、キリーク・ドヴァル。アレムの軍人だ。


    「船長室で話したっけか。俺の旧遺物好きの原因にもなった人間でもある」


    「──カーシュの、お父さま？」


    「血は繋つながってないけどな」


    「カーシュのお父さまも、不法船に乗っているの？」


    「いや、長期の航海に出て、それっきりだ」


    　左の手首に巻き付けた時計をカーシュは眺めた。


    「これは、その航海直前に、餞せん別べつで渡された」


    　沈黙が落ちる。静かな波の音だけが響く。ウミセイという幸運の光を目にしているのに、どうも雰囲気が暗くなってしまったようだ。


    「ちなみにだ」


    「…………？」


    「この時計を俺が養い親にもらったことは、誰にもしていない話だったりする。だから、秘密にしてくれると助かる」


    　サリューが懐ふところ──たまに衣服の上から触れている場所だ──を探った。そこから現れたのは、結けつ晶しよう石せきの填はまった、あの腕輪だった。


    「……わたしの腕輪も、お父さまから、託されたものなの。話すのは、カーシュがはじめて。だから」


    　うまく言葉にはできないようだが、何となくカーシュには伝わった。


    「秘密には、秘密か」


    　サリューなりの誠意というべきか。打ち明けることで、こちらへ歩み寄ったのだ。


    　──ウミセイの放つ黄色の輝きが、一際強まった。見張り台まで、その変化が届くほどだ。


    　腕輪を握りしめ、サリューが海上に目を向ける。言葉もなく、見入っている。


    「……ありがとう、カーシュ」


    　依然として光輝くウミセイの黄色い絨じゆう毯たんへと視線を注ぎながら、サリューがつと口を開いた。


    「オットーが教えてくれた。カーシュがわざわざ船の針路を変えたって」


    「あー……。ウミセイを見逃すのは、船乗りとして忸じく怩じたる思いがあるというか……」


    「あのね」


    　サリューの横顔は、ひどく穏やかだった。


    「ん？」


    「少し、海が好きになったよ」


    　傍かたわらのカーシュを振り返った少女は、はっきりと微ほほ笑えんだ。


    



    



    　九日目。『屑くず星ほし号』はウミセイの生息地から針路を戻し、『船の墓場』と言われる魔の海域に突入していた。ここの恐ろしいところは、その海域に入るまでは、比較的航海は穏やかだということだ。海が激しく荒れることもなく、難所があるわけでもない。


    　そうして油断していると、嵐はやってくる。


    　ポツリと、雨の雫しずくが一つ、カーシュの頬ほおに落ちた。海の天候は瞬またたく間に変わる。魔の海域では、それが異様に顕けん著ちよだ。


    　強風が吹く。銅ど鑼らを鳴らし、カーシュは船中に嵐の到来を知らせた。船室で作業をしていたワッツとオットーが飛び出してくる。様変わりしている天候に目を瞠みはった。


    「帆をたため！　ワッツ！」


    「了解！」


    　広げるのは容易にできるようになっているが、『屑星号』の縦じゆう帆はんは、たたむには帆ほ柱ばしらにのぼらなければならない。返事をするや否いなや、ワッツがするすると縄なわ梯ばし子ごにのぼりはじめた。同時に、雨脚がさらに強まる。


    「投とう錨びようだ！　オットー！」


    「言われなくとも！」


    　右う舷げんと左さ舷げんの錨いかりは、常に投げられるように太い錨びよう索さくがついたまま備え付けてある。そこへオットーが向かったとき、『屑星号』を立っていられないほどの揺れが襲おそった。流れ込んだ大量の海水で船尾方向に跳ね飛ばされ、そのまま船外に投げ出されそうになったオットーは、縄を掴つかみ踏みとどまった。


    　甲かん板ぱんと船室を繋つなぐ扉が開いた。扉にすがりながら、足元に流れ込んできた水にサリューが目を瞠った。立ちすくんでいる。


    「サリュー？　船室に戻れ！」


    　しかし、サリューはカーシュの指示に首を振った。甲板へと足を踏み出す。


    「──わたしも！」


    　逆に、訴えてくる。何か、したいのだと。できることがあるはずだと。


    　暴風雨が吹き荒れた。雨に加え、波が甲板に入り込む。それを浴びながらも縄なわ梯ばし子ごにしがみついていたサリューが叫んだ。


    「わたしものぼれる。帆のたたみ方も覚えた！」


    「いまはどこもかしこも滑る！　平時とは──」


    「わたしも、『屑くず星ほし号』の船員でしょう！」


    　そうだ。昨夜、サリューにそう言ったのは、外ほかならぬ自分自身だ。


    　カーシュの逡しゆん巡じゆんは一瞬だった。


    　船はキシキシと音をあげている。帆を広げたままでは、負担が大きい。


    「サリューも帆をたため。任せるぞ！」


    「はい！」


    　その返事を背に、カーシュも己おのれの仕事に戻った。


    　投とう錨びようが最優先だ。船の揺れを利用し、甲板を滑ることで錨いかりのもとへ行く。


    　右う舷げんの錨を海中へとカーシュは投げ入れた。錨びよう索さくが勢いよくうねり、音を立てて滑り出てゆく。もう片方に取りかかろうとしたとき、踏み出しを誤り、やってきた波によって滑る。帆ほ柱ばしらまで押し戻された。


    　しかし、入れ替わるように戻ったオットーが続いて左さ舷げんの錨を投じた。


    　二つの錨が海底で引っ掛かれば、この嵐でも船体は流されることなく安定する。


    　──どうだ。


    　鎖が張った。巨大な波が船首に襲おそいかかる。錨を降ろしたからこその衝撃だ。しかし──船体が引きずられている。左舷は良い。右舷の錨索が、切れた。


    　左舷の錨だけでは力が弱く、船が引きずられている。止まらない。


    　駄目だ、とカーシュは判断を下した。


    「予備錨を出す！」


    　まだ船首には太い縄で大錨がくくりつけられている。オットーが縄を解ほどき、カーシュが錨索を通した。その間も雨と波は容よう赦しやなく体力を奪い、足場を不安定にさせる。


    　二人で大錨を投下する。


    　──今度は！


    　これで止まらなければ、舵かじ取とりでやり過ごすしかないが、船体が流されるのを完全に回避することはできない。いずれは岩がん礁しように衝突する。


    　魔の海域である所以ゆえんだ。嵐が起こりやすく、岩礁が多い。岩礁にぶつかったら最後、船体は真っ二つで、沈む墓の一つとなる。沈む船から脱出したところで、通る救助船など滅多にない。ほぼ皆かい無むだ。沈没時に助かったとしても、身一つで漂流するしかない。なまじ、この海域の海水があたたかいのも、絶望を誘う。寒冷な海よりも、漂流できてしまう時間が長いのだ。


    　海に浸つかりながら、死へと近づくしかない刻ときを、感じ続けることになる。


    　大錨の鎖が、海底に届いた。大きな揺れが『屑くず星ほし号』を襲ったが──成功だった。


    　碇てい泊はくしている。


    「船長！」


    　そのとき、叫び声が、聞こえた。


    「サリューが落ちた！　あいつ、おれに縄を投げようとして、自分が滑って！」


    　頭上をカーシュは見上げた。帆はきちんとたたまれていた。しかし、二本目の帆ほ柱ばしらにはワッツがしがみついているが、どちらの帆柱にも、サリューの姿がない。


    　海──。


    　船ふな縁べりに手をつき、目を凝こらす。荒れくるう海の中、水面に顔を出し、足あ掻がいているサリューを見つけた。まだ近い。


    「馬鹿野郎！　諦あきらめろ！　嵐の中だぞ！」


    　オットーが怒鳴ったのと、カーシュが海へ飛び込んだのは同時だった。サリューへは、距離がある。波が激しく、中々近づけない。


    　──見失った。


    「サリュー！　声をあげろ！　どこだ！」


    　波の音しか聞こえない。叩たたきつけるような雨に打たれながら、水面を睨にらみつける。人の身体からだは沈まない。必ず浮かび上がる。どこだ。どこに──。


    「…………？」


    　不自然な発光をカーシュは目にした。随ずい分ぶん遠い場所にある。


    　しかし、予感のようなものに突き動かされ、光を目指して泳ぎ続ける。衣服が身体にまとわりついて重い。上着とシャツを脱ぎ、カーシュは海中に捨てた。


    　光に近づくにつれ、予感が正しかったと知る。


    　サリューだ。速度をあげる。少女の身体を白い光が包んでいた。


    　まるで、居場所を知らせるかのように。


    　だが、ふっと、光がかき消える。


    　カーシュは意識を失ったサリューの胴体に腕を回し、引き寄せた。


    　海に落ちてなくすことを恐れたのか、サリューは右手に、あの腕輪を強く手に握りしめていた。──結けつ晶しよう石せきが光ったのか？　だが結晶石は青く光る石ではあるが、あんな強い発光現象を起こすとは、見たことも聞いたこともない。


    「泳いでいる間に腕輪……がなくなるのは、不ま味ずいか」


    　これだけは手放さんとサリューが大事にしているものだ。カーシュは腕輪からサリューの指を外した。慎重に。手元がくるいでもしたら、事だ。


    　すぐにサリューの手首に填はめる。これで大丈夫だろう。


    　己おのれの首にサリューの腕を回させ、思ったより遠くに見える『屑くず星ほし号』へ向かって泳ぎはじめる。波にさらわれ、何度か進んでは戻されるのを繰り返しながら、徐々に接近する。ようやく、甲かん板ぱんに立つ人影が見える距離まできた。


    　オットーが甲板から桶おけを使って海に向かって油を流している。海面に広がり、船体の周囲に浸透することで、油は波を鎮める。油の量は少量で構わない。


    　油の膜をかき分ける。ようやく、船にカーシュの手が届いた。


    「こっちです！　船長！」


    　ワッツの手により、縄なわ梯ばし子ごが船ふな縁べりからかけられた。サリューの身体からだの位置をずらし、担かつぎ上げる。その体勢でカーシュは縄梯子をのぼった。


    　濡ぬれた甲板を踏みしめ、サリューを下ろす。体感よりも、海中を漂っていた時間は長かったらしい。嵐はだいぶ弱まっていた。もう荒れる波は甲板に押し寄せてはいない。


    　サリューの首筋に手を置く。脈は弱いがある。


    　腹を圧迫し、海水を吐かせる。ゴホ、ゴホッと何度か海水を吐き、サリューは目を開けた。碧あお色いろが揺れる。


    「……酸すっぱい」


    　開口一番、小さな呟つぶやきが漏れた。聞き違いか、とカーシュは思った。心配そうにサリューの顔を覗のぞき込んでいたワッツも「は？」という顔をしている。


    「──何だって？」


    　念のため、カーシュは聞き返した。サリューが瞬まばたきする。


    「海水って、酸っぱい」


    　何を当然のことを。海水は酸っぱい。しかしこの海水ゆえに、船上生活は可能なのだ。


    　基本中の基本だ。飲んでも身体に害はなく、真水と混ぜれば航海には欠かせない、腐りにくい飲用水となる。渇水時は海水を汲くんでそのまま飲むこともある。そのままではクソ不ま味ずいが、生きるためには仕方がない。飲むものがないよりマシだ。海うみ酒しゆとして愛用される酒も、この酸っぱい海水を、薄める以外に飲む方法を求めた過去の船乗りが開発したものだ。


    「……はは」


    　カーシュはずぶ濡れのサリューの頭髪をくしゃくしゃとかき回した。リエス生まれのリエス育ちでは、海水を直じかに飲む機会はなかったに違いない。


    「……べたべたする」


    　サリューの次なる呟つぶやきが、これだった。


    　海水の味の次に気になったのは、身体からだのべたつきらしい。


    「油のせいだな」


    「……油？」


    　きょとんとしている。油のこともそうだが、何故なぜ自分が甲かん板ぱんでずぶ濡ぬれになっているのか。まだ判然としないようだった。だが、自身の手首に装着された腕輪を見、周囲を見渡す。


    「嵐が来て……わたし……海に落ちて……」


    　サリューが続けようとしていた言葉は喉のどの奥に消えた。かわりに、碧あお色いろの瞳を細め、眩まぶしそうに、空を見つめている。


    　一条の光が差し込んでいた。頭上を覆っていた曇天の中から、天てん陽ようが顔を出し、日差しが『屑くず星ほし号』を照らした。雨はまだ降っているが、直じき、完全に止やむだろう。


    　何を言うでもなく、するでもなく、しばらく全員が甲板に座り込んでいた。


    　一人も欠けることなく、嵐を乗り切ったのだ。


    



    



    　嵐の後は、船の補修に追われる。


    　碇てい泊はくしたまま、まずは船内から水を除去することから開始した。


    　その前に、カーシュが上半身裸であることに気づいた少女らしい悲鳴をサリューがあげ、オットーの後ろに隠れたりという一幕があった。また、カーシュとサリューの両名はまず油まみれの自分をどうにかしなければならなかった。作業に入ったのは着替えてからのことだ。


    　緩んだ索さく具ぐの点検。帆の修繕。サリューも問題なく船内を走り回っていた。嵐の中、海へ落下し、あわやというところで生還したというのに、落下前より元気になっている気すらする。疲れていないはずはないが、気力は満ちている。サリューは補修作業の間中、そんな表情を浮かべていた。


    　軽度の損害はあるが、結果的には大きな損失と言えるのは、右う舷げんの錨いかりだけだった。これは、予備錨で代用しておけば当分は問題ない。また嵐が来たら、その時は現在の装備でやれるだけのことをする。航海は、その繰り返しだ。


    　──海風を浴び、三角帆がはためいている。


    　いい風が吹いている。


    　風に乗り、再び航海が始まった。日が沈むまで、カーシュは海図通りに粛しゆく々しゆくと『屑星号』を進めた。目的地は、目と鼻の先まで迫っている。速度より、慎重さが重要になってくる。


    



    　そして、嵐に遭遇してから一夜明けた、十日目。


    『屑くず星ほし号』はついに海図に記された地点に到着した。海面は紺こん碧ぺきに輝き、波は穏やかだ。


    　一見すると、とても『船の墓場』とは思えない。


    　カーシュたちは船尾甲かん板ぱんに集まっていた。


    　総出で現在位置を計測し、海図と念入りに見比べる。


    「ここで、間違いないんだよなあ……」


    　カーシュは顎あごに手をあて唸うなっていた。


    　サリューがもたらした海図は、恐ろしく正確だった。


    　古いためか、多少の齟そ齬ごはあったが、下へ手たな海図を使うよりも安心できるほどに。


    　だからこそ、解せない。


    　望遠鏡を手に、周囲を百八十度覗のぞく。


    　──水平線が、見えるばかりだ。


    　つまり、赤い印の場所に到着したが、何も、ない。もし碇てい泊はく位置とズレがあったとしても、望遠鏡で覗ける範囲内程度の誤差であるはずだとの自負もある。


    　しかし、何度確認しても、何もないのだ。どうしたものか。


    　一番動揺しているのは、サリューだ。愕がく然ぜんとした表情で立ち尽くしている。


    「──引き上げるものが沈んでいるとか、そういうことではないのか？」


    　見かねたオットーが声を発した。


    「わからない」


    　海へ落ちた日から、懐ふところに隠さず、填はめるようになった腕輪に視線を落とし、途方にくれたように、サリューはかぶりを振った。


    「ここに来れば、何かあるって……。ずっと、そう、思って。こんな」


    　時間ばかりが経過する。全員で船の周辺をくまなく見渡す。こうなると、潜水するしかないのではないかとカーシュが考えはじめていたとき、


    「おい。見てみろ」


    　オットーがそれを発見した。船首から見て真まっ直すぐ進行方向に、岩の先端が海面から突きだしている。碇泊してすぐの時点では、見られなかったものだ。


    「潮の満ち引きのせいか……」


    　岩がん礁しよう地帯だ。


    　満ち潮時にはすべて海水の中。引き潮時には──？


    「──待ってみるか」


    　何が出るか、お楽しみだ。


    



    　天てん陽ようが沈み、空が暗闇に閉ざされる頃、それは現れた。

  


  
    



    第三章　発見


    



    「見てください船長！」


    　興奮を隠さずにワッツが声を張り上げた。


    　海図に標しるされていた赤い印の地点には、ぱっくりと口を開けた横穴が出現していた。


    　潮が完全に引いて、露あらわになったのは、巨大な洞どう窟くつの入り口だった。


    　ただたどり着いただけでは、目的地を発見できないからくりだ。満ち潮時に訪れた場合、素通りしてしまう。かといって、仮に洞窟の出現時に時機よく行き合っても、穴の奥へ赴おもむこうとする者がいたかどうか。


    　船ふな縁べりに手をつき、身を乗り出すようにして入り口を凝ぎよう視ししていたサリューが瞳に期待を宿し、カーシュを振り返る。その肩には、嵐の日こそ姿を見せなかったが、『屑くず星ほし号』をおそらく仮巣のように考えているのだろう、ユール鳥が止まっていた。この十日で完全にサリューを餌えさ係として認識し、懐なついている。


    「突撃しましょう！　船長、錨いかりをあげ──！」


    　命令を待たずに、錨の巻き上げに入ろうとしたワッツをオットーが抑えた。


    「内部の広さも長さも不明なんだぞ。『屑星号』で突っ込めるか。風向きも考えろ」


    「じゃあ……泳ぎですか？」


    　泳ぐにしても、洞窟内は暗い。明かりが必要だ。持って泳ぐのか？


    　となると、やはり船か。船──。


    　カーシュの脳裏に、サリューと共に船長室で名ばかりの整理をし、放り込んだ旧遺物のことが浮かんだ。


    「よし。あれを使おう」


    　ポン、とカーシュは手を打った。


    「あれ？」


    　オットーが怪け訝げんな顔をしたのを尻しり目めに、船長室へ走る。目当ては、結けつ晶しよう石せきがあれば冷蔵の機能を持つようになるはずの箱──その中に仕舞った、橙だいだい色いろの布の塊だ。


    　自分と、理解者であるとカーシュが思っているサリュー以外には、ガラクタ呼ばわりされることの多い旧遺物を持って甲かん板ぱんに戻る。カーシュは橙色の大きな布を自慢げに広げてみせた。


    「何だ、それは」


    　口を開いたのはオットーだったが、サリューもワッツも、カーシュが携たずさえて戻った布が何なのか、判然としないようだった。


    　一人だけ、その答えを知るカーシュは口角を上げた。


    「──短たん艇ていだ」


    　この旧遺物は、特殊な質の布でできている。以前行き合った不法船から、食糧と引き換えにタダ同然で手にしたものだ。布の素材に特徴があり、水に沈まず、どころか弾はじき、浮く。


    　そして注入口に空気を入れることで膨ふくらむ。取引をした不法船は、引き裂き帆なり何なり、布としての用途を想定して交換を持ちかけてきた。カーシュからすれば、裂くなどとんでもなかった。


    　完全に膨らませれば、短たん艇ていとなるのだ。


    　そうするまでに時間を要するのが玉に瑕きずだが。


    　布は無事膨らみ、短艇となった。


    「これに関しては、ガラクタというのは撤回しよう。しかし、二人乗りだな……」


    　腕を組んだオットーが眉まゆを顰ひそめる。ただの布は変へん貌ぼうをとげ、短艇として完成したが、問題が発覚した。四人全員で洞どう窟くつ探検に乗り出すには、大きさが足りなかったのだ。


    　では、誰が乗り込むか。


    「サリュー。自分で行くか？　それとも報告を待つか？」


    　ここに来たがったのは、サリューだ。依頼を受けてこそ、カーシュは『船の墓場』へ訪れた。


    　カーシュが依頼主である当人へ問いかけると、


    「行きたい」


    　即答が返ってきた。ならば、決まりだ。


    「オットーとワッツは留守番を頼む」


    　軽く、弾力のある短艇を、括くくり付けた縄を用い『屑くず星ほし号』から海面におろす。


    　船首に降り立ち、翼を一振りしたユール鳥が小首を傾かしげた。その様は短艇に乗り込むカーシュたちを観察しているかのようだった。


    「収穫があることを祈っているぞ。無事帰れ」


    「いってらっしゃい、船長、サリュー！」


    　留守番組に見送られ、カーシュは櫂かいを漕ぎ出した。サリューが角灯を持ち、橙だいだい色いろの明かりで道行きを照らす。短艇は吸い込まれるかのように、洞窟内へ入った。


    　内部は広く、どこまで続くのか知れない。高さもあった。千セーリアの大型帆はん船せんも侵入できるだろう。冷たい風が吹いている。ただひたすら、先へ先へと短艇を走らせる。進むほどに、水位が低くなり──ついには歩けるほどになった。海水がなくては、短艇では進めない。


    　今度は足を岩床につけての移動だ。


    　短艇に乗っていたときとは異なり、角灯の持ち手がサリューからカーシュへ変わった。先導するためだ。しかし、どうも妙な感じがして、歩くこと数十歩ほどでカーシュは立ち止まった。その場で何度か足踏みをする。ついでに飛び跳ねた。


    「……何をしてるの？」


    　一人、不思議そうにしているのはサリューだ。カーシュに近寄り、尋ねてきた。


    「いや……陸も、こんな感じなのかと思うと、な」


    　歩行を再開する。考えてみれば、この洞どう窟くつの岩肌こそ、ある意味、自分が踏んだ初の大地となるのかもしれない。感動というよりは、妙な感じだ。


    「カーシュは、リエスに来たことはないの？」


    「ないなあ」


    「……住みたいとは、思わないの？」


    「リエスに住むと、船が持てないからなあ……」


    　リエスは、国家としては船舶を一切保有していない。個人での所有も禁止されている。よってリエス人が海に出ようとすれば、各船団の船に乗せてもらう形でしか実現しない。『居住券』により外部から移住する場合も、船持ちは船を手放すことが条件に入る。リエスに住むということは、海を捨てるに等しい。


    「それなら──この洞窟の石の床が、カーシュの最初で最後の陸？」


    「……どうかな。望みはあると俺は思ってる」


    「望み？　リエスに住む気はないけど、行くかもしれないから？」


    　カーシュはにやっと笑った。


    「あそこだけが陸地だと決まったわけじゃない」


    　唯ゆい一いつの地。聖地リエス。あくまでも、現在確認されている陸地が、リエスなだけだ。


    「この海の果てがどこにあるかも、謎のままだ。探せば、新天地の一つや二つ見つかるかもしれない。そこで大地を踏みしめる」


    　あのとき、とサリューが呟つぶやいた。


    「──カーシュが、船が欲しいって言ったのは」


    「その通り。新たな陸地を求めるためだ」


    　世界を巡り、海底を探索して各地の旧遺物を見つけるのも計画のうちに入っている。ただし、いかんせん、『屑くず星ほし号』だと、補給なしの長期航海すら困難だ。以前挑戦したが、四十五日が限度だった。夢はあれど、それをはじめるにはまだまだ準備が足りない。


    「俺の、そして養い親から受け継いだ夢でもある」


    「……カーシュのお父さまは、新天地を探して航海に出たのね」


    　噛かみしめるかのようにサリューは言ったが、


    「案外、未踏の海域で生きているってこともあるかもな？」


    　笑ってカーシュはそう返した。


    　すでに養い親であるキリークは、死んだものとされているが。


    「ただし、この夢を叶かなえるには世せ知ち辛がらい現実が多いという難点がある。……気長に考えるさ」


    　そう締めくくり、サリューを見ると、角灯に照らされた少女の表情は暗く沈んでいた。


    「サリュー？」


    　呼びかける。弾はじかれたようにサリューは顔をあげた。


    「その……」


    　何かを言いかけ、腕輪の上に右手を重ねる。


    「……何でもないの」


    　足場は決して良いとは言えないが、緩やかな傾斜が続く。


    　開けた場所に出る。その入り口で、カーシュたちは足を止めた。


    　洞どう窟くつの奥に待っていたのは、円形状の広大な空間だ。二千セーリア……いや、五千セーリアの帆はん船せんが数すう隻せきは碇てい泊はくできる。浅く水の張った海底湖。カーシュたちの立つ位置から水面まではかなりの高低差がある。満ち潮時には、海水が流れ込み、湖の水位ももっとあがるのだろう。


    　この空間だけが、明るい。周囲を覆う岩石の質が違うようだった。


    　角灯を高く掲げる。


    　橙だいだい色いろの明かりにより、それの存在が、いっそう浮き彫りになる。


    　決して、大きくはない。しかし、自然の物質だけで構成されている洞窟内で、明らかに、それだけが人工物だった。


    　静かな興奮がカーシュを包んだ。


    「…………」


    　沈黙して、その光景に見入る。


    　水の引いた海底湖には、一隻の船が取り残されていた。


    　それも、帆柱のない船だ。


    　外観だけで、トリク海に現存するあらゆる船とは一線を画すものだということが伝わってくる。しかも、原型を完全に留めているように見える。


    　じわじわと興奮が高まる。身体からだが震えた。一刻も早く、間近でこの発見を確かめたい。海底底に飛び込みかけたカーシュは、実行に移す前に、何とか我に返った。


    



    



    　心を落ち着かせ、途中に置いてきた短たん艇ていを取りに引き返し、海底湖まで戻る。積んであった縄と短艇を結び、カーシュは湖に落とした。短艇は半ばで宙に浮いてしまったので、届くまで縄を継ぎ足した。一方の縄の先端は適当な岩肌に括くくり付ける。


    　角灯を腰に下げ、縄をつたい、水面に浮かぶ短艇へおりるつもりだった。


    　しっかりとした地面を歩いたのもはじめてなら、こんな風に岩壁を下りた経験もないが、何事も挑戦だ。しかし、あの船の元へ向かわんと夢中になっていたカーシュは、ここではたと気づいた。


    　自分が挑戦するのは良いとして、さすがにサリューには酷こくではないか？


    「サリューは、ここで待って──」


    　こちらを見返してきたその表情に、続けようとしていた言葉を変える。


    「いや、気をつけておりるぞ」


    　カーシュがおり始めると、サリューも一歩一歩確かめるようにして伝いおりてきた。


    　船は海底湖の中央に佇たたずんでいた。


    　短たん艇ていと結んでいた縄を一旦ほどき、手を櫂かいがわりにして船に近づく。


    　──白い船体だ。


    　やはり、帆ほ柱ばしらはない。折れたのではない。構造上、有していないのだ。


    　規模は中型といったところか。三百セーリアはある。上から見下ろしていたときよりも、大きく見えた。


    　船体に手をつく。冷たい、金属の感触。──鉄船。もしそうなら、帆柱のことにくわえ、この船は、異端だ。材料として木材が最も調達しやすいため、木造帆はん船せんがトリク海では主流となっている。この数百年の間に木の品種改良が行われ、海水に適応した種も生まれた。陸地であるリエスはもちろん、各船団では林業を営む専用船もある。


    　もう一度、船体を構成する金属に手のひらを置く。


    　カーシュは考え込んだ。


    　鉄船とも、また少し違うように思える。探究心をそそられる。


    　──あるいは、未知の金属か？


    　短艇を固定し、投下されていた錨いかりの錨びよう索さくを綱つな代わりにして、船へとよじ登る。


    「気をつけろ」


    「大丈夫」


    　先に着いたカーシュは、サリューに手を差し伸べた。身体からだを引き上げる。


    　二人で上じよう甲かん板ぱんに降り立つ。


    「この船が……」


    　すぐ横から聞こえた掠かすれた呟つぶやきに、カーシュは頷うなずいた。


    「海図が教えたかったもの、だろうな」


    　嬉き々きとして捜索を開始する。


    　船をくまなく見て回った結果──と言っても、行けたのは上甲板内だけだったが──収穫は幾いくつかあった。


    　短期間であっても、放置されていれば船は急速に廃すたれるにもかかわらず、この船は、上甲板を見た限りでは、まったく風化していないということ。


    　各船団が有する最新鋭の船に勝るとも劣らないこと。


    　それから──見たことのない構造をしていること、だ。


    　船体内部へと繋つながる扉は、全部で三つ。しかし、どれも開けようとしてもビクともしなかった。体当たりをしてみたが、一回でこりた。破壊しようにも、扉も金属製だ。身に着けている、帆ほ布ぬので作った巻き式の道具袋を取りだしかけ、結局カーシュは断念した。鍵かぎ穴あなすらないのでは、手持ちの道具を駆使したところでどうにもなりそうにない。


    　扉は、上部中央部分で赤い光が点灯していた。三つすべてがそうだ。触っても熱くはない。


    　船そのものが、エルを内包した旧遺物──もしくは相当する技術で作られたものなのではないか？　そして光を放っているということは、いまだこの船が生きているという証あかしだ。


    　仕掛けや装置を解けば開く仕組みかと思ったが、そういったものは見当たらない。


    　しかし、方法を見つけられないだけで、開けられるはずだった。


    　──サリューは素す性じようを隠している。あの海図はサリューが父親に託されたものだ。旧遺物に関係している腕輪も。


    　だとすれば、鍵はサリュー自身か？　腕輪か？


    　仮に、少女が鍵だとして、何をすればいいのか。


    　この発見を前に、すごすごと引き下がることなどあり得ない。


    　手始めに、最も単純な方法をカーシュは試みることにした。


    「サリュー。扉に触ってみてくれ」


    「え……？」


    「頼む」


    「わ、わかった」


    　恐る恐るサリューが扉の前に立った。その指先が、扉に触れた途端。


    　腕輪の結けつ晶しよう石せき。その横にある正方形の窪くぼみが光った。呼応するかのように、扉で点灯していた光の色が、赤から青へと変化した。カチリ、という音が響き渡る。


    「あ、開いた……？」


    　変化は他にもあった。海底湖の明確な光源といえば、『屑くず星ほし号』から持参した角灯と、三つの扉の赤い光のみだった。それがいまや、エルを用いた技術特有の、人工的な明かりが船全体を包んでいる。甲かん板ぱんに設置されていた照明器具によるものだ。


    　旧遺物の技術──しかし、現代からすれば、最新鋭の。


    　カーシュははやる気持ちを抑えられなかった。


    「お待ちかねの船内探検と行くか」


    



    



    　船内の照明も、機能していた。白い光が眩まぶしいほどだ。人の気配はない。最後に人が去った瞬間から時を止めたかのように、船内は清潔さを保っていた。埃ほこりや蜘蛛くもの巣といった、あってしかるべきものが存在しないのだ。物珍しげにサリューが何度も顔の向きを変える。


    　上じよう甲かん板ぱんにあった三つ以外の扉も、青い光が点灯している。


    　カーシュが目当てとする部屋は、船尾の下にあった。


    　──操そう舵だ室しつだ。


    　舵だ輪りんの他に、普通の帆はん船せんにはない計器類が並んでいる。


    「やっぱり、結けつ晶しよう石せきを使った動力船か……」


    　水没以前は、船は鉄船が主流だったと言われている。動力は当然エルだ。帆もない。そのため、水没以後、鉄船は航海のできない船となり、解体され、使える部品はあますことなく再利用された。結晶石が発見される前のことだ。それらの中でかろうじて原形を留とどめていた一いつ隻せきをアレムは所有し、保管している。


    　そして、これの構造をもとに、アレムは旧遺物時代には及ばないまでも、帆ほ柱ばしらも取り入れた、結晶石を動力とした船を作り上げた。アレムを筆頭に、ファシェンやザレグも動力船に力を入れている。ただし、現在航海中の動力船はアレムを手本にし、すべて帆船でもある。主となるのは風の力を受けた帆で、補助として結晶石の動力も用いられるにすぎない。


    　海底湖に眠っていたこの船は、それを無視していた。


    　結晶石による動力こそが、すべてという設計だ。


    　操舵室の計器類も、結晶石を用いた船ならではのもの。


    　かつ、アレムの動力船と比較しても、この船は洗練されすぎていた。技術が段違いだ。より、旧遺物時代に近いように思える。あの時代の船をそのまま送り込んできた。そんな風に考えてもしっくりくるほどだ。


    　──一体、どこの誰が作った？


    　思考は、間近から投げかけられた問いによって中断された。


    「この船は、どうやったら、動かせる？」


    「動かしたいのか？」


    「あの海図と──」


    　サリューが手首の腕輪に触れた。


    「この腕輪は、わたしのお父さまが、わたしに託してくれたもの」


    　必死に言葉を紡つむいでいる。


    「何故なぜこの船なのかは、まだわからないけど……こんなところに置き去りにはしたくない。動かせるなら、動かしたい」


    　同感だった。こんないい船を腐らせておくのはもったいない。カーシュも、動かせるものなら動かしたい。動く姿を見てみたい。


    　帆船は風が吹けば動く。動力船──しかも洞どう窟くつに眠っていた特別製となると。


    「──まずは、寝ている船を起こしてやらないとな」


    　計器の中、目立つ半円状の突起が、赤い光を放っている。


    　扉の場合は、サリューが触るだけで変化があった。


    　まずはカーシュが触ってみる。


    『認証ガ行エマセン。不適格デス』


    　無機質な音声が、どこからともなく響いた。もちちん、カーシュとサリュー以外に、人の気配はない。


    「……船が、喋しやべった？」


    　サリューは目を丸くしている。比べ、カーシュは耐性があった。それより、認証、という言葉が厄やつ介かいだった。


    「旧遺物なら、何でもありだ。基本の技術が桁けた違ちがいだからな……。俺じゃあ駄目か」


    　脇に避よけたカーシュにかわり、意図を察したサリューが突起に触れた。


    『認証ヲ確認シマシタ。本船ハ仮停止中デス』


    　だが、扉の時のようにはいかない。


    「──サリュー。試したいことがある」


    「試したいこと？」


    「俺に、その腕輪を少しの間だけ、貸してくれないか」


    「…………」


    　激しい拒絶は見られない。碧あお色いろの瞳が、透き通った光を宿してカーシュを見上げる。逸そらさず、カーシュも見返した。空気が動いた。サリューが腕輪を外し、手渡したのだ。


    「ありがとう」


    「……わたしは、『屑くず星ほし号』の、船員だから」


    　でも、それをどうするのか？　そんな疑問がサリューの顔に浮かぶ。


    「まずはだな。こうしてみる」


    　手を伸ばし、腕輪を持ったカーシュが、突起に触れた。


    『認証ガ行エマセン。不適格デス』


    　念のため、腕輪を装着して試してみる。声が発する内容は、変わり映えしなかった。


    「サリュー。もう一度、これに手を置いてくれ」


    　腕輪なしで、突起にサリューが触れる。


    『認証ガ行エマセン。不適格デス』


    　これで条件がわかった。この船を動かすのに必要なのは、サリューか腕輪か、どちらか一つではない。両方揃そろっていなければならない。しかし、認証が行われていても、船は停止中のまま。鍵かぎは鍵でも、船に命令を出す役割を担になう装置が腕輪なのではないか。


    　……壊れているのではないはずだ。扉が開いたとき、腕輪にも反応が見られた。船側で認識はされている。


    　カーシュは借り受けた腕輪を眺めた。


    　青い結けつ晶しよう石せきが填はめ込まれている。これが大気中に漂っていたエルの代わりだ。エルが自然に固形化し、定着したもの。


    　結けつ晶しよう石せきが腕輪をただの装飾品以上のものにしている。


    　水没以前の時代には、道具を用いることによって大気中のエルを集めることのできる、変換器があった。腕輪型のそれをカーシュはいじったことがある。変換器の場合は、エルを集めるか、集めないか、どの程度の量を蓄えるかを、腕輪の該当部分を回したり押したりすることで調整する機能がついていた。


    　だとすれば、この腕輪はもっと多くのことができるはずだ。


    　少なくとも、停止か起動かは選べて当然だ。


    　腕輪の金属部分を回転させる。回ったこと自体に、サリューが目を見開いた。結晶石の横の窪くぼみに光が灯ともる。無色だったのが、碧あお色いろへと転じた。回す方向と長さによって、最大七種類の色にまで変化する。


    　次は、この色が、どういった意味を持つかだ。船にも影響を及ぼすものなのか。


    　腕輪を返し、窪みの色を変えては、サリューに装置に触れてもらう。それを繰り返した。やはり、色には意味があり、船と連動していた。色ごとに、腕輪から船へ根幹的な命令を出すことができる機能が備わっている。船がまったく風化していない理由もわかった。エルを用いて、船体全体を保全し続けていたからだ。燃料である結晶石を、この船は文字通りあらゆる面で活用している。最後にカーシュが変えた色──七番目の色に選んだ緑色で、求めていた言葉をようやく声が発した。


    『認証ヲ確認シマシタ。本船ヲ起動シマス』


    　赤かった装置の色もまた、緑色へと変わった。


    　無音だった操そう舵だ室しつに、何かが稼働するような音が響き渡る。


    「これで……」


    　期待に満ちた様子で、サリューが唾つばを呑み込む。が、対照的に、深いため息をカーシュは吐ついた。


    「いや……残念ながら、だな。こりゃ」


    　起動装置以外、先ほどまで何の反応も示していなかった計器類も、現在の船体状況を示している。確実にわかることが一つ。燃料表示だけが、異様に低い。枯渇状態だった。


    　この状態だと、船体の保全もいつまでもっていたか、怪しい。


    「──結晶石を動力炉にいれないと、航行は不可能だ」


    　実に惜しい。これの融ゆう通ずうばかりは、カーシュにもどうにもならない。


    　しかし、だ。


    「動くことがわかっただけでも価値はある。すごいことだぞ」


    　完全な動力船。ここまで完璧なのはトリク海をくまなく探しても、この一いつ隻せきだと断言できる。


    　だが、疑問も残る。


    　何故なぜ、これほどの船が洞どう窟くつに隠されていたのか。


    　──この船は、何なのか？


    



    



    　情報が最も集約されている場所があるとすれば、船長室だ。カーシュの船長室とは違い、整せい頓とんされているそこもまた、つい昨日にでも船長が去ったばかりのような空間を維持していた。


    「さっそく、船の名前が判明したな。『レクキール号』だ」


    　壁に、『レクキール号』と彫られた板が飾られている。『屑くず星ほし号』にはないが、自船の名を記し、船長室に飾っておくことはままある。カーシュが読めるということは、この船でかつて航行していた者たちの言語も、トリク海で使用されているものと同じ。


    　ただし、これほどの船だというのに、『レクキール号』なる船名に、聞き覚えはなかった。──少なくともカーシュは。


    「……レクキール」


    　飾られた船名をサリューが瞬まばたきもせずに見つめていた。


    「もしかして、この船は、『来訪者』の？」


    　自問するかのように、呟つぶやいた。


    「『来訪者』？」


    　サリューが頷うなずいてみせた。


    「この船は、『来訪者』のものなのかもしれない」


    『来訪者』。『レクキール号』という船名同様、カーシュの知識の中には、存在しない単語だ。


    「お父さまが、昔、話してくれた」


    　──訥とつ々とつと、サリューが語りはじめた。


    　三百年ほどまえのトリク海で、他の陸地からやってきたという人間が、漂流中の小舟から救出されたことがある。乗っていたのは壮年の男一人だった。男の途方もない話を、救助した船の船員たちはみな笑い飛ばしたが、小舟が金属で作られていることや、そこに積まれていた品々をみると、嘘うそとも思えなくなってきた。


    　男の所持品は、どれも旧遺物を──トリク海よりも発展した世界を思わせるものだった。


    　ただのほら吹きではないのかもしれない。


    　こうして、救助した船によって、男は聖地リエスを訪問することになる。


    「この人が、『来訪者』と呼ばれているの」


    　当時の聖王に謁見した『来訪者』は、ここでもトリク海と異なる海域から来たと主張した。


    　聖王は問う。何故なぜ、あなたのような人物が漂流していたのかと。


    「『来訪者』はこう答えたの。私は結けつ晶しよう石せきを動力とする船に乗ってきた。しかし故障により、結晶石が流失してしまった。修理はできたが、結晶石が不足し、航海ができなくなった」


    　──そのため、『来訪者』はトリク海のある場所へ自船を隠してきた。その船には、『来訪者』が自身のいた陸地から辿たどった経緯を記録した詳細な海図があるという。


    　そこまで聞いたカーシュは、船長室を見渡した。


    　操そう舵だ室しつには海図は見当たらなかった。船長室の机には、真っ白な質の良い紙が広げられたままだったが、何も描かれてはいない。


    「『来訪者』はどうなった？」


    「聖王に、結けつ晶しよう石せきを融ゆう通ずうされて、国に帰ることになったって……。アレムが大々的に協力して、同行して──『来訪者』が『レクキール号』に戻ったら、海図の複製を一部のアレム船に渡すはずだった。残りのアレム船は、『来訪者』と、トリク海を越えた場所へ……でも」


    　語尾は途切れてしまった。


    「その後の行方は知れずってやつか」


    「……アレム船自体、一いつ隻せきも帰って来なかった」


    　この、一隻として帰らなかったアレム船については、カーシュも心当たりがあった。


    　アレムの悲劇。そしてアレムの船団国家としての大きな転換期と言われる出来事だ。新天地を探してリエスを出港した船の集まり。それが船団国家の元祖だ。


    　三百年前、アレムは大々的な新天地捜索の旅に、未み曾ぞ有うの規模とも言える船を送り出した。だが、失敗に終わった。失敗の上に大をつけてもいい。新たな航海に出た全船が音信不通。喪うしなわれた。以後、アレムは船団国家としての力を蓄えることに専念するようになる。陸地はリエスのみ。アレムにおいて、新天地を探す意志は、三船団の中では最も低い。


    　この失敗を得てこそ、だ。


    　数年前、アレム軍の幹部だったカーシュの養い親──キリーク・ドヴァルが新天地を目指す長期航海に出、何の連絡もないまま時だけが過ぎた現在では、さらに低下している。アレムでそんなことを言い出す者がいれば、一笑に付されて終わるだろう。


    　だが、何故なぜアレムが、当時、無謀ともいえる規模の大船団を突とつ如じよ新天地捜索へ向けたのか。一般に伝え聞くアレムの悲劇に、『来訪者』は登場しない。しかしその裏に、『来訪者』という根拠があったからだとすれば頷うなずける。時期も一致している。


    「だから……『来訪者』のことは歴史から葬られることになってしまったって、お父さまが。その、『来訪者』が隠した船の名前が『レクキール号』」


    『レクキール号』。異なる海域からやってきた人間──『来訪者』の船。


    　まるでおとぎ話だが、船に備わった技術といい、船名といい、カーシュたちが乗船する船は、まさにそのものだ。


    　船長不在のまま洞どう窟くつに眠り続けていたとすれば、『来訪者』は『レクキール号』には帰れなかった、ということになる。『船の墓場』に沈んだか、別の何かが起こったか。


    「──お父さまは、『来訪者』は、自分に万一のことがあったときのために、聖王に贈り物を残していったとも。……それが何なのか、教えてはくれなかったけど」


    　贈り物。それこそ、洞どう窟くつの場所を赤い印で示した地図と、サリューがいま身に着けている、『レクキール号』を動かす鍵かぎとなる腕輪なのではないか。


    「あー……。ちょっと確認なんだが、『来訪者』の話は、巷ちまたには知れ渡ってない、よな？」


    　何故なぜサリューは知っているのか。


    「……わたしの、家族だけに伝わる話、よ」


    　答えたサリューの面おもてに、怯おびえが走った。そこにあるのは素す性じようを探られることへの、恐怖だ。


    　ここまでくれば、カーシュにも想像はついた。


    　リエス出身。高価な結けつ晶しよう石せきを、その価値も知らないまま使用できる環境。サリューが父親に聞いた、家族のみが知る『来訪者』の話。その父親に託された海図と腕輪。


    「ちゃんと……。ぜんぶちゃんと話すから。もう少し、待ってくれる？　オットーやワッツにも、話さなくちゃいけないと、思うから」


    「よし、わかった。面倒臭そうな話は後だ」


    　カーシュの返答を聞いた瞬間、サリューは無防備な表情を晒さらした。くしゃりと顔が歪ゆがむ。


    「……うん」


    　洟はなを啜すすり、こちらに背を向けて目元を拭ぬぐいだしたサリューが落ち着くのを待つ。


    　手持ち無ぶ沙さ汰ただったカーシュは船長机を探ることにした。海図か、航海日誌があれば、『来訪者』が辿たどってきた道筋が判明する。机には真っ白い紙しかない。引き出しを開ける。用途不明の旧遺物が幾いくつか出てきた。一つは羅ら針しん盤ばんだった。別の、黒い小型の筒を手に取る。──先端にある弾力のあるへこみを押すと、反対側から鮮明な明かりが出た。携帯できる照明道具のようだ。へこみをもう一度押すと明かりは消えた。


    「……角灯よりいいな、これ」


    　気に入った。『屑くず星ほし号』への帰り道は、ぜひともこの変わった筒に頼るとしよう。


    　密ひそかに決めていると、


    「カーシュ！」


    　サリューから小さな悲鳴があがった。その手にあるのは、机に広げられていた、ただの真っ白い紙だったはずのもの、だ。いまやそこには、細かな文字や図が浮かび上がっていた。


    　だが、サリューの手から離れると、また無地へと戻った。もちろん、カーシュが触っても真っ白なままだ。海草から作られるざらついたトリク海の紙とは手触りが違う。書きものとしてオットーあたりが喜びそうな品だった。


    「船の起動と同じ仕組みだな。特定の──サリューが触ると反応する」


    　紙の片側をサリューが持った。


    　途端、鮮やかに浮き出たのは、海図だった。リエスはない。別の陸を基準として描かれた、全体の航海図だった。


    『来訪者』がやって来た陸の名前は、パルメダ。


    　これを逆に辿たどって行くことができれば──新天地への到達も絵空事ではない。現実味を帯びる。海図は、『来訪者』がかなり長期間の旅をしてきたことを物語っていた。数年単位の航海だ。それこそ、旧遺物の技術を受け継ぐ『レクキール号』だからこそ可能だったのだろう。


    　だが、トリク海へ到達したのはたった一いつ隻せき。そもそも『来訪者』は一人だけで航海をしていたのか。半ばで一人となったのか。疑問は尽きない。


    　なんにせよ、実在すら不明だった、新たな陸地の手がかりが、ここにあった。


    「──パルメダ」


    　心に刻むかのように、サリューがその言葉を口にした。


    「お父さまが、本当にわたしに行かせたかった場所は、パルメダ？」


    



    



    　洞どう窟くつ内ないから、碇てい泊はくする『屑くず星ほし号』を目にしたとき、洞窟へと向かう際にはなかった違いに、カーシュは櫂かいを漕ぐ手を止めた。『レクキール号』から持ち帰った筒を使い、角灯とは比べものにならない光で先を照らしていたサリューを制する。


    　違い──『屑星号』の近くに、軍船が停泊していた。全部で五隻せき。砲列甲かん板ぱんを持つ千セーリアを超える大型帆はん船せんが一いつ隻せき。四隻は小型帆船だ。いずれも百セーリアほどか。


    　包囲だ。


    　五隻に囲まれる中、最も近くで『屑星号』に対しているのが、大型帆船。


    　濃い紺こん色いろの帆に、盾たての描かれた黒い旗印。夜間なのにもかかわらず、アレムの軍船はどれもふんだんに角灯を灯ともしていた。望遠鏡がなくとも、はっきりとわかる。対し、『屑星号』の明かりは必要最低限で、ひどく弱々しい。強弱関係をそのまま表わしているかのようだ。


    　アレムの軍船の布陣は、どう見ても『屑星号』に対して友好的ではない。それでいて、不法船である『屑星号』を沈めてもいない。


    　大型帆船の船首には、信号旗が掲げられていた。これを使って船同士で会話を行える。


    　アレムの軍船から『屑星号』への要求は、たった一つ。


    　カーシュの顔に険しさが宿った。


    『レクキール号』に引き返してサリューだけをあの船に置いてくるか。アレムも、いないとわかれば、諦あきらめるか？


    　──どうする？


    　自問する。


    　サリューが、カーシュの服の袖を掴つかんだ。


    「あれは……アレムの、軍船でしょう。アレムは、何て言っているの？　ワッツから教わった。旗で信号を送り合うって」


    「…………」


    「カーシュ。正直に答えて」


    「──『少女を渡せ』」


    　大型帆はん船せんの船首に掲げられていた信号旗が、入れ替えられた。


    「……今度は？」


    　震える声で、問いが紡つむがれた。


    「──『渡さなければ、撃沈する』」


    『屑くず星ほし号』は、何も答えを返していない。大型帆船から、威い嚇かくのためだろう、砲弾が見当外れの場所へ発射された。水柱が立つ。海中へ沈んだ砲弾の衝撃で、『屑星号』が揺れる。それは、短たん艇ていにも伝わってきた。


    　サリューが櫂かいを握った。


    「サリュー！」


    「行かなきゃ。……あの軍船は、わたしを迎えに来てくれたの。だから、わたしが話して誤解をとく。わたしが出ないと、アレムは納得しない。お願い。わたしが、望むの」


    「──わかった」


    　言葉を吐き出し、カーシュはサリューの手を、櫂から離させた。短艇を漕いで、『屑星号』へ近づく。アレムの軍船に目立った動きはない。しかし、『屑星号』を監視しているのだ。そこへ戻らんとしているカーシュたちの姿は発見されていることだろう。


    　短艇を『屑星号』に寄せると、縄なわ梯ばし子ごが上から投げ入れられた。


    　サリューを連れ帰還した自船の甲かん板ぱんには、重苦しい空気が垂れ込めていた。


    「……すまん。この様ざまだ」


    「気にするな。肝心な時に留守だった俺が悪い」


    「船長。奴ら、少女を渡せ、の一点ばりなんです。最初はいないって信号を送ったんですけど……さっき、姿は確認した。渡せ、に変わりました」


    　大型帆船を見据えていたサリューが、静かに告げた。


    「──向こうへ、行きます」


    



    



    　甲板から直に旗を振り、回答する。結果は、すぐに訪れた。アレムの軍船──大型帆船から小船が出され、『屑星号』へサリューの迎えがやってきたのだ。


    「このラザナスタ、こたびの再会を大変嬉うれしく思っております」


    　武装した兵を伴い、軍本船長を示す階級章を身に着けた痩そう身しんの男は、もったいぶった調子で一礼した。年齢は三十を少しいったぐらいか。強く吹いた海風で、自身の銀髪が乱れたのを気にしたのか、整えた。口調こそ丁てい寧ねいだが、サリューを捉とらえる青い瞳の奥には、酷こく薄はくさが漂っている。


    「サリュー・カトラ・レヘルレヴィ元王女殿下」


    　──サリュー・カトラ・レヘルレヴィ。


    　そう男が口にした瞬間、カーシュたちの前に立つサリューの肩が震えた。


    「元をつけるのはご容よう赦しやください。聖王ジーク様のご命令により、あなたの王女の身分は剥はく奪だつされておりますので」


    　にこやかに男が続ける。


    　最もサリューの望まぬ形で暴ばく露ろされた、少女の素す性じよう。リエスを治める聖王家の血を引く者。粛しゆく正せいされた前王エディアルドの末娘。


    『レクキール号』の船長室で、カーシュが思い描いていた通りの。


    　サリュー。それはよくある名前だ。何故なぜなら、聖王家の姫によく名付けられる名前こそがサリュー。歴史をひもとけば、サリューと呼ばれる聖王家の王女は幾いく人にんもいる。そして王女の名前にあやかり、リエスに住む者も、船団国家に住む者も、娘にサリューと名付けた。このトリク海において最も多い、女性名だ。


    「せっかくお送りした信号にお答えいただくのが大変遅れたようですが、一体どちらへお出かけに？　洞どう窟くつからお出いでになったご様子でしたが」


    「身を隠すのに良いかと、中を探っていたのです。──行き止まりでした」


    「それは僥ぎよう倖こう。洞窟内など、元王女殿下にはふさわしくありません。嘆かわしいことです。随ずい分ぶんとみすぼらしい装よそおいにおなりで。我が軍本船に到着いたしましたら、ドレスをご用意いたしましょう。……あなたを叔父おじ上うえである聖王ジーク様にお届けしなくてはなりませんしね」


    　ああ、ともったいぶった調子で男が付け加える。


    「そこの『屑くず星ほし号』の皆さん。どうぞ余計な行動はしないように。私も無益な殺せつ生しようはしたくないのでね」


    　男が『屑星号』の甲かん板ぱんへ立った時点で、カーシュたちはアレム兵に囲まれていた。拘束されているわけではないが、似たようなものだ。


    　サリューを取り返したりしようとすれば、殺す。


    　言い含めると、それでカーシュたちへの用は済んだとばかりに、サリューへと男が恭うやうやしく手を差し伸べる。


    「さあ、元王女殿下。こちらへ」


    　だが、サリューは動かない。


    「わたしはそちらに行きます。ですが、条件があります」


    　凜りんとした口調で言い放った。


    「ほう。条件ですか」


    　カーシュたちを一度振り返り、男へ向き直る。


    「彼らを無傷で放免なさい。彼らは無関係です。──何も知りませんでした。わたしが何者であるかさえも。あなたがいま、わたしの名前を告げるまで」


    「私の目的は元王女殿下、あなたのみです。穏便に来ていただけるなら──そして、二度と逃げ出さないと誓うならば、不法船乗りごときは些さ細さいなことです」


    「誓います。逃げ出しません。──叔父上のもとに、連れてゆくのでしょう」


    「ええ。聖地リエスに帰れるのですよ。嬉うれしいでしょう殿下。──その後どうなるかは、私の知るところではありませんがね」


    　サリューが拳こぶしを作った。


    「彼らと、お別れの時間をいただけますか」


    「……いいでしょう。ただし一人にしておいてください。三人分の時間を待つほど、気が長くないものでして。それから私も、ぜひお別れに立ち合わせてください。さて、お別れしたいのは誰ですか？」


    「彼です。立ち合うのなら、自由になさい」


    　サリューがカーシュを示し、歩き出す。


    「ええ、自由にします」


    　答えた男は、後ろ手に手を組むと、ゆっくりと追いつき、サリューの脇に立った。


    「カーシュ。褒ほう美びをとらせます。受け取りなさい」


    　身分ある王女が、礼儀として与えたに過ぎない。そういった体ていで渡されたのは、サリューがあれほど大事にしていた腕輪だ。


    　カーシュとサリューの視線が交錯する。
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    「これをあなたに」


    「──光栄です。王女殿下」


    　しっかりと、カーシュはそれを受け取った。無表情を保ちながら、小さく、サリューが頷うなずいた。


    「あなたには感謝しています」


    「ですが、取引の報ほう酬しゆうはまだいただいておりません」


    「あれ、は……」


    　感情を表さないようにしていたサリューの表情が、歪ゆがんだ。


    　カーシュはその場で屈かがんだ。目線の高さをサリューと合わせ、伝える。


    「必ず、取り立てに参りますので」


    　自分とサリューの間だけで通じる、約束事だ。少女が断ち切ろうとしている取引は、まだ終わっていない、と。答えはない。しかし、王女としての姿を取り戻していたサリューの口元が、一瞬だけ、ほんのわずかに、綻ほころんだ。


    「──これだから不法船乗りは。元王女殿下に褒ほう美びをいただいておきながら、さらに寄越せとは。とんだお別れだ。もう、気は済みましたね？」


    　嘲ちよう笑しようを浮かべた男がサリューを促した。小柄な後ろ姿が遠ざかる。サリューたちが小船へと乗り込んだ。


    　この十日の間、四人目の船員として馴な染じむようになっていた少女の姿が『屑くず星ほし号』から消えた。もともとの船員三名だけが、甲かん板ぱんへ残される。


    　ワッツがカーシュに詰め寄った。


    「船長！　サリューが王女って……いや、そうじゃなくて！　何で返すんですか！　サリューはおれたちには迎えだって言ってたけど、あんなの──」


    　だが、普段のとぼけた雰囲気が消え失うせたカーシュに気づくと、口を噤つぐんだ。


    「風に乗って一番近い小型帆はん船せんの裏へ回り込むぞ。急げ！」


    　すでにカーシュは動き出していた。『屑星号』を走らせるためだ。


    　碇てい泊はくしている暇などない。


    　号令を受け、それぞれが己おのれの役割を担にない、邁まい進しんする。


    「サリューが向こうの大型帆船に着くまでが勝負だ！　ラザナスタは撃ってくるぞ！」


    　アレムの軍船が、『屑星号』を見逃すはずがないのだ。


    



    



    「ようこそ、我が第三十四軍本船『ラザナスタ号』へ。歓迎いたします。サリュー・カトラ・レヘルレヴィ元王女殿下。またお会いできて光栄です。心からそう思っております。一度目は、まんまと逃げられてしまいましたから。あれは見事でした。まるで海神があなたの味方をしたかのようでしたよ。聖王家の方々は、ときに不思議な力を操れるとか。そうであるのならば、よろしければぜひとも拝見したいものです」


    　大型帆はん船せん『ラザナスタ号』の広い上じよう甲かん板ぱんに降り立つと、仰ぎよう々ぎようしく、この軍船と同じ名前を持つラザナスタは再度、サリューに向け挨あい拶さつをした。


    「……知りません」


    　聖王家の始祖は、大気中に溢あふれたエルを思いのままに操れた。ラザナスタが言っているのはそのことだ。真実かもしれない。たとえそうだったにしても、エルが結けつ晶しよう石せきという形でしか存在しないいま、エルを使った不思議など、起こせるはずもない。


    「ふむ。そうですか。個人的な疑問なのですがね。何故なぜ何の取り柄えもない元王女殿下を前王が逃したのか──たとえばあなたがリエスの始祖に近い素質を持っているとしたら。その髪の色など、まさに先祖返りではありませんか？　見る者が見れば、ひと目で聖王家の血を受け継ぐ人間だとわかります」


    「……始祖と同じ髪の色だから、何だというのです」


    　時折、聖王家の人間には、紺こん色いろの髪を持つ者が現れる。始祖の血を受け継いだ証あかしとされる色だ。だが、一般には知られていない。この認識を持つのは、きっとリエスの貴族や知識階級か、船団国家ではリエスと最も縁の深いアレムの一部の人間ぐらいだろう。少なくとも、トリク海に出てから、サリューを髪の色で王女だと看破した者はいなかった。


    　そして、家族の中で、始祖と同じ色彩の髪を持って生まれたのは、サリューだけだった。


    「髪の色なんて、何の意味もありません」


    「元王女殿下が始祖のような特別な人物であったのなら、あなたに後れをとってしまった私も、この腸はらわたが煮えくりかえるような想いが減るかと思っていたのですが」


    　ラザナスタがつまらなさそうにサリューを見据える。が、何を思ったか、すぐに相そう好ごうを崩した。


    「──ああ。そうでした。お伝えしなければならないことがありました。あなたを我々に売った従者のことです。どうぞご安心を」


    　喉のどが引きつくような感じを受けて、サリューは唾つばを呑み込んだ。『屑くず星ほし号』での生活に癒いやされて、心の奥底に沈みかけていた、裏切りの記憶。


    　最後まで残ってくれていた、彼女だけはと信用していた従者に売り渡され、逃げ出し、積荷へと入り込んだ。そうして、見知らぬ船へ密航していた記憶。


    　──気を引き締めなくては。


    　思うそばから、無意識に、腕輪を填はめていた手首をさすっていたことを自覚し、サリューはゆっくりと手を離した。


    　誰かに渡すことなど、十日前なら考えられなかった腕輪は、もうそこにない。


    　人目に触れさせることすら、恐ろしかった。だから身に着けなかった。


    　嵐の中、海に落ちて、目覚めたときには、填はめられていた。溺おぼれて苦しくなって、離すものかと握っていたはずの腕輪だった。カーシュが助けてくれたと聞いて、彼の仕し業わざだろうと推測した。


    　また、隠そうかとも思った。だがそう思ったのは、つかの間のことだった。


    　サリューが腕輪をつけて働き出しても、カーシュもオットーもワッツも、何も言わなかった。普段通りだった。『屑くず星ほし号』では、取られる心配なんて、ない。


    　だから、父がサリューに託したように、サリューもまたカーシュに託せた。


    　自分の目の前に立つ、アレムの軍人。ラザナスタが命じられ捜していたのは、サリュー。


    　けれども、本当にそうだろうか。叔父おじのジークが捜しているのは、生き残った姪めいであるサリューだろうか。サリューが持ち出したもの──それによって得られるものこそが、真の目的なのではないだろうか。


    　そして、サリューはたぶん、見つけた。


    　あの船。『レクキール号』を。


    　──自分が捕まっても、希望はある。そう信じることができる。サリューを乗せて、アレムの軍船は去る。カーシュたちも無事だ。これが、最善のはずだ。


    　動揺は、おさまった。


    「従者が、どうかしたのですか」


    　ラザナスタは、おや、という顔をした。期待外れだ、とでも言うかのように。


    「ええ。元王女殿下も再会したところでご不快でしょうから、始末しておきました」


    「……始、末？」


    「海の藻も屑くずと消えましたよ。海はあらゆる死者を受け止めてくれる葬送の地です」


    「…………」


    「──そう。あらゆるものをね」


    　ラザナスタが顎あごをしゃくると、両手首を後ろ手に縛しばられた男が一人、船の縁に引きずり出された。背後から、襟えり首くびを兵に掴つかまれている。暗い海から必死に顔を逸そらした男の顔に、サリューは既視感があった。どこで見たのか。記憶を探る。


    　──集会場。船を出してくれないかと、甲かん板ぱんに集まっていた船乗りたちにサリューが話しかけ続けていたときだ。誰もが迷惑そうにする中、一人だけ、自分からサリューに近づいてきた男。カーシュが現れる前、サリューに対して、始終笑みを浮かべていた。しかし強引に、どこかへ連れて行こうともしていた。


    「ラザナスタ軍本船長！　不法船ですが──！」


    　そこへ、女性の兵が走ってきた。ラザナスタが片手をあげて制した。


    「待ちなさい。いまはそこの男と話す時間だ。焦あせることはない。さあ──貴様、言いたいことがあるなら、言ってみるがいい」


    　男が充血した目を見開き、まくし立てた。


    「は、話が違う！　役に立っただろ？　そこの小娘のことを教えてやった！」


    　ラザナスタは鷹おう揚ように頷うなずいて見せた。


    「感謝はしているとも。貴様は、我々が少女を捜しているという情報にいち早く反応した。元王女殿下と一緒だったという者が何者か、聞き込みまでして、その行き先を報告してくれたからな。報告も間違ってはいなかった。感謝はしている」


    　まるで友人に対するがごとく、友好的な笑みをラザナスタが浮かべる。


    　だが、次の瞬間には一転し、嫌けん悪おも露あらわに吐き捨てた。


    「馬鹿め。元王女殿下が集会場などという不潔な場所に逃げ込んでいたなど、私の名折れだ。それを知る者など生かしておくはずがあるまい。しかしだ、私にも良心はある。貴様にも慈悲は与えよう」


    「た、助けてくれるのか……？」


    　言葉とは裏腹な笑みを浮かべたラザナスタによって、男の抱いだいた希望は踏みにじられた。


    「いいや。殺すが、殺す前に痛めつけるのは止やめるという意味での慈悲だ。海に捨てるだけだ。嬉うれしいだろう？　──溺おぼれ死ね」


    　兵が、男を海へと突き落とした。


    　絶叫があがる。サリューはバシャバシャという水音がする方向から目を逸そらした。しかしラザナスタはわざわざ角灯で暗い海を照らさせ、その様を覗のぞき込んでいるようだった。


    「どうです、元王女殿下。あれが溺れ死にというものです。両手が使えないので魚のように跳ねる。──しかしあの男も可か哀わい想そうに。あなたが一度目で大人しく捕まっていれば、死ぬことはなかったんですよ？　そうそう、不法船乗りどもの集会も、もう少し続いていたでしょうなあ」


    　蛇のように、ラザナスタの声が全身に絡みつく。


    　──泣くな、とサリューは自分を叱しつ咤たした。


    「自覚をもっていただかねばなりません。元王女殿下。二度目はない、とね」


    　水音が、しなくなっていた。


    「まあ、いま溺れ死んだ者は、これまでの罪ざい業ごうが己おのれに返ってきただけ、とも言えるのですが。大層評判の悪い男でして、金欲しさに仲間の船をたくさん沈めてきたそうです。似合いの末路ですよ。これは善行の一種です」


    　船ふな縁べりから離れ、ラザナスタが待機していた女性の兵を呼び戻した。


    「さて、不法船が何だったかな」


    「は。移動を開始し、『ラザナスタ号』下、第四軍船の背後に廻まわりました。このままでは──」


    「そうか。報告ご苦労。予定通り決行せよ」


    「しかし──」


    「決行、と私が言ったのだ。二度は言わんぞ。──やれ」


    　数十秒後、下から、轟ごう音おんが響き渡った。


    　下層の甲かん板ぱんから発射された大砲が、船体に命中した。アレム軍の、小型帆はん船せんに。


    『屑くず星ほし号』は無事だった。巧みな操船で移動し、アレムの軍船を盾たてにしている。


    　砲弾は次々と降り注ぐ。少しでも『屑星号』に近づこうと、サリューは『ラザナスタ号』の上じよう甲かん板ぱんを駆け抜けようとした。よく見えるところへ。


    　しかし、ラザナスタに腕を掴つかまれる。痩そう身しんの男なのに、力は強い。腕に痛みが走った。


    「大人しくしていてください」


    　砲弾は、撃ち続けられている。これでは話が違う。サリューは食ってかかった。


    「──ラザナスタ！　約束はどうしたのです！　わたしが行けば、彼らには、『屑星号』には何もしないと──！」


    「ええ」


    　事もなげにラザナスタは首を縦に振った。


    「あの場で殺してもよかったのですが、元王女殿下がああおっしゃったので、あの場では手を出しませんでした。何もしませんでした。お約束は守りましたでしょう？　恒久に、とは言われておりませんしねえ」


    「詭き弁べんを……！」


    「信じるほうが悪いのですよ。条件を出すのなら、事細かに指定なさい。曖あい昧まいな条件で取引をするのは、愚か者のすることです」


    「第四軍船に続き、第一軍船、第二軍船も被弾しました！　味方の被害が！　このままでは不法船に逃げられます！」


    「ふむ。中々しぶとい。褒ほめてやらねば。さすがは不法船。海の塵じん芥かいだ。──とっておきを披ひ露ろうしてやろう。強化砲で狙え！」


    　ラザナスタは進言してきた兵に、うるさそうに手を振った。どころか、更なる攻撃命令を出している。


    「……強化、砲？」


    「我がアレム軍の開発した、結けつ晶しよう石せきの欠片かけらを混ぜ込んだ、とても威力の高い砲ですよ。強化砲の攻撃を受ける。不法船にとっても名誉なことのはずです」


    　サリューは蒼そう白はくになった。暴れたが、身動きが取れない。


    「──止やめなさい！　ラザナスタ！」


    「いいえ。止めません。あなたのご命令には何の威力もない。元王女殿下。指をくわえて見ていなさい」


    　一際大きな轟ごう音おんが、響き渡った。アレム軍の小型帆船を貫通した砲弾は、勢いを失わず、サリューがのぼった、『屑くず星ほし号』の帆ほ柱ばしらに命中した。折れ、帆が、燃えている。


    「残りの砲門で集中して狙え！」


    『屑星号』が、破壊される瞬間を、サリューは見た。


    　動けなくなった船を、次々と砲弾が襲おそう。


    「撃ち方、止め！」


    　大破して、『屑星号』が沈んでゆく。


    　サリューは声にならない悲鳴をあげた。


    　カーシュに担かつがれて座り込んだ甲かん板ぱん。リエスを出てから、サリューが乗ったどの船よりも小さくて、みすぼらしかった。それなのに、一番楽しい船旅だった。


    　副長のオットーは顔つきが怖い。真面目まじめでいつもカーシュに小言を言っている。正論ばかりで、苦手意識を持っていた。けれども、いつからか、オットーは面倒見が良いと知った。サリューが諦あきらめなければ、仕事についても最後まで教えてくれる。「あの人、実は高いところ苦手なんだよ」とワッツが笑いながら言っていた。苦手なものがあるんだと親近感が湧わいた。


    　ワッツは明るくて料理がとても上う手まい。船で、あんなに美お味いしい料理を食べたのははじめてだった。従者に裏切られたとき、食事に薬を混ぜられていた。その経験から、初日にもらった食事も、カーシュたちが口にするのを見てから、食べた。味なんて期待していなかったのに、とても美味しかった。倒れた後、思い切って自分でも作れるようになりたいと言ったら、ワッツはサリューを弟子にしてくれた。だから師匠だ。


    　そしてカーシュは。


    　カーシュは。


    　──わたしは、約束を、してもらったのに。取引を、したのに。


    　無償の厚意なんて、信じられなかったから。


    　取引という形だったら、自分が安心できると思ったから。


    　最新鋭の船なんて、あげられるはずもなかったのに。


    　取引を、申し出た。


    　あれは、嘘うそだったと、言わなければならなかった。


    　カーシュは、ただ船を望んだわけではなかった。新大陸を目指すため、父親の、夢を受け継いたが故ゆえに、報ほう酬しゆうとして船を欲していたのだ。


    　それをサリューは踏みにじってしまった。


    　言う機会はあったのに。


    　もう、カーシュが本気でサリューの嘘を信じていた、などとは思っていない。あれは、彼がサリューの戯ざれ言ごとに付き合ってくれていただけだった。


    　サリューが何もかもを疑っていたからだ。


    　でも、だからこそ、謝らなくてはいけなかったのに。


    　取り立てに行く、と言ってくれた。それも、はじめて会った時のように──あれがあったから、集会場でサリューはカーシュに話してみようと踏み切れた──目線の高さを合わせてだ。そんなカーシュだから、『ラザナスタ号』に乗った自分の選択は正しかったのだと思った。違った。間違っていた。自分がただの子どもだったせいだ。


    　──もう。


    　堪こらえきれなかった。涙が、こぼれ落ちた。


    　ラザナスタの手が、腕から離れた。


    「可か哀わい想そうに。あなたと関わった人間はみんな、海の藻も屑くずとなってしまいましたねえ。たかが不法船乗りとはいえ、慚ざん愧きにたえませんよ」


    　ぼやける視界の中で、灰色の羽根が一枚、舞った。


    　何度も餌えさをあげた、頭に赤い模様のあるユール鳥が、不格好にサリューの前に来て止まった。片翼の仕舞い方がおかしい。……血が出ている。『屑くず星ほし号』に、いたから？


    「何だ？　ユール鳥か」


    　サリューはラザナスタから庇かばうように、かがみ込むと灰色の鳥を抱きしめた。腕の中へ囲う。あたたかな体温が、胸に染みた。精一杯の抵抗として、ラザナスタを睨にらみつける。


    「これは、わたしの鳥です。連れてゆきます」


    　殺させるわけにはいかない。


    「まあ、良いでしょう、せいぜい大切になさってください。──客室へお連れしろ」


    　鼻を鳴らし、兵に指示を出したラザナスタが踵きびすを返した。


    「失礼いたします」


    　ユール鳥を腕に抱え、兵によって無理矢理歩かされている間も、サリューは夜の海を振り返り続けていた。


    　船室に入り、海が見えなくなるまで、ずっと。

  


  
    



    第四章　交渉


    



    　サリューを乗せたアレムの軍船は、悠々と『船の墓場』から遠ざかっていった。『屑くず星ほし号』を包囲していた四隻せきの小型軍船のうち、砲弾を浴びたもののかろうじて動ける三隻も、慌ててその後を追う。一隻は沈没している。その船員を助けることもせず、捨て置いたまま、だ。


    　二隻の船の残ざん骸がいからは煙が立ち、積荷が一緒くたになって浮いている。だが、暗くてそれも視認しづらかった。助けを求め、「戻ってきてくれ」と小さくなるばかりの船影に呼びかける声がどこからか発せられていた。


    　カーシュは海中から頭を出した。


    　大きく息を吸う。空気は美う味まい。ひとしきり呼吸をしてから、カーシュは泳ぎだした。


    　しかし、砲弾の破片でも当たったのか、火傷やけどか。手をかき分け泳ぐ度たびに腹の辺りに激痛が走る。案の定、触ってみると嫌な感触がした。海水とは違った温かな水が指先に触れる。これが昼間の海だったら、自分の身体からだから流れ出す血潮がはっきりと見えたことだろう。


    　身体を預けることのできそうな大きさの木片を見つけ、片腕を伸ばす。木片に寄りかかりながら、カーシュはもう片方の手で腰の革袋を探った。──あった。『レクキール号』から持ち帰った、筒だ。海水に浸つかってしまったが、つくかどうか。


    　窪くぼみを押す。光が一直線に放たれた。これで、周囲の様子がよく見える。


    「オットー！　ワッツ！」


    『屑星号』が撃沈する直前までは、無事だった。船を棄すて、間一髪で全員が海へ飛び込んだのだ。生きてはいるはずだ。だが、応こたえはない。


    　今度は、カーシュは夜空を見上げた。晴れているのが救いだ。天体の位置から、東西南北を割り出す。東の方向を向き、筒で海上を照らす。できるだけ、遠方が見えるようにだ。


    　沈没する直前、望遠鏡で、ワッツがザレグの船影を捉とらえていた。


    　船影があった方角が、東だ。


    　戦闘が発生したことを向こうも把は握あくしているはずだ。素通りはしないだろう。まだ、運には見放されていない。だが、目を凝こらしても、ザレグらしき船体は見えない。


    「だ、誰か！」


    　筒の光が、立ち泳ぎをしていた一人のアレム兵の顔に当たった。アレム兵が目を剥むく。


    「……不法船の船員か！」


    「ご名答。こうなっちゃ、敵も味方もないけどな」


    　しかし、相手の戦意が持続したのも、カーシュがそう発言するまでだった。


    「騒がないで体力を温存してろ。まずは掴つかむものだ。ほら」


    　筒の光を巡らせ、ちょうど漂っていた樽たるを引き寄せ、押し出してやる。


    「わ……わかった。そうだな……。こうなっちゃあ……」


    　アレム兵が抱きかかえるようにして樽たるに掴つかまった。大きく息を吐く。


    「他に生存者は？」


    「おれが乗っていたのは第三軍船で、十五人が乗っていた。強化砲で運悪く船長が殺やられた。直撃だ。船も……」


    　第三軍船があった場所へと視線が投げられたが、そこには船の残ざん骸がいが漂うばかりだ。


    「何人か、おれと一緒に海へ飛び込んだが……」


    「そいつらを集めるぞ」


    「──そんなことしたって」


    「数がいればできることも増える。現に、一人で生存者を探すより二人で探すほうがはやい。だろ？」


    　集合地点を決める。満ち引きで現れる岩がん礁しよう。先端の飛び出たそこに、光の筒を空へ向け、漂っていた縄で縛しばった。小さな光の柱のできあがりだ。暗い夜の海では目立つ。光につられて、これを目指す者も出てくるはずだ。そうして、一人一人と生存者を集めていった。負傷して動けない者は岩礁に留とどまらせ、意識のない者を任せる。


    「あんたと似たようなことをしてた奴を見つけた」


    　アレム兵のそんな報告と共に、やがて、オットーとワッツが合流した。ワッツは気絶しており、アレム兵に背負われての合流だ。


    「無事だったか、カーシュ」


    「そっちもな」


    　互いに海水に浸つかりながら、握手を交わす。


    「まあ、『不沈』のお前がくたばるとは思っていなかった」


    　オットーが悪役面づらの笑いでもって言い放った。


    「そりゃどうも。『不沈』は余計だ」


    　軽口を言い合い、振り返った光の柱が立つ岩礁付近には、生存者たちが勢せい揃ぞろいしていた。


    　カーシュが中心となって集めたのが九名。オットー側で集めたのが五名。生存したアレム兵は十四名だった。朗報としては、砲弾以外で命を奪われた兵はいなかった、ということだ。


    　意識のある者は手を繋つなぎ合い、海中を漂っている。仲間に会えた分、いずれも表情は明るい。


    「これから、どうするんだ？」


    　アレム兵の一人が、カーシュに向かって尋ねた。他の兵もカーシュに指示を仰ぐのを疑問に思っていない様子で、視線が集中する。


    　カーシュが放った答えは簡潔だ。


    「待つ」


    　岩礁に縄で縛り付けた筒を手に取り、片手をあげて大きく左右に振った。その動作が腹にも伝わり、走った痛みにつかの間、顔をしかめた。オットーが問うような視線を向けてきたが、素知らぬフリをする。


    「──ザレグの船が近くにいる。そこで気絶してるワッツ──俺の船員が、沈没直前に船影を報告してきた。派手にドンパチしたんだ。何が起こったか、ザレグ船も確認には来るだろ」


    　海を見渡しても、船影は見えないが。


    　肯定の声がアレム兵の中からあがった。


    「たしかに、そうだった……！　見張り台から、遠くにザレグの船影を見たんだ！　直後に、船長と船がやられて……それどころじゃなくなった」


    「待てば、救助されるってことか？」


    　また別のアレム兵が、肯定しか望んでいないのだろう疑問を口に乗せる。


    　カーシュは大きく頷うなずいた。


    「できることは──接近してきたザレグ船に見過ごされないようにすることだ。動ける奴、交代でこれを振るぞ。ゆっくり左右に一回だ」


    　そう言って、カーシュはオットーに筒を回した。


    　次は、オットーからアレム兵へ──。


    　一体、何十巡したのか。もはや誰も数えていなかった。が、兵士たちの顔に疲労と諦あきらめの色が見えだした頃、途中で目覚め、この役割に加わっていたワッツが歓声をあげた。


    「船長！　東の方向！　船の明かりです！」


    　まだ視力によっては見えていない者のほうが多い。


    「海神よ！　感謝します！」


    　ワッツ同様、船影を認めたアレム兵の一人が声高に祈りを捧ささげる。筒を持って緩慢に振っていた隣の兵からそれを奪い取り、勢いよく何回も何回も振り出した。


    　徐々に船影が近づく。小さい点のようだった船体の明かりが大きくなってゆく。


    　白い帆に、ユール鳥の横顔を模した絵が描かれた赤い旗印を掲げた帆はん船せんの姿も、はっきりと見えだした。


    　帆の色も、旗印も、ザレグの軍船だということを示している。三本の帆ほ柱ばしらを持った、やや大きめな小型帆船だ。二百セーリアか、超えるか。人によっては中型帆船扱いをするかもしれない。しかし軍船でありながら単独行動をしていることからして、所属する軍本船を離れ、海域を探っていた哨しよう戒かい船せんだと思われた。


    　カーシュたちが漂っている海中へ、ザレグの哨戒船が接近する。船ふな縁べりから縄なわ梯ばし子ごが投げ入れられた。


    　顔を覗のぞかせたのは、軍服に身を包んだ若い女だ。


    　ひとかたまりになっている遭難者たちを一いち瞥べつし、冷徹に命令を下した。


    「──アレム兵だな？　のぼってこい」


    



    



    　救助者であるザレグの哨しよう戒かい船せん。その最下層甲かん板ぱんに、カーシュたち三人はまとめて放ほうり込まれていた。立つ位置を変えさえすれば、成人した男が三人、両手を広げてもぶつからない広さこそあるが、お世辞にも好待遇とは言い難がたい。全員、鍵かぎ付きの鎖で床板に繋つながれているし、新参者のカーシュたちに対し、古参の住人である鼠ねずみが我が物顔で走り回っている。特に、食べ物の匂においがするときほど活発だ。


    「ううっ。まっず！　昔はこれも喜んで食べていたはずなのに……。せめて、生でもいいからジャカが欲しい……！　おれって奴は……。こんなんじゃ、サリューのこととやかく言う資格なんてなかった……！　蛆うじ虫むしも栄養、栄養だ……。頑張れ、おれ」


    　差し入れられた食事を見つめ、ワッツがぼやいた。


    「黙って食え。うるさいぞ。飯が出るだけマシだ。どうせこう暗くては蛆虫を食っても口に入れるまでわからない。それを楽しむ余裕を持て」


    「それが嫌なんですよ！　副長は良いとこ出身だったんですよね？　なんで食えるんですか？　好き嫌い激しいのおれ知ってるんですよ！　つーか、この船の料理担当よりおれのほうが料理が上う手まいと思うんですよ！」


    「おれは好き嫌いは激しいが、それしか食うものがないなら食う派だ。蛆虫ぐらいなんだ、海水と一緒に流し込め」


    　オットーはにべもない。


    「船長！　船長は平気なんですかっ？」


    「俺はもともと何でも食える派。子どもの頃から蛆虫はむしろ御ご馳ち走そうだ」


    「そんな……！」


    　これで栄養にもなる。ワッツに矛ほこ先さきを向けられるも、平然とカーシュは蛆虫の湧わいたビスケットとチーズを咀そ嚼しやくした。基本、底へ行くほど船内は暗くなる。そのため明かりが灯ともされているものだが、カーシュたちのいる最下層甲板には角灯の一つもないので、手で触った感触で二つの区別をつけている。


    　とはいえ、言った言葉に嘘うそはないが、ここまで悪あく辣らつな食事事情に遭遇したのは、随ずい分ぶんと久しぶりのことだった。ただし、蛆は湧いているものの、どちらも量はあるので腹を満たすことはできる。手首を鎖で繋がれているので、食べにくいのが難点と言えば難点だ。ビスケットはひどい味だが、チーズのほうは案外いける。黙々と食べ続けていたカーシュの耳に、


    「うわっ！」


    　何かをひっくり返したような音が響いた。


    「おれの飲み水！」


    　どうやら、手元がくるい、ワッツが一応の食事と一緒に添えられていた海水をぶちまけた音だったらしい。平べったい皿に入った、酸すっぱい海水に真水を混ぜて薄めたものだ。


    　水と食糧は提供されているが──さて、ザレグは自分たちをどうするつもりなのか。


    　すると今度は、誰かが階段を下りてくる音が響いた。


    「待たせたな。ようやくお前たちの番だ」


    　角灯を手に持ちやって来たのは、カーシュたちが最初に顔を目にした、ザレグの若い女軍人だった。
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    「自己紹介をしておこう。私はシゼ・セルラ。ザレグ軍に所属している。お前たちを救助した哨しよう戒かい船せんの船長だ」


    　肩口で赤毛が波打っている。シゼは同色の瞳を眇すがめた。整った顔立ちも相まって、一見苛か烈れつそうだが、救助されたときに対した限りでは、声を荒らげることはなく、冷静だ。


    「──お前」


    　シゼが角灯でカーシュを示した。


    「立て。前に出ろ。代表として、お前に話を聞こう。他の者は下がって、黙っていろ」


    　口を開きかけたワッツをオットーが抑えた。シゼの命令通り、房の奥へと下がる。それに対し、床板に座っていたカーシュは立ち上がった。鎖の伸びるギリギリまで進む。


    「『不沈』と呼ばれるほどの男には見えないが……」


    　小声で呟つぶやかれたそれを、カーシュは聞き取った。数秒ほど、興味深げにまじまじと見つめていたシゼの雰囲気が、つと変わった。


    　──尋問の開始だ。


    「単刀直入に言おう。状況を知りたい。何故なぜ、アレムの軍船から攻撃を受けていた？　お前たちがアレム兵でないことはわかっている。アレム兵からの証言がとれた」


    「あいつらもあんたから虜りよ囚しゆうの扱いを？」


    　カーシュは質問には答えなかった。尋問を受けているのはカーシュだが、尋問は、相互作用が働く類たぐいのものだ。教えても取るに足らないことだと判断したのだろう。


    　シゼは首を横に振った。


    「いいや。アレム兵ではあるが、身元は明らかだった。正規の兵ではない。……囚人兵だ。だから、見捨てられたんだろう。いかにもアレムらしい」


    　やや義憤に駆られた様子で、侮ぶ蔑べつを込めてシゼが吐き捨てた。彼女の気質が窺うかがい知れる言動だった。


    　囚人兵は、アレム特有の制度だ。罪を犯した者を軍船の労役につかせ、任期を全うすれば解放する。重犯罪者ではない、主に軽犯罪者に適用される。──後者のほうが軍としても扱いやすいからだ。


    　逆らうことは許されず、与えられる軍船の程度も低い。彼らもアレムの兵士ではあるが、指揮する士官によっては、体ていの良い捨すて駒ごまにされる。まさしく今回のように。


    「お前のおかげで生き延びたと、いたく感謝していたぞ。健康状態に問題のない幾いく人にんかは、彼らの行き先が決まるまで私の船で働いてもらうことにした」


    「ザレグの軍船が、アレム兵を？」


    　皮肉げにカーシュは言い放った。


    　戦争中ではない。しかし互いに敵視し合っている。


    　それがアレムとザレグという船団国家の関係だ。アレムはリエスを唯ゆい一いつの聖地としてあがめている。対してザレグは最も遅く成立した新興勢力の船団国家で、聖地への敬いの念が薄く、どころか陸地としての野心すら持っている。あわよくば聖地を手に入れたい。しかし聖地を守るアレムが立ちふさがる。


    　ならば、新天地を目指す。これも、ザレグがトリク海を自由に航海するには、アレムやファシェンの海上権が邪魔をする。とくにアレムが、だ。


    　アレム側も、聖地を狙い、勢力を拡大し力を蓄えようとしているザレグは気に入らない。その間に立つファシェンは、反アレムで誕生したが、いまでは両船団国家の舵かじ取とりをしている。


    「良い考えだと思うが？　囚人兵には、アレムへの帰属意識が薄い兵しかいない。彼らがアレムのために私に反旗を翻ひるがえすか？」


    　それに、とシゼが続けた。


    「彼らは、知らされていること自体、わずかだったからな。その点では警戒する必要がない。個別に尋ねても証言は一致していた。乗っていた小型帆はん船せんは、アレムの第三十四軍本船『ラザナスタ号』傘さん下かの第三軍船。そして指揮していたのがラザナスタ・ワイズ。──ラザナスタは、少女を捜していた。以上だ」


    　ラザナスタ・ワイズ。サリューを連れ去った男。


    　カーシュはその姓名を、顔と共に脳裏に刻んだ。


    　角灯をシゼが動かした。注意深くカーシュの表情を観察している。何か得るものがあったのか、なかったのか。


    「さあ、何故なぜアレムの軍船に攻撃を受けていたのか、吐いてもらおう。そのために食事を与え生かしている。──仲間割れか？」


    「仲間割れ？」


    　盛大に眉まゆを顰ひそめたことで、カーシュの額の傷が眉み間けんに寄った。


    「不法船乗り。『屑くず星ほし号』のカーシュ・ドヴァル」


    　シゼが、カーシュの名前を正確に呼んだ。しかしこれは、アレム兵から得られる情報ではないはずだった。最初に彼女が口にした、『不沈』も。彼らが知っているのは、せいぜいカーシュが不法船に乗っていたということのみだ。シゼが口元に笑みを浮かべた。


    「ザレグ兵の中にお前を知る者がいてな。お前は、我々の末端兵とたまに取引をしていたようだな」


    「……不法船乗りだから、この扱いってわけか？」


    「それだけなら、最下層甲かん板ぱん送りにはしない。お前たち、元はアレム軍人だろう？　カーシュ・ドヴァル。およびオットー・ジャニエス。どちらも士官だったらしいな。姓持ちだ」


    　トリク海では、身分か権力を持つ者だけが姓を持つことが許される。シゼが口にしたのは、『屑星号』でトリク海に乗り出してからというもの、忘れ去られたに等しかった、カーシュとオットーの本名だった。


    「しかも、ドヴァルとジャニエス。ザレグ生まれの私でも知っている。アレム軍の要かなめを担になう名家だ。将来を約束されているだろう。そんな者たちが、何故不法船乗りに？　──お前たち『屑星号』の船員には、アレムの間かん諜ちようではないかという疑いがかかっている」


    「俺とオットーがアレムの軍人だったことは事実だ。ワッツは違うぞ。全員、間諜じゃあない」


    　カーシュは息を吐いた。座っていたときより顕けん著ちよに感じる腹の痛みに、意図せず動きそうになる表情を堪こらえる。出血は止まったが、痛みはどうしようもない。


    「ワッツか。その者はたしかにただの船員のようだ。『屑星号』を襲おそった不法船に乗っていたとか？」


    「……随ずい分ぶん詳しいんだな」


    　シゼの情報源は誰だ？　疑問がカーシュの中に生まれた。『屑星号』は、ザレグの末端兵とも取引していた。だが、末端兵なら、そもそも『屑星号』と『カーシュ』という名前しか知らないはずなのだ。


    「伝聞だ。だからこそ本人の言を聞きたい。カーシュ・ドヴァル及びオットー・ジャニエスが不法船乗りになった当初は、不法船乗りからの風当たりが相当きつかったようだな。なにしろ、自分たちを取り締まっていた側の人間だ。それも、お前の指揮する船に見つかった不法船は、必ず捕まっていたそうだからな」


    　これも事実だ。不法船乗り同士しか知らないような。


    　ザレグの末端兵から、というより……不法船乗りに強いコネを持つ人間か。基本的に、不法船乗りは、仲間以外には口がかたい。


    「ところが現在は、『屑くず星ほし号』のカーシュとして不法船乗りに受け入れられている。そして故ゆえに、お前が元アレムの軍人だということは、表に出て来ない。……別の噂を耳にした。女好きだとか、女に弱いとかだな。──私は好みの範はん疇ちゆうかな？　カーシュ・ドヴァル」


    　シゼが微ほほ笑えむ。


    「そりゃあ女というだけで」


    　にやっとカーシュは笑った。


    「そこは若く美しい、と世辞でも言うものだ」


    　軽口に付き合ったシゼが、拗すねたような表情を作る。


    「──間かん諜ちようにしてはなっていないな」


    　だが、すぐにそんな言葉が冷めた口調で付け加えられた。


    　疑いは、ちっとも晴れていないらしい。


    「そう言われてもなあ……。もう否定してある。俺は間諜じゃないんで仕方ない」


    「ならば、何故なぜ不法船乗りになった？」


    　即座に、切り返される。


    「ヘマをして出世街道から落ちただけだ。面白い話はない。それでアレム軍に居づらくなって不法船乗りに転身した。ありきたりだろ？」


    「では、オットー・ジャニエスは？」


    　考える時間を与えないためだろう。返答するそばからの質問が続いた。


    「オットーは上官に逆らった。退役を勧められて従った結果だ。それがたまたま、俺が辞めた時期とも重なった」


    　アレム軍時代、はじめはオットーとの接触は少なかった。名門の姓持ちでも、ドヴァル家──キリーク・ドヴァルの養子であるカーシュと、ジャニエス家の実子のオットーとでは、まず出発点が違う。が、途中から配属先が重なることが増えた。


    　オットーはなんでも器用にこなす優秀な人材だったが、愛想というものが欠如していた。やっかみもあり、上官にとことん嫌われていた。本人の性質も火に油を注いだ。アレム軍で本来優遇を受けるはずの名門一族なのに出世街道から外れていったのだ。


    　何の動揺も見せず、よどみなく答えたカーシュに対し、シゼは不満げにかぶりを振った。


    「──言い分はわかった。信じられる話ではないがな」


    「俺たちがアレムの間諜なら、なんでアレムの軍船に攻撃を受けて、撃沈されるんだ？」


    　まったく辻つじ褄つまが合わない。しかしシゼは一いつ蹴しゆうした。


    「だから、仲間割れ、と私は言ったはずだ。アレムも一枚岩ではないだろう。よくあることだ。知りたいのはその理由。アレムが割れる内情だ。──最初の質問に戻ろう」


    　カーシュが答えるのを避けた、振り出しへと話が戻った。


    「何故なぜ攻撃を受けていた？　何をして、アレムの軍船に攻撃を受けた？　不法船を、いくら囚人兵だけで構成された船とはいえ、味方に犠ぎ牲せいを出してまで沈めるか？　それも、アレムの海域内で発見したのならまだしも、魔の海域でだ」


    　普通は、見逃すか、もっと穏便に済ます。


    　もちろん、攻撃を受けた理由は、『屑くず星ほし号』にサリューが、リエスの王女が乗船していたからに外ほかならない。だが、これはまだ言えない。


    「俺も質問がある」


    　カーシュの声こわ音ねが変化したことに気づいたのか。シゼはわずかに真紅の瞳を見開いた。


    「質問しているのは私だが、聞くだけはしてやろう」


    「理由を話せば、ザレグの力を借りられるか？　まずはシゼ・セルラ。あんたのだ」


    「ザレグの？」


    　ふ、と心からのものだろう笑い声をシゼがあげた。


    「随ずい分ぶんと大層な理由を持っているらしい。いいか、カーシュ・ドヴァル。どんな理由があったところで、せいぜいお前たちの待遇が変わる程度だぞ。私個人の話で言うなら、口先だけの人間に手を貸したいとは思わない。私に実力で勝てるぐらいの男でないとな」


    「話だけじゃあ駄目か」


    　では、やはりサリューのことはまだ言わなくて正解だ。


    「鎖で繋つながれ、囚とらわれている者が何を語ろうが、私に力を貸す義理はない。これが私の答えだが、満足か？」


    「大いに」


    　ただ包み隠さず話すだけでは、自分の求めるものが得られそうにないことは理解した。


    　その時になっても、部外者の立場で事の成り行きを静観するだけになりそうだ。


    　──まずは、シゼから取り返さなければならないものもある。


    『レクキール号』を動かす鍵かぎとなる、サリューの腕輪だ。


    　救助の際、所持品はすべて没収されていた。武器となるものの所持を警戒されてのことだ。


    「カーシュ・ドヴァル。少なくとも、すべてを吐けば、その腹の傷の治療もしてやるぞ」


    　餌えさのつもりなのか。シゼが甘い言葉を放った。


    「そこは、俺が死ぬ危険性を考えて、尋問前に治療して欲しいところだ」


    「ならば私は、情報を引き出すためとはいえ、怪しい人間を生かしているだけ、有り難いと思ってもらいたいな。見たところ、致命傷ではないだろう？　平気そうだ。もっと悪化したら考えよう」


    　どうやら蛆うじ虫むし入りのビスケットやチーズで腹を満たし、体力を温存する必要がありそうだ。


    「──シゼ船長！　軍本船から定時連絡です」


    　若い兵士が、階段を駆け下りてきた。頷うなずいたシゼが、房から離れかけ──振り返った。


    「では、『屑くず星ほし号』の諸君。誰か一人でもいい。何か吐く気になったら、床でも壁でも叩たたけ。人がやってくる。いま、私に言ってくれるならそれに越したことはない。どうだ？」


    「忠告なら、一つ」


    　シゼが腕を伸ばし、角灯でカーシュの顔を照らした。


    「『ラザナスタ号』がザレグの海域に入ったら、足止めをしておいたほうがいい。ザレグにとっても別に悪い話じゃないだろ？」


    　どこの所属であっても、『船の墓場』から帆はん船せんがリエスへ赴おもむくには、ザレグの支配海域を通らなければならない。


    「……知らないのか？　聖王のご命令で、許可を得たアレムの軍船に限り、一定期間、ザレグとファシェンの支配海域も航行できるという取り決めが成されたばかりだ。……暫ざん定てい的てきなものだがな。──上の考えることは」


    　半ばで言葉を区切り、忌いま々いましそうにシゼが吐き出した。船団国家としてのザレグはアレムの軍船の航行を容認することにしたとしても、シゼ個人の意見は違うのだろう。


    　自分たちの海域を、アレムの軍船が通る。許可があろうが無かろうが、ザレグ人にとっては、家を荒らされているようなものだ。


    「貴様に言われずとも、『ラザナスタ号』の動向は他船が追っている」


    



    



    　シゼと彼女を呼びにきた兵がいなくなると、最下層甲かん板ぱんにまた闇が戻った。


    　完全に足音が遠ざかり、自分たち以外に人の気配がないことを確認してから、カーシュはその場に腰を下ろした。傷口を労いたわる体勢を取った。両手を床板につき、息を吐く。もう少しシゼが長居していたら、やせ我慢も貫き通せなくなっていたかもしれない。


    　オットーが口火を切った。


    「尋問者が女でも、いつもの調子で騙だまされなかったようだな」


    「あのなあ、俺だって時と場合は考える。──そういう場面じゃないだろ？」


    「そのこと自体には安心したが、カーシュ、さっさと本当のことを言って治療を受けろ。海で光の筒を振るときも顔に出ていたぞ。致命傷ではないにしろ、相当だ」


    「遠慮する。血も止まったし、革袋を没収される前に、自分でできそうな処置はした。まだいける」


    「言い方を変える。ことの大きさを自覚しろ。おれたちの手におえる話じゃない」


    「……船長、副長。サリューが王女様だっていうの、本当なんですか？　いや、言われてみればそうかなって気はするし、あのアレムの軍船から来た奴がしてた話からしても、そうなんだろうけど、なんか……」


    　ワッツが口にしたのは、どさくさに紛まぎれて、カーシュたちが今まで触れずにいた話題だった。


    　サリューがラザナスタ号に連れ去られた後は、砲弾回避のために『屑くず星ほし号』を動かすのに、沈没後は、海中で生き延びることに必死だった。シゼに拾われた後も、この待遇だ。状況もわからず、みだりにサリューの話題は口にできなかった。


    　だが、かなり厄やつ介かいなことになっているとシゼの尋問のおかげで判明したばかりだ。


    「王女で間違いないだろう。噂に聞いたサリュー王女と実際のサリューではかなりの差があったが」


    「……そうなのか？」


    　初耳だと言わんばかりのカーシュに、これだから、とオットーがぼやいた。


    「リエスの情勢にも気を配っておけと、常々言っていたろうが！」


    「俺だって、少し前に聖王が代替わりしたことぐらいは、集会で仕入れたぞ」


    　思わず言い訳をしてしまう。


    「サリュー・カトラ・レヘルレヴィは末娘で、甘やかされて育った高たか飛び車しやな姫だったそうだ。矛盾するようだが、素直で人を疑わない面もある。笑顔が多いのでリエス人にはおおむね好かれていたようだ。おれたちに届く話では、他の旧王家の人間同様、リエスで処刑された、という話だったがな。──本物だからこそ、ラザナスタ・ワイズと言ったか。奴は『屑星号』を沈めたんだろう。カーシュが予想した通りにな」


    「余計な目撃者は消せってやつですか……」


    　そして、実際、海の藻も屑くずとなるところだった。


    　重苦しい沈黙が落ちた。


    「──提案がある」


    　オットーの動きに合わせ、鎖の音が鳴った。


    「適当にシラを切って逃げ出すのが得策だ。シゼ・セルラ……ザレグがどこまで把は握あくしているかによるが、おそらく奴らはサリューの姿を確認していない。何かを掴つかんでいたとしても、せいぜいおれたちの船に少女が乗っていて、それを『ラザナスタ号』に引き渡した、ぐらいだろう。少女が何者か。もはやザレグにはどうしようもない。……想像はしていてもな。それこそ、『ラザナスタ号』を捕まえて船内を検あらためでもしない限りは」


    「さっきは吐けって言っただろオットー」


    「サリューが何者かは伏せて、ありのままをセルラに語れということだ。集会場で女子どもに甘い我らが船長が少女を保護した。報ほう酬しゆう目当てに依頼を引き受け、目的地に到達したが、そこでアレムの軍船に襲おそわれた──。どうだ？　この話から何を考えるかはザレグの自由だ。おれたちは何も知らない、ただの間抜けな不法船乗りというわけだ。これで少なくとも焦点は謎の少女に移る。あとは大人しくして、逃げ出す機会を窺うかがう。……ああそうだ。あの洞どう窟くつに何があったのかは、おれたちに言うなよ。今後のためにも、共有はしないほうが良さそうだ」


    「──何かはあったと思ってるわけだな」


    「サリューの素す性じようと、あの追っ手を思えば、何もないほうがおかしい。聖王家の隠し財宝でも……ああいや、肯定も否定もするなよカーシュ」


    　暗闇の中で、鎖が鳴る。オットーが手でも振ったのだろう。


    「とりあえず、肯定しとく」


    『レクキール号』。あの船は、聖王家の隠し財産に違いない。


    「おい……」


    　鎖の音がピタリと止やんでしまった。


    「……サリューの依頼な。依頼達成の暁あかつきには、最新鋭の船をもらうって約束をしたんだよ」


    　ぽつりとカーシュは呟つぶやいた。


    「報酬を取り立てに行く。本人にもそう言ったしな」


    　はじめから決定事項だ。


    「きっちり依頼を果たした分、このままだと俺たちも働き損だぞ」


    「言うのは簡単だ。この状況でどうやって取り立てに行く」


    　ジャラジャラと、今度はわざとオットーが鎖の音を出した。房に入れられ、身動きも満足に取れないことを揶や揄ゆしていた。


    「サリューを追うための船すらないんだぞ」


    　互いに表情は見えない。しかし、アレム軍時代からの付き合いだ。声こわ音ねから想像はつく。不機嫌そうにカーシュを睨にらみつけていることだろう。


    「借りればいい」


    　オットーの声がする方向をカーシュは見据えた。


    「誰から借りる？」


    「ザレグだな」


    　言い切ったカーシュに、一拍遅れて、オットーが笑い声を漏らした。


    「──そう来なくてはな」


    「おいおい……」


    　どの口でそれを言うのか。そんな言葉を吐きながらも、にやっとカーシュもまた笑った。


    「副長の義務として船長の無謀を諫いさめるため、最も無難と言える提案をしたまでだ。おれ個人としてはやられっぱなしは好かん」


    「副長、負けず嫌いですもんね……」


    　成り行きを見守っていたワッツが感想を述べると、


    「そういうお前は静かだったな」


    　オットーが意外だったとでもいうように呟つぶやいた。


    「だっていつものことじゃないですか。こういう船長と副長の話し合い。おれはどうせ船員としてついて行くだけなんで。こういうときは黙ってます。蛆うじ虫むし入りのチーズをひたすら食べようと挑んでました」


    　答えたワッツは飄ひよう々ひようとしている。


    「で、船長！　どうやってザレグの船をかっぱらうんですか！」


    「さっき本人が言っていた方法で、シゼを説得する」


    「……本人が言っていた方法？　案があるんだろうな」


    「大おお雑ざつ把ぱにはな。一部はオットーの案で行く」


    「──何のことだ？」


    「少女の依頼を受けて撃沈された哀あわれな不法船乗りの話をする。細かいところの補強はオットー、頼む。こういうときに頭を回すのも副長の仕事だろ？」


    　まずシゼを味方につける。力を貸すに足る相手だと認めさせなければならない。それが成功したら次だ。シゼを通し、ザレグ軍の上層と接触する。


    　彼らが大喜びしそうな餌えさは、カーシュの側にある。


    



    



    　五日が経過した。カーシュへの待遇は少々変化している。三人まとめて放ほうり込まれていたのが、仕切りができ、個別房になった。住すみ処かは最下層甲かん板ぱんの房で、鍵かぎ付きの鎖で床板に繋つながれている点には変わりがない。食事は日に一回。日の出、正午、日の入りを知らせる銅ど鑼らで時間の目安はついた。日の出の後、しばらくすると兵が運んでくる。ザレグ兵ではなく、この哨しよう戒かい船せんで働くようになったアレム兵が担当するようになっていた。


    　食事の内容は、海水を薄めた水と、蛆虫付きのビスケットとチーズだ。これにくわえ、なんとジャカも出るようになった。大いなる改善だ。食事が運ばれてくるときに、前日分の、空になった食器も下げられる。


    　尋問も毎日行われる。シゼがやってくることは少なく、大抵は代わりを任された士官が行う。やってくる時間帯はまちまちで、眠っているのにたたき起こされることもある。


    　三日目には嵐に遭遇したようで、哨戒船は揺れに揺れた。船の最下層で何もせず嵐を体験したのは得がたい経験だった。


    　五日目である今日は、日の出を知らせる銅鑼の直後、早朝の時間帯、二日ぶりにシゼが訪れた。角灯の明かりが房を照らす。


    「起きろ。カーシュ・ドヴァル、およびオットー・ジャニエス」


    　呼ばれたのは二人の名前だけだ。


    　ワッツだけは、房に入っていない。シゼの初尋問の直後、早々に自白して、虜りよ囚しゆうの憂うき目から逃れたからだ。カーシュとオットーは黙秘を続けている。ワッツの自白の裏を取るという名目での尋問が続いていたが、ザレグから見たカーシュたちの重要度は明らかに下がっていた。そのため、待遇も改善され、個別房に入れられることになった。シゼ本人が訪れる回数が減ったことからも顕けん著ちよだ。


    「二人とも。よく眠れているか？」


    「眠り方のコツを掴つかんできたところだ。自らがお目見えってことは、そろそろこの房から移送されるっていう朗報か？」


    　答えたのはカーシュで、オットーは無言だ。響いた鎖の音だけが、起床しているということを示していた。


    「その通りだ。上官の命令でな、午後にはお前たち二人は別の軍船送りになる。だがその前に──『不沈』の噂の真偽が知りたくてな。これは個人的な興味だ。そう呼ばれていたんだろう？　アレムの軍人として、任された船。囚人兵だけで構成された船だ。上官に見捨てられても、部下共々必ず生き残ったそうだな。実際のところはどうなんだ？」


    「嘘うそっぱちだ。沈んだことはあるし、オットーの指揮する船が救助に来なかったら確実に死んでいた」


    「だが、結局は生きているな。生き残るコツは？」


    「答えたら何かくれるか？」


    「望みによるな」


    「ワッツがどうしているか知りたい」


    　シゼは推し量るような視線をカーシュに投げたが、それは一瞬のことだった。


    「昨夜から、我が哨しよう戒かい船せんの料理兵の補佐を務めている。良い腕だ。働き者だと褒ほめられていたぞ。彼は移送されない。……お前も自白する気になったか？」


    「自白するような罪がないし、何度でも言うが、間かん諜ちようでもない」


    「──生き残るコツは？」


    「受け売りで良ければ言う。俺はそれを実践してるだけだ」


    「構わん」


    　即座にシゼが促す。


    「諦あきらめず、あらゆる運を味方につける」


    「──幸運に恵まれよということか？　難しいな」


    「違う違う」


    　大きく手を振ろうとしたカーシュは、鎖に阻はばまれた。


    「幸運も不運も無駄にするな。同じ運には違いない。不運の中にも活路はある」


    　口にすると、頭の中で、かつて交わした会話が蘇よみがえった。


    　──だからお前は、自分の乗ったスラム船が、アレムの軍船に、俺に捕まった不運を生かすんだ。この極寒の海に飛び込んで、そのちっぽけな命を散らしてどうする。


    　──アレムの軍人が何を抜かすんだ。捕まったら囚人兵行きだ。こき使われて殺される。


    　──そうはならないな。いいか？　とっ捕まったのはお前の不運だ。だが捕まったのが俺だったことは、お前の幸運だ。


    　──何が幸運だ。俺は何もかも失ったんだぞ。ふざけやがって。


    「何もかも失った男が何を言う」


    　くしくも、養い親との出会いで、カーシュが放ったのとまったく同じ意味合いの言葉をシゼが放った。


    「気持ちはわかる」


    　そんな言葉が自然とカーシュの口から飛び出る。


    「私をからかっているのか？」


    「いや、昔なら俺もそう思った」


    　シゼが片かた眉まゆをあげた。ゆるく首を振る。


    「もういい。コツは確かに聞いたからな」


    　機敏な動作でシゼが踵きびすを返した。カーシュの声が追う。


    「尋問は？　終わり？」


    「私による尋問はな。船を移ったら、そこでたっぷりされるはずだ」


    「……楽しみだな」


    「そうか？　やせ我慢でないと良いが。移送は部下に任せる。もう会うこともないだろう。ではな」


    　シゼと入れ替わるようにして、アレム兵が階段を下りてきた。


    　朝に一度の食事の運搬だ。角灯は持っていない。夜目が利きくというのも、このアレム兵が運搬係に抜ばつ擢てきされた理由だった。迷うことのない足取りで、皿に盛られた二人分の食事を両手にしながら歩いてくる。


    　そして、このアレム兵が運搬係となってから、木製の深皿にすべてが一緒くたにいれられるようになっていた。海水を薄めた飲料水に、蛆うじ入りビスケットとチーズ、ジャカがぶち込まれている一品だ。明かりの下で眺めれば、さぞや凄せい惨さんな一品だろう。


    　深皿を置き、空になった皿を回収するアレム兵に、カーシュは小声で告げた。


    「今日の昼、決行だ」


    　アレム兵は頷うなずくことで、その言葉に応じた。動作自体は見えなかったが、それによって起こったかすかな空気の動きがカーシュにアレム兵の返答を伝えた。


    　何事もなかったかのように、アレム兵がオットーの房に食事を置き、階段をあがってゆく。一連の流れは素早く、ここ数日そうであったように、ごく短時間で終わった。


    　手探りで引き寄せた深皿の中にカーシュは手を突っ込んだ。隣の房に声をかける。


    「そっちはどうだ？」


    　底まで探っても異物は見当たらない。チーズに触れ、二つにわったチーズとチーズの間に挟まれていた紙の包みを発見し、開けてみた。目の前に持ってくる。粉末だ。舐なめてみる。


    「こっちは、綱つな通しの尖とがった先端部分が一つ。鉄製だ。武器になりそうだ」


    「俺のほうは、痛み止めだな。二日連続だ」


    　交戦時、船員が負傷した箇所や程度によっては、船医が外科手術を船内で施ほどこす。カーシュの皿に入っていたのは、術後、患者に飲ませる薬だ。効果は覿てき面めんで、服用すると大分楽になる。さっそく粉末を口へ含むと、皿の海水をカーシュは飲んだ。


    　次に、これまでに同じ手口で手に入れてあった縫い針を自身と床板を繋つなぐ鎖の鍵かぎ穴あなに差し込む。服にさしてあるので針を見つけるのは簡単だ。


    　鍵を外す。鎖から解放され、カーシュは大きく伸びをした。息を吐いて肩を叩たたく。尋問の直後はこうして鎖なしの生活を満喫している。回を重ねるほど、鎖を外すための所要時間は短くなっていった。


    　隣の房へ向かう。そこには手首を回し、屈伸運動をしているらしいオットーがいた。


    　個別房にされてしまったのは、誤算だった。


    　朝食を取りながら最後の打ち合わせを行う。


    「締めはこれに限るだろう。……クリオーフ」


    　無事な航海を祈る。転じて、成功を祈願する意味でも用いられる。


    　手を叩き合う。


    「ああ。クリオーフ」


    　カーシュもそう返し、己おのれの房へと戻った。鎖を手に取り、鍵をかけ直そうとして、止やめる。バレないよう、鎖を巻いておく程度でいい。


    



    



    　正午を哨しよう戒かい船せん内ないに知らせる銅ど鑼らが鳴らされた。すぐには行動を起こさない。銅鑼が鳴った瞬間から、頭の中で数を数え始める。


    　その数が二千回まで達したとき、カーシュは瞑つぶっていた目を開けた。


    　空になっていた深皿で、ガンガンと床板を叩き始める。オットーもそれに倣ならったので最下層甲かん板ぱんではかなりの騒音が発生していた。ほどなくして、荒々しい足音と共に、ザレグ兵が階段を駆け下りてきた。


    「何用だ！　よりにもよって飯の時間に騒ぎ立てやがって──！　どっちだ！」


    　カーシュが返事をした。


    「俺だ」


    　とうに皿で床板を叩くのは止めている。床板を蹴けるようにしてザレグ兵がカーシュを怒鳴りつけた。


    「二度目だぞ！　また、呼んだだけ、などと抜かしたら痛い目を見せてやるからな！」


    「今回は違う。本気だ。前回のはまあ──」


    　角灯で照らされる前に、素早くカーシュは動いた。


    　ザレグ兵の懐ふところに飛び込み、腕を捻ひねり上げる。背後に回ると首筋に木製のくさびを突きつける。船乗りには欠かせない道具の一つだ。本来の用途は縄の端を解いてつなぎ合わせるためのものだが、人体に向ければ充分殺傷能力はある。


    「本番のための下見ってやつだ」


    　どれくらいの早さで、誰が、何人来るか。本番の前に、一度実験を行っている。前回はこのザレグ兵が一人。オットーが数えていたところによると床板を叩たたきはじめてから三百十二回だった。今日の場合はもっとはやく、二百一回だ。


    　また、別の足音が上から聞こえてきた。


    「先に行くなよ。次に奴らが呼ぶことがあったら、念のため二人で行くようにってシゼ船長から通達があったろ」


    　拘束した兵の口を塞ふさぎ、くさびを皮膚に食い込ませる。角灯を足で蹴けり、カーシュは兵ごと房へと引っ込んだ。


    　房内に落ちた角灯の明かりを目指し、二人目の兵が、駆け足で寄ってくる。──も、転倒した。足で引っかけたオットーの仕し業わざだった。そのまま殴って気絶させている。自分のいた房に鎖で繋つないでしまった。


    「人質は二人もいらんだろうからな」


    　ここで、三度目の足音が響いた。角灯を拾い上げたオットーが階段方向へ向け、照らす。


    「来い。手て筈はず通りだ。ワッツが飯に混ぜた薬が効いて、寝ている奴のほうが多い。シゼ・セルラの元へ案内する。急げ」


    　手招きしたのは、これまでカーシュたちへ食事を運んできていたアレム兵だ。元は敵だったが、立場は違えど『船の墓場』で海に投げ出された縁で、仲間に引き入れることができた。


    　どういうことなのか悟ったザレグ兵が歯ぎしりをした。


    「……反乱でも起こすつもりか。自分など人質にとっても船長は動じんぞ」


    「シゼ・セルラは、一兵卒の命を無視するような上官じゃあない。指揮官としては少し冷酷さに欠けている。そうじゃなかったら、俺たちもアレム兵もとっくに海の藻も屑くずだ」


    　ザレグ兵が怒声を発した。


    「やはり、アレムの間かん諜ちようだったか……！」


    「いいから歩け」


    　最下層甲かん板ぱんから、上の甲板へあがる。アレム兵の先導で進む。背後はオットーが警戒する。途中、持ち場で倒れ、居眠りをしている兵を何人か見掛けた。


    　この哨しよう戒かい船せんで働いている計五人のアレム兵も武器を手に、カーシュ一行へ加わった。起きているザレグ兵は、人質に気づくと近寄ろうとはせず、一定の距離を保とうとする。それがあだとなり、数の前に屈することになった。


    　船長室の扉をオットーが開け放った。人質を羽交い締めにしたまま、カーシュが踏み込む。


    　室内には、海図を広げ、立って議論しているシゼと士官の姿があった。


    　さらにアレム兵が侵入した。二人は武器を構え、残りは唯ゆい一いつの扉を内側から塞ふさいだ。


    「──カーシュ・ドヴァル。再びその顔を見るとはな。船長室に招待したつもりはないが」


    「無理矢理押しかけさせてもらった」


    「我が船を乗っ取りに来たのか？」


    「──いいや」


    　拘束していたザレグ兵を解放する。カーシュは両手を広げた。くさびも床へと落とす。


    　無防備になった反逆者に対し、解放されたザレグ兵が襲おそいかかろうとしたが、その前にシゼから静止の命令がかかった。


    「待て。武器を棄すてたのはカーシュ・ドヴァルのみ。お前が刃向かったところで返り討ちにあう。無駄な怪け我がはするな」


    「は！」


    　部下が従ったのを見たシゼは、カーシュに続きを促した。


    「それで？　乗っ取る気がないのなら、これは何なんだ？」


    「鎖で繋つながれ、囚とらわれている者が何を語ろうが、力を貸す気はない。あんたはそう言った。そこで俺たちも、口先だけの人間じゃあ、包み隠さず話をしてもザレグには取り合ってもらえないと結論を出した」


    「私が力を貸すに値する人間だと証明したと？」


    「そういうことになる」


    　カーシュたち三人のうち、誰か一人は、最下層甲板から脱出させる必要があった。そこで選ばれたのがワッツだ。元アレム軍人で間かん諜ちよう疑いのあるカーシュやオットーより警戒されにくい。人ひと懐なつこいという特技もある。そのための自白だ。そして船内を探らせ、アレム兵を引き込んだ。必要なものは運搬係のアレム兵が食事を運んでくる際に、深皿の中に仕込まれている。ワッツとの伝達役でもあった。


    　カーシュたちやアレム兵を除いた船内の乗員は五十六名。全員が敵となり得る。人質を取り先へ進むことは決定していたが、障害を減らすため、オットーによりザレグ兵への食事に眠り薬を混ぜる案が出た。それが実行可能とカーシュが判断を下したのが、今朝だ。シゼによって、ワッツが厨ちゆう房ぼうで職を得たと知らされた。おまけに、今日中にカーシュとオットーは別の軍船へ移送される予定らしい。その前にやらなければならなかった。


    「──話せ」


    　言うと、シゼは船長室の椅い子すにゆったりと腰掛けた。


    「俺たちが船に乗せていたのは、サリュー・カトラ・レヘルレヴィだ」


    「レヘルレヴィ……。聖王家か」


    　少女の正体が明かされても、呟つぶやいたシゼに驚きは見られない。


    「リエスの政変で、一人だけ、処刑されていない王族がいるという話は聞いたことがある。国を追われた王女を保護していたために、沈められたのか。それとも逆か。王女を保護したのはアレムのほうか？」


    「本人からの依頼があっての乗船だ。その依頼の半ばで『ラザナスタ号』に連れ去られた」


    「まさかとは思うが……」


    　カーシュが何を言い出そうとしているのか、想像がついたのだろう。シゼの面おもてに、形容しがたい表情が浮かんだ。


    「囚とらわれた王女殿下をぜひとも救出したい。ここにはザレグの力を借りに来た」


    　そのための証明であり、交渉だ。


    「──何のために？　アレムはリエスの──現聖王ジークの命令で動いている。王女一人取り返すために、アレムとリエスを敵に回せと？　哨しよう戒かい船せんのいち船長でしかない私にもわかりきっていることだ。王女を哀あわれには思う。しかし現実的ではない。わざわざ敵対してまでザレグが王女の奪還に手を貸す理由が？」


    「理由は、『船の墓場』にある。アレムは気づかなかった」


    「もったいぶるな」


    「あそこに潮の満ち引きで現れる洞どう窟くつがある。その中だ」


    「……『屑くず星ほし号』が、撃沈された辺りか」


    「場所を知らないと迷うぞ。中の構造も変わってる」


    　椅子の背もたれに背中を押しつけ、シゼが息を吐いた。


    「自分の目で見て確かめろ。そこまでの道案内は買って出てやる、というわけだな」


    「ついでに俺たちの所持品も返してくれると助かる。すべて愛用品だ。ないと落ち着かない」


    「他には？　この際だ。言うだけ言うがいい」


    「俺が道案内をしている間に、『ラザナスタ号』に逃げられちゃ困る。ザレグの支配海域に奴を留とどめておいてもらいたい」


    「王女奪還の話にザレグが乗るなら、我々の海域に『ラザナスタ号』がいれば、たしかに攻めやすい。──私がお前を最初に尋問したときから、腹は決まっていたわけか」


    　一つ、シゼが頷うなずいた。


    　だが、直後に彼女の口が発したのは了承ではなかった。


    「お前の言う話に、ザレグは乗るかもしれない。しかし、私への証明としては、まだ足りないな」


    　不敵にシゼは笑ってみせた。


    「なるほど。カーシュ・ドヴァル。私が見誤っていた。お前の『不沈』の呼び名は伊達ではないらしい。アレム兵を味方に引き入れた点も評価に値する。──だが、私の言ったことを一つ忘れていないか？」


    「……そうだったか？」


    「ああ。私に実力で勝てるぐらいの男になら手を貸す、と言った」


    「何をすれば、実力で勝ったことになる？」


    　椅い子すから立ち上がると、船長室の壁から、シゼは長剣を手に取った。


    「簡単だ。私と戦い、勝て。私は自分より弱い男につく気はない」


    　鞘さやから引き抜くと、抜き身の刃を、カーシュの立つ方向へ真まっ直すぐに突きつけた。


    「言葉で語り尽くすより、一戦を交えたほうが相手のこともよくわかる。私の持論だ」


    



    



    　場所は哨しよう戒かい船せんの上じよう甲かん板ぱん。それぞれ武器を持ち、カーシュはシゼと対たい峙じしていた。


    　何事かが船内で起こり、自分たちの船長と、虜りよ囚しゆうとなっていた不法船乗りが一対一で戦う事態になった。眠りから覚めたザレグ兵も駆けつけ、甲板は大おお賑にぎわいだ。


    　決着がつくまで、最下層甲板から脱走し、カーシュたちが引き起こした事については一時不問になった。これから行われるのは、小細工なしの勝負だ。


    「……それ一つでいいのか？」


    　戦いを始める前に、シゼがカーシュに話しかけてきた。


    「短剣は私も普段から装備しているし、悪くはないが……今からでも、好きな武器を用意することはできるぞ？」


    　シゼが長剣を得え物ものとしているのに対し、カーシュの持っているのは、短剣一つだ。


    「愛用品のほうがいい」


    　手に馴な染じんだ武器をカーシュは選んだ。普段は革袋に入り、専もつぱら魚を捌さばいたり、縄を切ったり、船内生活のために活用されているものだった。この勝負のために、返された。


    「武器のことを気にするなら、怪け我が人にんだってことを配慮して欲しいところなんだが」


    「ふむ。手加減しろと？」


    「そうしてくれると非常に助かる」


    「──逆だな。これまで私が戦った男は、試合の前は、手加減してやる、と揃そろって口にしてきたものだ」


    　シゼが、鞘さやから剣を引き抜き、甲かん板ぱんへ放ほうり投げた。


    　戦いが始まった。まず攻めてきたのは、シゼのほうだ。カーシュが短剣で刀身を受け止める。


    　金属が激しくぶつかり合う音が鳴り響いた。シゼが素早い動きで身を引いた。同時に次の手へ移る。攻勢を基本とし、体力の格差を、剣筋と速さ、そして正確さで凌りよう駕がする戦い方だ。


    　シゼに手加減？　女だからと侮あなどっていい相手ではない。シゼ相手に手加減など、よほどの剣技の才能が無ければ、そもそも不可能な話だろう。


    　攻防が続く。──仕掛ける回数は、格段にシゼのほうが多い。熱心に攻撃を繰り出しているシゼの顔に、楽しげな笑みが浮かんだ。
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    「どうした？　来ないのか？」


    「さて、な」


    　カーシュの戦い方は、シゼとは正反対だ。防戦を基本とし──相手の型を把は握あくしてから、一気に片を付ける。五分五分の戦いは、シゼに有利なほうへ傾きつつあった。大事なのは、相手の優勢を覆そうとしていることを悟られないことだ。そして時機。


    　シゼから、長剣による鋭い決めの一手が放たれた。


    「────！」


    　その瞬間、カーシュは短剣でそれを受け止めるのではなく、短剣の角度を変え、長剣を狙った攻撃へ切り替えた。シゼの長剣が彼女の手から弾はじかれ、甲かん板ぱんへ転がり、回転する。機を逃さず、カーシュはシゼの心臓に、短剣の切っ先を向けた。


    「お前の勝ちだ。……実戦なら、私の死亡か」


    　シゼの額には汗が光っている。負けたというのに、満足げだ。


    「どうだかな。実戦だったら、それこそどうなるかは、海神のみぞ知る、だ」


    　シゼは本気を出してはいたが、戦ったからこそわかる。あくまでも、命を賭かけてはいない、勝負事としての戦いへの本気だった。だからこそ、シゼも楽しむ余裕をもちながらカーシュに挑んでいたのだ。カーシュの反撃も、実戦であればこうもうまく嵌まったかどうか。むしろ、ザレグの協力を引き出したいカーシュのほうが、実戦さながらに本気だったのだ。


    「だが、勝ちは勝ちだ。良い試合だった。この一戦で私も納得できた。──いいだろう。カーシュ・ドヴァル。私はお前に力を貸す」


    　真剣な面おも持もちで、シゼが頷うなずいた。


    「私の上官である『トビアス号』軍本船長に話を通そう。航海に関しては、私単独では勝手な行動は取れない。悪いが、無断で『船の墓場』内の撃沈地点へ向かうことは不可能だ。『ラザナスタ号』の足止めについても同様だ。所持品は返す。その短剣以外もだ。私の裁量で可能だ」


    「……トビアス？」


    　ふと、その名前が引っ掛かった。


    「上官がどうかしたか？」


    　軍本船とは、軍船で編成を組む際に、中心となる船のことだ。普通、船の名前というのは一生ものだが、軍本船は例外で、船長が変われば合わせて船名も変更される。


    『トビアス号』なら、船長もトビアスだということだ。どこかで聞いたような名前だった。サリューのように、決してありふれた名前というわけでもない。だが──。


    「トビアス、なあ」


    　カーシュは眉まゆ根ねを寄せた。


    



    



    　ユール鳥の足に手紙を括くくり付けると、シゼはそれを船長室の窓から空へと放った。


    　旗印にユール鳥を描くだけあって、ザレグの軍船は一いつ隻せきにつき必ず最低一羽はユール鳥を伝令鳥として飼っている。


    　あの鳥特有の記憶力と頭の良さを利用し、手紙を運ぶ船同士を覚えさせ、伝達手段として利用する仕組みだ。複数の帆はん船せんを配下に置く軍船は、その数だけ飼育するユール鳥が増える。


    　こういった実利以外に、ザレグがユール鳥を重宝するのにはもう一つ理由があると言われている。


    　ユール鳥が出現した時期だ。水没以前のリエスには生息していなかった鳥だと学者は言う。


    　水没後の世界で発見された新種の鳥。それがユール鳥だ。


    　ならば、ユール鳥とはどこから来たのか？　海鳥とはいえ、産卵時には陸に巣を作る。リエスにいなかったのなら、どこで巣を作っていたのか？


    　リエス以外に陸地があるからに外ほかならない。そこからやって来たのがユール鳥である。


    　そんな説がある。


    　故ゆえに、新天地への野心があるザレグは、ユール鳥をこそ船団国家としての象徴にした。


    　アレムなどでは夢物語だと捉とらえられてもいる。ユール鳥は、船にも巣を作る。巣の材料はトリク海に漂っていたごみだ。繁殖に必ずしも陸地は必要ない。リエスに生息していなかったというのも、ただ人間が発見していなかっただけではないか？


    　現在、海鳥としてよく見掛けられるようになったのは、ユール鳥が環境に適応し、人間が飼い慣らしたからだ。


    　飛び立ったユール鳥を見送ったカーシュは、『屑くず星ほし号』に餌えさをたかりにきていた頭に赤い模様のあるユール鳥のことを思い出した。


    『ラザナスタ号』に攻撃を受けた際、『屑星号』から空へ逃げていったのが、カーシュがあの鳥を目撃した最後だ。無事だと良いが。


    「『トビアス号』から返答が来るまでの間に、こちらも始末をつけようか」


    　船長室には、シゼ以外に、カーシュ、オットー、ワッツが揃そろっていた。


    　シゼとカーシュの決着後、カーシュたちが船長室へ踏み込んだことは不測の事態に備えた訓練であると、改めてシゼによって周知された。カーシュとオットーの処遇も、虜りよ囚しゆうから乗船者程度まで格上げになった。


    　疑問に思う兵はいるだろうが、軍船においては上官の命令は絶対だ。カーシュに荷担したアレム兵たちも咎とがめを受けることなく、元の持ち場に戻っている。


    　船長室へカーシュたちが集まっているのは、所持品を受けとるためだ。


    　机の木箱の中から、没収される直前、革袋に入れた腕輪をカーシュは取り出した。


    　自身で装着する。次に外すときは、サリューに返す時だ。


    「結けつ晶しよう石せき付きの腕輪だな。返却を望むのも頷うなずける」


    「預かり物だ。所有者は他にいる」


    「道理で。──それにしてももったいない使い方をしたものだ。宝石より価値のある石を装飾品にするとは」


    　不法船乗りが持つには、高価過ぎる代しろ物ものだ。この腕輪が『レクキール号』の起動装置だとは、旧遺物にある程度精通していても、考えもしないだろう。せいぜい、旧遺物に似ている、と思うぐらいだ。当初のカーシュがそうであったように。


    「……それは？」


    　腕輪よりも、シゼが興味を示したのは、カーシュが次に革袋から取り出したものだった。カーシュが養い親から貰もらった、留め具の壊れた時計だ。


    「これは俺のだ」


    　船がどこを進んでいるか。正確に時を刻む時計も、位置を計測するのには欠かせない道具となる。これも、不法船乗りが持つにしては、過ぎた代物ではある。


    　コツコツとユール鳥が窓を叩たたいた。返答の手紙を携たずさえ、戻ってきた伝令鳥をシゼが迎え入れる。手紙に目を通したシゼは、口元に笑みを浮かべた。


    　顔をあげ、カーシュを見据える。


    「あらゆる運を味方につける、と言っていたな。たしかにお前は運を味方につけているかもしれないぞ」


    「というと？」


    「許可が下りた。正直、以前の私の上官なら、ここまで簡単にはいかなかったかもしれない。『トビアス号』は昇進人事に伴い、最近編成された軍本船だが、いい時期に捕まったな」


    　その口ぶりからは、『トビアス号』を率いる軍本船長への尊敬が窺うかがえる。


    「──これから、お前の言う洞どう窟くつに向かう」


    　力強く、シゼが宣言した。


    



    



    　急きゆう遽きよ、ザレグの軍船二隻せきが、『船の墓場』へ針路を変更した。


    『トビアス号』とシゼの率いる哨しよう戒かい船せんだ。この二隻は、動力船だった。カーシュが哨戒船の甲かん板ぱんから望遠鏡を借りて見た『トビアス号』は鉄船で、三本帆ほ柱ばしらと八十を超える砲門を持つ大型帆はん船せんだった。搭載量は千五百セーリア。三十ノードという、大型帆船としては破格、通常時の小型帆船の倍以上の速度でトリク海を突き進んでゆく。攻撃ができ、大型になるほど鈍足になる弱点は動力を用いることによって克服している。


    　動力を用いて航行する哨戒船の後を、『トビアス号』は一定の距離を保ってついてきた。


    　シゼの用意した海図に洞窟の場所を書き込み、カーシュが航海士として操そう舵だ室しつの業務に携わって二日。進んで来た航路を戻っているような航海は、たったそれだけの日数で終わってしまった。動力船としての性能をあますことなく活用して進んだからだ。


    　むしろ、潮が引き、洞窟が現れるのを待っている時間のほうが体感としては長かったかもしれない。


    　朝日の中、到着した当初は、海うな原ばらが広がるばかりのそこに、オットーとワッツ、シゼ、アレム兵以外の人間からは厳しい視線がカーシュに突き刺さった。


    　何故なぜ針路を変更したのか、詳細はザレグ兵にも知らされていないが、彼らにもカーシュたちが原因なのだろうということは推察できる。


    　わざわざ動力炉に結けつ晶しよう石せきを放ほうり込んでまで航海をし、着いた先が何の変わり映えもしない海とは、何事なのか。


    　乗船者扱いとなってから、カーシュは医務室で日に二度、腹の傷に粘つく薬を塗られるようになっていたが、心なしか女性船医の手つきも乱暴だった。年も近く、優しげな顔立ちをした女性で、「カーシュさん」と呼ばれる仲になっていたのに、「ドヴァルさん」へ後退してしまったほどだ。にもかかわらず、何故なぜか、オットーのことは「ジャニエスさん」から「オットーさん」になったようだ。解せない。


    　しかし、そんな空気も──女性船医からの呼び方は戻らなかったが──海中から岩が顔を覗のぞかせると払ふつ拭しよくされた。


    　ぽっかりと開いた洞どう窟くつの横穴に、船内のザレグ兵がざわめき出す。夜間にもかかわらず、碇てい泊はくしている『トビアス号』の甲かん板ぱんにも、哨しよう戒かい船せんのそれにも、わらわらと見物人が集まってきた。


    　カーシュの隣に、シゼが立った。洞窟を数秒ほど凝ぎよう視ししてから、質問を口にする。


    「中は、船で通行できるのか？」


    「潮が引く時機を見計らえば、この哨戒船で奥まで行ける」


    　カーシュがサリューと訪れた際、途中で岩肌を歩くことになったのは、潮が引きすぎていたせいだ。


    　船員が選別された。もともとの哨戒船の乗員に加え、『トビアス号』からも人員が送られてくることになった。『トビアス号』の軍本船長と、その護衛兵だ。


    　決定すると、接せつ舷げんした哨戒船へ、連結板を通じて軍本船長らしき赤毛の男が渡ってきた。その証あかしである階級章が軍服にも輝いている。


    「トビアス軍本船長！」


    　シゼが敬礼をし、迎え入れた。二人で何事か話し合っている。それが終わると、


    「この者が、お伝えしたカーシュ・ドヴァルです」


    　軍本船長を伴い、カーシュの元にやってきた。


    「トビアス・デスレーだ。話はセルラ船長から聞いている。君は私の部下ではない。楽にしてくれ」


    　軍本船長だというその男は、四十代ほど。初対面ではない。服装や話し方こそ異なるが、つい十数日前にも、カーシュが会ったことのある人物だ。


    「……カーシュ・ドヴァル」


    　だが、余計なことは言わず、カーシュは差し出された手を握った。


    「これから洞窟内へ侵入する。道案内を頼む」


    　それだけ言うと、トビアス・デスレーはすぐにその場を離れた。


    　そして、準備を終えた哨戒船は出発した。甲板には煌こう々こうと幾いくつもの角灯が輝き、一度目に通ったときとは雲泥の差の明るさと速度で直進する。


    「──あそこだ！」


    　甲かん板ぱんで視認していたザレグ兵が叫んだ。


    　海底湖に佇たたずむ真っ白な船体が、その存在を知らしめる。


    「旧遺物の船、か……？　現存するなんて……」


    「帆ほ柱ばしらがないぞ」


    　誰もが目の色を変えている。こうなると、カーシュはもう用済みのようなものだった。


    　哨しよう戒かい船せんと謎の船を接せつ舷げんするやいなや、調べるための兵が大量に乗り込まれる。シゼやトビアス軍本船長が先頭だ。


    「あー……。おれも向こうに行きたい」


    　ワッツがぼやいた。カーシュたち『屑くず星ほし号』組も道案内役として同行はしたが、居残りだ。めっきり人数の減った哨戒船の甲板で、指をくわえて見ていることしかできない。


    「副長！　副長もそうですよね！」


    「──カーシュ。お前、あの船をザレグに献上するつもりか？　あれは、サリューが探し求めていたものだろう」


    　ワッツの呼びかけには答えず、渋い顔でオットーが腕を組んだ。


    「まあ、見てろって」


    「充分見ているが」


    　ザレグによる謎の船の調査は難航している。


    　──それもそのはずだ。


    　起動に成功した『レクキール号』をそのままにしてカーシュは海底湖を後にしたわけではない。あのとき、サリューと去る際、再び船を停止させてから『屑くず星ほし号』へと帰還した。


    　上じよう甲かん板ぱんだけは自由に歩ける。しかし船内へ続く扉はすべて閉ざされ、あの赤い光が放たれているという状態なのだ。


    　ついには、哨戒船に積まれていた小砲が『レクキール号』に運び込まれた。大砲では船体への被害が大きい。そのため、威力は劣るが小砲で扉を破壊しようという試みだろう。普通の帆はん船せんなら、扉に穴が開く場面だ。


    　扉の一つ。その正面にザレグ兵が数人がかりで小砲を配置し、弾と火薬を込め、導火線に火をつける。


    　カーシュは耳を押さえた。激しい爆発が起こる。


    　しかし、扉には傷一つついていなかった。『レクキール号』の船体を構成する金属の強度が高い故ゆえか。三百年の時を超えても劣化することなく船を保全した機能によるものか。


    『レクキール号』の甲板から、軍本船長が戻ってきた。真まっ直すぐカーシュ目掛け歩いてくる。その後をシゼが追いかける。


    「──カーシュよ。どうやら、腹を割って話し合う必要がありそうだな？」


    　がらりと口調を変えている。


    「船だけ手に入れて、俺たちをぽいっとする予定は断念ってことか？」


    　それなら有あり難がたい。願ったりだ。


    「ああ。断念だな」


    　無念そうにトビアス・デスレーが告げた。


    　先ほど軍本船長としてカーシュに挨あい拶さつをした時の面影はない。初対面の時──『居住券』で不法船乗りたちを釣っていた、赤毛のトビアスのものだ。違うのは服装くらいだろう。


    『トビアス号』の名前を聞いたとき、カーシュはこの男を思い出した。


    　ただ、軍本船長とすぐには繋つながらなかった。しかし、盗人を倒した、訓練を受けた者ならではの動き。『居住券』を手に入れながら、リエスへの執着が薄かったこと。そして、カーシュがサリューに声を掛けようとし、止めたときの素そ振ぶり。あれは、サリューの素す性じように関し、確信に近い、何らかの予想を抱いだいていたからのものだった。ザレグの軍本船長なら、サリューの情報を得ていたのだとしてもおかしくはない。


    「ようカーシュ。集会場ぶりだな。こうして別の場所で会うことになったろ？」


    　改めて、トビアスが気安く挨拶をした。


    「……トビアス軍本船長？」


    　怪け訝げんそうなシゼの声が響く。


    「シゼ船長。船長室を借りたい。構わないか？」


    　トビアスが軍本船長の顔でシゼに問いかけた。


    「──私の同席を許していただけるなら」


    「余計な発言は許可しないが」


    「それで結構です」


    　船長室へ入るなり、トビアスの態度は再びがらりと変わった。


    「ったく。サリュー王女殿下を集会場で逃したのが、運の尽きだな」


    　がりがりと首筋をかいている。


    「……トビアス。シゼがやたら俺たちに詳しかったのは、あんたの仕し業わざだな？」


    『居住券』を賭かけて勝負をした。あれでカーシュはトビアスと知り合った。それまでは名前すら知らない同士だ。しかし調べようと思えば、不法船乗りでもあるトビアスなら、同じ不法船仲間しか知らないようなことも手に入れられる。それほど、トビアスは完全に集会場でも溶け込んでいた。


    　まるで勝手知ったるように話し始めたカーシュとトビアスに、シゼが目を白黒させている。しかし、余計な発言はしないとの命令を受け同席しているため、口を開くことはなかった。


    「おれが直接尋問するわけにもいかないだろ？　お前を拾ったのはシゼだし、悪いようにはしないと思ってな」


    「ザレグの軍本船長が不法船乗りとは」


    　一介の不法船乗りではなさそうだとは思っていたが、これはさすがに予想外だ。


    「勘違いするなよカーシュ。逆だ逆だ。おれが不法船乗りとして顔を売っていたのは軍本船長になるずっと前からだ。不法船乗りはアレムとファシェンの海域にも顔を出す。そこに目をつけた上からの任務でな。ま、任務自体は数年で自然消滅したんだが、個人的に続けていた次第だ。情報は得られる。掘り出し物は手に入る。ヤバいものは売り払える。良いことづくしだろ？　最近、予定外に軍本船長になっちまっただけでな」


    　トビアスが深いため息を吐つく。


    「……失敗したよな。本名で不法船乗りになるべきじゃあなかった。おかげでいまさら偽名にもできねえ。出世が仇あだになるとは」


    「俺はあんたがわざと『トビアス』を使ってるのかと」


    　しかし、反応を見るに、違うようだ。


    「十何年前だぞ。若かったんだ。ザレグの一兵卒の名前なんて、偽いつわる必要もないってな。正直、自分を見くびってた」


    　また、そして先ほどより深いため息が漏れる。


    「今回の集会でな。顔を出すのも、最後にするつもりだったんだよ。不法船乗りたちから、ザレグ以外の海域の動向を手に入れ、使つかい途みちのないあの券も景気よく手放してな。──ところが」


    　トビアスが両手を広げた。そういうときに限って、厄やつ介かい事ごとは起こる。


    「いい気分になってきたところで、場違いな娘の登場だ。それも、聖王家の血を受け継ぐ証あかしである、紺こん色いろの髪を持った娘ときた。髪の色だけで言えば、該当するのは、処刑された、いや一人だけ処刑を逃れたと何だの噂の、旧王家のサリュー王女殿下でしかあり得ない。……本人だとすればな」


    　見る者が見れば、ひと目でわかる特徴をサリューはそなえていたらしい。随ずい分ぶん、危ない橋をサリューは渡っていたのだ。


    「なのに、あんた、何もしなかったのか」


    「関わるなってお前を止めたろ？　忠告はしたぞ。おれも、当たりをつけただけだ。髪の色以外の確証はない。リエス信奉者なら有あり難がたがるんだろうが、そうじゃないしな。それにだ、カーシュ、お前はともかく、あそこで不法船乗りのトビアスが、親切ごかしに厄介事の種を背負い込んでいるような娘に話しかけたら、どうなる？」


    　不法船乗りであるカーシュには、トビアスの言いたいことがわかった。


    「……怪しまれる」


    　普通の不法船乗りなら、サリューには声を掛けないのが正解なのだ。


    　大きくトビアスが頷うなずいた。


    「そう。らしくねえんだよ。溶け込むのにどれだけ苦労したと思ってる。最後の最後で疑われたら終わりだ。あの時点で、王女殿下の疑いがある娘一人にそこまでの価値はない。……あるいは、王女殿下本人であってもだ」


    「……何故なぜだ」


    「どうせ死ぬ運命だからだ」


    　サリュー以外の旧王族は処刑されている。サリューだけが生存しているのは、父親の前聖王エディアルドが何らかの手を打ち、トリク海へ逃がしたからだ。見つければ、聖王ジークはサリューも殺すに違いない、というのがトビアスの考えなのだろう。仮に見つからなくても、陸しか知らなかった王女が一人で生きていけるほど、トリク海は優しい場所ではない。


    「とはいえ、お前が頭を突っ込んだからな。王女殿下の疑いがある娘を保護したカーシュごと監視するつもりだったんだが──『ラザナスタ号』が急襲してきたんで、目測がくるった」


    「『船の墓場』に、ザレグの軍船が侵入していたのは、あんたの指示だな」


    　魔の海域で偶然救助される。運と言うには、良すぎる。


    「あいつを追って行ったら、行き着いた」


    「発言を、お許しくださいますか」


    　今まで話を聞いていたシゼが口を開いた。鷹おう揚ようにトビアスが顎あごを引く。


    「──ご命令下されば、『屑くず星ほし号』が撃沈され、連れ去られる前に、私たちでサリュー王女殿下をお助けすることができました」


    「そしてアレムと戦争をするのか？　あそこで『ラザナスタ号』と交戦するってことは、そういうことだぞ」


    「ならば、カーシュたちの処遇については？　間かん諜ちようなどという疑いがなければ、私も虜りよ囚しゆうのような扱いをせずにすみました」


    「──集会場でおれが王女殿下を見つけたときとは、状況が変わったんだよ。『探し物』だ」


    　話しているシゼではなく、トビアスはカーシュを見た。来たか、とカーシュは思った。


    　しかし、顔には出さない。


    「……『探し物』、ですか？」


    「聖王ジークが探しているものだ。おれはてっきり、サリュー王女殿下本人のことだと思っていた。上によると、違うらしい。王女自身がリエスから持ち出したものか、はたまた──」


    　船長室の窓から見える『レクキール号』にトビアスが視線を投げた。


    　ついで、その視線を、カーシュへと定める。


    「『探し物』は気になるが、『トビアス号』で『ラザナスタ号』と戦うほどか？　否いなだな。かわりの手がかりは拾った。王女殿下と行動を共にしていたお前だ、カーシュ。だが、お前が素直に吐くかというと疑問でな。お前、女に弱いだろ？　そこで尋問はシゼに任せた。……引っ掛からなかったみたいだけどな。だから手荒い真ま似ねに──その手のことに慣れている軍船に移そうとしていたんだが」


    「俺が何も知らないとは考えなかったか？　その可能性もある」


    「……お前もしゃあしゃあとよく言うな。まあ、何も出てこなかったら、それはそれで問題はねえよ。どうにもならないってことだ。何か出てきそうだったから、こうして迅じん速そくに動いてやったろ？　他のザレグの軍本船長だったら、シゼの頼みなんぞ却下だ却下」


    　悪びれず、トビアスが言ってのけた。


    「お前だって、肝心のことは隠してたじゃねえか。満ち引きで現れる洞どう窟くつの中に、ザレグが王女を取り返したくなる理由がある。──船があった。おそらくトリク海にただ一つの船だろうな。各船団が総力をあげても、作れないような、動力船だ。小砲で試したが、大砲でも壊れねえだろうな。これだけでも、この一いつ隻せきで海戦の戦況をかえられる。たいしたモノだ。だがな、操そう舵だ室しつに入れない。上じよう甲かん板ぱんにしか上がれないんじゃ、ただのガラクタだぞ。──カーシュよ、知っていて、言わなかったな？」


    　敵でも見るかのような、鋭い眼まな差ざしにカーシュは自然体で応こたえた。


    「動かないってことを、ザレグ人の目で確かめるべきだろ？」


    　実際に、『レクキール号』の異様さを目まの当たりにして、ぜひとも動かしたいとザレグの人間にも思ってもらわなければ困る。


    「──どうすれば、この船を動かせる？」


    　それは真しん摯しな問いだった。


    「サリューだ」


    　即座にカーシュも答えを返す。


    「王女殿下だと？」


    「サリューがいれば、船を起動できる。扉も開く。前聖王が、サリューだけを逃したのは、そのせいだ。だからこそ、サリュー本人が『探し物』だ」


    　カーシュの考えでは、サリューはエルを操る能力を持っている。なにしろ、虜りよ囚しゆう生活で考える時間はたっぷりあった。旧遺物に関することなら、思索も苦ではない。


    　水没以前の時代に生きていたなら、エルを用いて変換器なしで火や風を起こせた。そういう類たぐいの人間だ。『来訪者』もそうだろう。だからこそ、腕輪には空気中に漂っていたエルの代用品として、結けつ晶しよう石せきが填はまっている。そして、サリューが填めた場合にしか腕輪は真の意味では機能しない。


    　以前、サリューが海へ落ちた時、その身体からだが発光していた。旧遺物の技術を用いた腕輪による効果かと思ったが、それよりは、結晶石を通してサリューがエルを無意識に操っていたと解釈するのが妥だ当とうだ。


    「王女殿下がいれば、あの船を動かせる、か」


    　──まだ、トビアスを完全に味方につけるには、弱いか。


    「サリューがいたから、俺はあの船──『レクキール号』の中に入れた」


    「お前は、内部を見たのか！」


    　これまで一定の調子を決して崩さなかったトビアスが、はじめて声を荒らげた。


    「そして、船長室には、新天地の位置を記した海図があった」


    「……何だと？」


    　トビアスが血相を変える。──食いついた。


    「パルメダ。それが海図にあった新たな陸地の名称だ。これも、サリューでないと見ることすらできない。サリューを取り返せば、『レクキール号』と、パルメダの地を記した海図が手に入る」


    　どの船団国家よりも新天地を追い求めているザレグが動くには、充分過ぎるぐらいの理由だ。


    「海図も王女殿下頼りか。──そうか」


    　合が点てんがいったというように、トビアスが独りごちた。


    「前聖王のエディアルドは……」


    　さらに小声で呟つぶやいたが、続きは喉のどの奥に消えた。


    　すっと顔を上げ、カーシュに対し言葉を紡つむぐ。


    「たしかにザレグには利点がある。戦争も辞さないほどの、だ。リエスにこだわる必要がなくなるからな。『トビアス号』だけの話じゃない。ザレグ全体が動くでかい話だ。ザレグ人として、俺もぜひとも王女殿下を取り返したくなってきた」


    　けどな、と続けた。


    「お前の利点はなんだ。さっぱりそれがおれには理解できない」


    「ただの不法船乗りだからだ」


    　どこへだって行くことができ、何をするのも自由。しかし軍に属していては、自分の意思は常に二番目だ。


    「不法船乗りは、やりたいと思ったことをやる。サリューは、王女様として乗船していたんじゃない。『屑くず星ほし号』の船員だった。船長として仲間は取り返す。本人が望んで行ったならまだしも、あれは強制だ。船員を見捨てるような船長は屑くずだ」


    　自分の意志に従って、船員を取り返す。


    「いたって単純。簡単だろ」


    　カーシュにとっては、利点どうこうの問題ではない。


    「……何も考えてねえ、とも言うな。お前、軍人を辞めて正解だ」


    「あー……。自分でもそう思う」


    　あれはあれで鍛えられたが、性しように合っているのはいまだ。特に軍に残り続ける理由も、なくなっていた。


    「てめえみたいな奴は苦手なんだがな。おれがいままで潰つぶしてきたような系統の人間だ。とことん邪魔したくなる。おれが軍本船長っていう地位にいることを感謝しろよ。でなかったらおれ自身の意思を尊重してる」


    「トビアス軍本船長！」


    　シゼの非難の視線を浴び、しかしまったく堪こたえていない様子でトビアスが顎あごを撫なでた。


    「そして、シゼみたいな奴には好かれるんだよな。カーシュ、お前、シゼに何しやがった？　お前がやらかしたことの詳細な報告は、まだ受けていない」


    「尋問での会話を少々と、人質を取ってこの船長室に乗り込んだのと、甲かん板ぱんで訓練試合？」


    　言っていて、物の見事に物騒なことしかしていないことに気づかされる。


    「試合？　シゼと戦ったのか？　勝敗は？　ああ、いや、わかった。カーシュの勝ちか」


    　カーシュではなくシゼの顔を見て、トビアスは勝敗を言い当てた。


    「勝ったならそりゃあな、シゼなら肩入れするわな。けどなあ、──カーシュよ、シゼはまだ十代なんだぞ。たぶらかすなよ。シゼの部下に殺されるぞ」


    　カーシュは目を剥むいた。まじまじとシゼを見やる。


    「十代……？」


    　それは予想していなかった。同い年か、一、二歳は年上だろうと踏んでいたぐらいだ。


    「……悪かったな。私はまだ十九だ」


    　吐き捨てると、シゼがそっぽを向いた。年下だということが実感できた。尋問中も、一度だけ拗すねたような表情を見せたことがある。あれは作られたものだったが、今回は素だ。


    「シゼは怒らせると怖いぞ。背後には怖い親父もついているしな」


    　揶や揄ゆするようなトビアスの物言いに、シゼが表情を変える。


    「父と私は無関係です」


    　トビアスが肩をすくめた。


    「──雑談はこのぐらいにして、だ」


    　世間話の延長のように、ザレグの軍本船長の一人である男は、決断を下した。


    「いいぜ、カーシュ」


    　口調とは裏腹に、その場の空気が緊張感をはらんだものへ変化する。


    「もともと指令船から各軍本船長にのみ、通達されている密命がある。──アレムの軍船がザレグの支配海域を航行中、相応の裏付けがあれば、各自の判断での交戦もやむを得ず」


    　相応の裏付け。カーシュがザレグへの餌えさとして提示した、『レクキール号』と新天地への海図。この二つこそが、その根拠となる。


    「『トビアス号』は王女奪還に乗り出す。ザレグの指令船にもユール鳥を送って経緯を伝えるが、返事が来る前にとっととやるぞ」


    「最初からそう言って欲しかったところだな」


    「そりゃあ無理だ。──それで？　救出するための、策の一つや二つはあるんだろうな？」


    「俺だって、ただ独房で蛆うじ虫むし入りの飯を食らっていたわけじゃない」


    　カーシュは笑い返した。

  


  
    



    第五章　奪還


    



    　船室にある、たった一つの小窓は二重になっていた。


    　同じ大きさの木材が、窓全体を覆ってしまっている。


    　釘で打ち付けてあるのは、六か所。銀の小こ匙さじを使って、毎日毎日、この釘をどうにかすることだけにサリューは専念してきた。後は手で回すだけで取れるところまで来たのが五か所。固い。最後が一番手間取っている。


    　──扉を叩たたく音がした。


    　サリューは素早く窓から離れると、まだ半分以上が残っている昼食の脇に小匙を置いた。


    「……どうぞ」


    「ご機嫌はいかがですかな？　元王女殿下」


    　入室してきたラザナスタに、サリューは無表情で応じた。


    　賓ひん客きやく待遇を受ける虜りよ囚しゆう。それが『ラザナスタ号』でのサリューの立場だった。


    　軍本船長につぐ、最も良い船室をあてがわれ、部屋には湯殿まで併設されている。しかし窓は用をなさず、景色すら目にすることはできない。


    　海の様子が見えたところで、どこを漂っているかわかるはずもない。そうであっても、もし行き交う船があれば、何か目印のようなものが見えれば、サリューにだって見当をつけるぐらいのことはできる。その手段すら、閉ざされていた。


    　食事が運ばれ、それを食べて、眠る。あの日から、十五日以上が経過していた。すでに、『屑くず星ほし号』に乗っていた期間よりも、長い。聖地へ着くまで、後猶ゆう予よはどれくらいあるのか。


    　ラザナスタが用意した、リエスで着慣れていたはずのドレスは、とても動きにくかった。重く感じる。シャツとズボンはなんと軽かったのだろう。


    　窓を開け、外の様子を見ること。


    　その目標が、何とかサリューの気力を奮い立たせていた。でないと、『屑星号』のことを考えてしまう。希望のような、あやふやなものが胸の中を占領し始める。


    　自問自答をはじめてしまう。


    　どうして死んだなんて、決めつけるの？


    　もしかしたら、生きているかもしれない。


    　沈む前に、船から脱出したかもしれない。


    　そうに違いない。きっとそう。


    　でも、脱出できたとして──その後は？　誰が、カーシュたちを助けてくれるの？　あそこは『船の墓場』と言われる場所なのに。


    　希望は真っ黒に塗りつぶされる。


    　生きていると信じたい。それこそ、リエスの城で暮らしていた頃なら、ただ一心に信じていられた。奇跡が起きて、カーシュたちを救ってくれたと。愚かなほど無邪気に。


    　そうしたくとも、無理になっていた。


    　希望を抱いだき、自分でその希望を砕く。その繰り返し。


    　治療を施ほどこし、同じ部屋で過ごしているユール鳥が、唯ゆい一いつの慰なぐさめとなっていた。


    　窓を開けようと思い立ったのも、ユール鳥が窓を覆う木材をくちばしで何度もつついていたからだ。小窓が開閉できるようになれば、そこから逃がしてやれる。


    　ユール鳥は部屋の中を飛び回れるまで回復していた。船室は、彼には窮きゆう屈くつそうだった。


    「鳥は睡眠中ですか。いいご身分だ」


    　押し黙るサリューを尻しり目めにラザナスタが、眠るユール鳥に視線を投げた。一見、ただ調度品の上に止まっているように見える。


    「ユール鳥。普段世話になっていると言えばそうなんですが、嫌な鳥ですねえ。たかが鳥。されど鳥。……ザレグを連想させる」


    　発言が進むほど、酷こく薄はくさを増してゆく声こわ音ねに、その視線を遮さえぎるようサリューは立つ位置を変えた。


    　気け圧おされることのないよう、せめてもと、王女らしい態度で振る舞う。


    「……何か、あったのですか」


    　この男は、用がなければサリューの元を訪れない。


    「ええ。少々ご報告までに。我が『ラザナスタ号』はザレグの支配海域に入り、抜けようとしていました。……しかし、そのザレグにここ数日足止めを食らっておりまして。嫌がらせ、難癖の類たぐいをザレグの軍船が仕掛けてきているのです。いろいろと理由をつけて、こちらが断れないように仕向けてくるのがまた……。もしや、元王女殿下に、何か心当たりがあるのではないかと、念のために」


    　サリューは失笑した。なんて馬鹿馬鹿しい。


    「わたしに何ができるというのです。ずっとこの船室にいました。あなた以外に、わたしと口をきこうとする者もいません」


    　食事を運んでくるのは、同じ年頃の少年だったが、彼は何度サリューが話しかけようとも、黙しているだけだった。


    「報告は耳にしています。元王女殿下におかれましては、食欲もないようだとか。食事の内容にご不満でも？」


    　サリューには贅ぜい沢たくな食事が供されている。火を通し、調理した数々の料理が、船上では貴重なものなのだということは、身に染みていた。


    「……不満などありません。楽しみにしています。ですから、時間をかけていただくことにしているだけです。今日の分も」


    　すぐに食べ終わったら、食器ごと下げられてしまう。小こ匙さじを釘開けの道具として使える時間も減ってしまうため、サリューは故意にゆっくりと食事をする。


    「それを聞いて安心しました。船上ではこれが精一杯ですのでね。陸とは違いますから」


    　リエス育ちのサリューを揶や揄ゆするように、ラザナスタが言う。


    「聖地に着くまで、元王女殿下には不自由なく過ごしていただきたい。それが私の願いです。ですから、どうそこのまま大人しくなさっていてください。──くれぐれも船室の外に出ようなどとは企みませんように。見張りも置いております。見張りも私の大切な船員の一人ですから、殿下を逃したせいで処罰を下すようなことはしたくないのですよ」


    「承知しています」


    　しかし、笑いながら処罰を下すのだろう、とサリューは思った。見せしめのためだけに。


    「お話は、終わりでしょう？」


    「いえ。本題は別にあるのです。どうぞ、元王女殿下」


    　軍服の胸元から、リエスの紋が入った、書簡をラザナスタが取り出した。かすかに紋は青く光っている。聖王にのみ許される、青い塗料が使われた印だった。


    「聖王ジーク様から、お手紙が届いています」


    　封がなされているそれを受け取る。しかし、ラザナスタが立ち去る様子はない。


    　サリューが手紙を持ったままでいると、にっこりと微ほほ笑えんだ。それでいて、真っ暗な海のような色をした目は、決して笑っていない。


    「どうか、私に遠慮なさらず」


    　仕方なく、サリューは封を開けた。


    「…………」


    　──城から盗み出したものを返却すれば、命は助けよう。もし盗み出したものによって何かを発見したのであれば、それは破壊されるべきものだ。触れず、口外せず、この聖王ジークにのみ伝えよ。無闇に広めれば、それはリエスの滅びに繋つながる。心せよ。


    　読み終わる。叔父おじが姪めいに送ったとは思えない、簡潔な文章のみで手紙は綴つづられていた。筆跡は、叔父のものだ。


    　サリューは唇を噛かみしめた。


    　破壊されるべきもの？　『レクキール号』が？　そうは、思えなかった。


    　叔父は、『レクキール号』のことを、知っている？　『来訪者』のことは？


    　パルメダ。


    『来訪者』が、『レクキール号』の中に残した海図に描かれていた陸地の名前が、脳裏に思い浮かんだ。


    　何もかもが急変したあの日、父がサリューを逃がし託したのが、どうしてあの二つだったのだろう。『レクキール号』も、パルメダの地も、聖王であった父の命を救うことはできない。


    　サリューのためなのか。けれども、生きていくだけなら、パルメダを目指す必要はない。王女ではない、ただのサリューとしてトリク海に紛まぎれ込むほうが、よほど現実味がある。


    　だから、父の望みは、やはりサリューが、『来訪者』の地へ向かうこと──。


    　どうして、と思う。


    　新天地の存在は、魅力的だ。サリューにだってわかる。心が躍る。


    　でも、リエスという陸地がある。


    　三つの船団国家がある。


    　世界は、問題なく動いている。


    　それに──。


    　項うな垂だれる。『レクキール号』が次に、誰かに発見されるのは、いつになるのか。


    　カーシュに腕輪を渡したことを、サリューは後悔していない。叔父おじが何を考えているのかわからない以上、父に託されたものを、『レクキール号』のことを自分の口から話すわけにはいかない。そう決意はしていても、自分で持っていれば、腕輪を守り切れないかもしれない。


    　あの洞どう窟くつで、『レクキール号』は眠り続ける。


    　いまのサリューが叔父にできる抵抗は、それぐらいだ。


    　悔しかった。


    　手に力がこもる。クシャリと、紙が寄った。


    「手紙にはなんと？　差し支えなければ、お聞かせ願えますか」


    　サリューは、封筒もろとも、手紙を破った。文字が判別できなくなるまで細切れにし、手の内から逃す。紙かみ吹雪ふぶきが船室に舞った。


    「よくわかりました。癇かん癪しやくを起こし、破りたくなるような内容だったようですね。しかし、返事は書いていただきますよ。リエスまで、先は長いですからね。道具はすでにこの部屋に用意してあることですし」


    　船室には、ラザナスタの言うとおり、書机があり、紙もペンもあらかじめ揃そろっていた。


    「それが礼儀というものです。あなたが何を書いたのか、中身は私が検分しますがね。あとで誰かよこしましょう。よろしいですね、元王女殿下？」


    「…………」


    　わずかに、サリューは首を縦に振った。


    「素直で助かります。ああ、お食事はごゆっくり。──では、失礼」


    　ラザナスタはサリューに手紙を読ませることで、反応を見たかったのだろう。満足げに笑うと、退出していった。


    　一人に戻ったサリューは、床に散らばる紙片を見下ろした。片づけをしようという気は起きない。手紙の返事を書こうという気も。


    　小こ匙さじを掴つかむと真まっ直すぐ窓辺へ向かった。作業に没頭する。どれくらい、経たったろう。


    　六個目の釘が、緩んだ。


    「！」


    　釘をすべて抜き、サリューは木材を窓から剥はがした。外の様子を見逃さんと硝子ガラス窓に顔を近づける。


    　──海。変わり映えのしない海。


    　しかし、船影が見えた。『ラザナスタ号』に随行している軍船とは、異なる。目視では、はっきりと全体の数まではわからない。中心にある船の、帆の色が白だということは、かろうじて判別できた。


    　ラザナスタの言っていた、ザレグの軍船だ。


    　アレムとザレグは、険悪な仲だ。トリク海の政情にさほど詳しくないサリューでも、三つの船団国家の関係性は頭に入っている。


    　それから──短たん艇ていが二隻せき。どちらのだろう？　ちょうど、『ラザナスタ号』とザレグの軍船の中間地点に留とどまっている。


    　何をしているのか。


    　羽音がした。眠っていたユール鳥が、サリューの肩に止まった。心なしか、興奮した様子で硝子窓をくちばしで叩たたいている。


    「……出たいのね？」


    　小首が傾かしげられ、紅玉のような瞳がサリューを見た。


    　窓は開閉式のようだった。建て付けは良いとは言えず、サリューが全身の力を込めてようやく少しだけ開く。ユール鳥がさっそく頭を開いた隙すき間まに突っ込んだ。我慢しきれないらしかった。心情が伝わってくる。外へ飛び立ちたい、と。窓から離れようとしない。


    　小さくサリューは笑った。


    　もっと開けないと、ユール鳥の望みを叶かなえるのは無理そうだった。


    　海からの風が、流れ込んでくる。息を吸い、それを味わう。


    　淀よどんでいた気持ちも、空気も、わずかにはらわれた心持ちがした。


    　──このまま『ラザナスタ号』にいては、リエスに連れて行かれるだけ。


    「……ザレグなら」


    　違いは、あるかもしれない。


    　サリュー・カトラ・レヘルレヴィが、『ラザナスタ号』に囚とらわれ、助けを求めていると、向こうに見えるザレグの軍船に伝えたら？


    　何も変わらないかもしれない。変わるかもしれない。ザレグの軍船に届くとは限らない。誰の目にも留まらないかもしれない。最悪の場合は、『ラザナスタ号』の船員に見つかってしまうかもしれない。


    　それでも。


    　サリューは書机に駆け寄った。紙に、走り書きをする。折り畳む前に、床にしゃがんだ。紙切れの中から、青く発光する紋のある部分を拾い上げた。聖王が関わっているという証あかしにもなる。走り書きの主の主張に信しん憑ぴよう性せいをもたせることにもなるはずだ。


    　紙片を包み、走り書きを折り畳む。


    　そして、ユール鳥の足に結んだ。


    　力任せに、小窓を押し開ける。


    「行って！」


    　ユール鳥は、灰色の翼を広げ、大空へ飛び立った。


    



    



    「ラザナスタは出て来ない、と……」


    　望遠鏡を構えたまま、カーシュは呟つぶやいた。


    　雲行きも怪しくなってきた。帆ほ柱ばしらの先にある、ユール鳥が描かれた旗印がなびく方向も一定でなく、変わりっぱなしだ。悪天候へ変わるか、晴れ渡るか。


    　場所はザレグの支配海域南方。


    　ザレグ側からは『トビアス号』。アレム側からは『ラザナスタ号』。所属の異なる二隻せきの軍本船は、傘さん下かの帆はん船せんを周囲に、距離を置き、膠こう着ちやく状態を保っている。


    　そんな両船の間に動きがあったのは、つい先ほどのことだ。


    　間接的なやり取りではらちがあかない。


    　双方で使者を出し、話し合いの場を設ける。そう決まった。


    　どちらかの船へ使者が赴おもむくのが常だが、『ラザナスタ号』は、自船へザレグ人を招くのも、アレム人が『トビアス号』を訪ねることも拒否した。


    　かくして、互いに短たん艇ていを出し合い、海上で使者同士が交渉を行うことになった。


    　望遠鏡では、先の光景を拡大して見ることはできても、当然音までは拾えない。


    『トビアス号』からの使者は、トビアス本人だ。対し、『ラザナスタ号』は、軍本船長であるラザナスタの代理を寄越してきた。


    　何の交渉か。


    　不当な略奪を行ったという疑惑──ザレグの支配海域内で行われていた不法船乗りたちの集会に乗り込み、拿だ捕ほした不法船から物資を回収した──を名目に、ザレグは『ラザナスタ号』を足止めしている。船内の捜索を要求した。


    　アレムの支配海域ならいざ知らず、不法船からの物資の押収は、『ラザナスタ号』に許された権利ではない、という主張だ。


    　ラザナスタは疑惑を否定し、要求も拒否した。『トビアス号』による監視の中止と、航海の続行を望んでいる。


    　この交渉が決裂するのは織り込み済みだ。


    　そして単純な戦力を比較すると、『ラザナスタ号』に軍配があがる。


    『屑くず星ほし号』で相対したときは、小型軍船を四隻せき従えているのみだった『ラザナスタ号』は、同型の大型帆はん船せん一隻、五百セーリアの中型帆船三隻、百セーリアから二十セーリアの小型帆船五隻を新たに布陣に加えていた。これらはいずれも砲門を有している軍船だ。


    　対し、『トビアス号』。大型帆船は『トビアス号』一隻のみ。シゼの哨しよう戒かい船せんが一隻。


    　そして、二十セーリアの小型帆船が一隻。これは、トビアスから指揮しろとカーシュに与えられたものだ。縦じゆう帆はんを軸に、横おう帆はんの帆装も持つザレグ所有の小型軍船で、規模や外見がどことなく『屑星号』に似ている。ボロいという点も。


    　武装もない。船員は、必要最低限、オットーと、もともとは『ラザナスタ号』のもとで働いていた第三軍船のアレム兵のみで占められている。ワッツは今回、哨戒船に乗っている。


    　ザレグ側の戦力のうち、外観で攻撃能力があるとわかるのも『トビアス号』のみだ。


    　ザレグと事を構えるのを避けるため、『ラザナスタ号』も大人しく碇てい泊はくしてはいたが、そろそろしびれを切らしているはずだ。


    　なにしろ──ラザナスタからすれば、戦っても勝利し振り切れる戦力差だ。そうしてアレムの支配海域へ逃れればいい。


    　交渉が不首尾に終われば、即交戦へ突入する。


    　これが両者の共通の認識だ。


    　ただし、ザレグとしては、戦線の火ひ蓋ぶたが切られたとき、そうならないよう努力したという名分が欲しい。


    　欲を言えば、ラザナスタ号から仕掛けたという形もだ。


    　──その時を、いまかいまかと待っている。


    　向かい合う短たん艇ていに乗船したトビアスと向こうの士官は、まだ話している。が、望遠鏡を覗のぞくカーシュの視界に、一羽の鳥が映り込んだ。何かが引っ掛かって、行方を追う。


    　一羽の鳥──ユール鳥は空を旋回し、カーシュの乗る船までやってきた。


    　望遠鏡を下げ、カーシュは空を見上げた。


    　確信した。ユール鳥が、何とも優雅に甲かん板ぱんに降り立った。まったく物もの怖おじせずに、我が物顔でカーシュの足元まで歩いてきた。


    「お前……」


    　このふてぶてしさ。頭に赤い模様のある、『屑星号』の沈没以来、とんと見掛けていなかったあのユール鳥だ。


    「生きてたか！」


    　衝動のまま、両手で鷲わし掴づかみにしてその身体からだを持ち上げる。


    　痩やせたということもなく──。


    　カーシュはユール鳥と見つめ合った。


    「お前……太ったか？」


    　体重が増えているし、羽根ツヤも良い気がする。


    「痛って！」


    　遠慮なく腕をつつかれた。翼をカーシュに押さえられているためか、さらには足も使って蹴けり上げてくる。まだ腹の怪け我がは完治したわけではないので、遠慮のない攻撃は響く。


    　腕を突っ張り、距離を取る。そこでカーシュは、自分を蹴っていたその足に結ばれた手紙に、目を留めた。このユール鳥は野良だ。伝令鳥としては訓練されていない。


    　誰が？


    　カーシュが手紙を取り外すと、ユール鳥は肩へと移動した。


    　折り畳まれた紙を開く。紙片が出てきた。青く発光する特殊な塗料で記された印の部分だけを故意に入れたようだ。


    　紙には、急いで書いたのだろう、走り書きが。


    　内容を踏まえ、望遠鏡で、『ラザナスタ号』の窓という窓をしらみつぶしに確認する。左さ舷げん側の一室に、それらしきものがあった。──あそこだ。


    　返事を書きたい──が。


    　カーシュは頭を掻かいた。『ラザナスタ号』を見つけ、膠こう着ちやく状態に陥った時点で、この船にあった物資はほとんど降ろしてある。積荷は船員のみと言ってもいい。作戦のため、余計なものは一切ないのだ。インクやペンなど残っているはずもない。


    　自身の革袋を探ってみても──と、


    「……これなら」


    　返事の代わりにはなりそうだ。相手にも必ず伝わる。


    　鎖の付いた時計。その鎖を輪っか状に結び、カーシュはユール鳥の頭にかけた。果たしてこの鳥が運び屋としての役割を果たしてくれるのか。こういうときは、カーシュは己おのれの勘を信じることにしている。大丈夫そうだと思える。それが大事だ。


    　手紙を仕舞った。ついでにあとで自分が食べようと取っておいたパンをちぎり、ユール鳥に分け与える。


    「カーシュ！　動きがあったぞ！」


    　オットーが一声をあげた。その声に驚いたのか、ユール鳥が空へ舞い上がる。帆ほ柱ばしらの先端に止まった後、キョロキョロと周囲を見渡す。そして、『ラザナスタ号』の碇てい泊はくするほうへ飛び立っていった。


    　しかし、そんなユール鳥の動向を気に留めた者は、ほとんどいなかった。


    　両軍本船から出され、至近距離で向かい合っていた短たん艇ていの動向にこそ、関心は寄せられていた。


    　それぞれの短たん艇ていが、反対方向へと向きを変え、櫂かいを漕ぎ移動をし始めた。


    　手についたパン屑くずを払い、カーシュはいまだ遠い『ラザナスタ号』を見据えた。


    　表情ががらりと変わる。


    　これから運命を共にする船員たちに対し、号令を発した。


    「──準備は良いか！　作戦は頭に入ってるな？」


    　あちらこちらから「おう！」という威勢の良い声があがった。


    　すでに、決められた配置へとオットーやアレム兵は走り出している。


    　トビアスが戻るより早く、アレムの短艇が、一足先に『ラザナスタ号』へ収容された。


    　轟ごう音おんが響き渡る。


    　収容から間を置かずして、まずは一発。


    　威い嚇かくのための砲が、『ラザナスタ号』から放たれた。砲弾は海中に沈み、盛大な水しぶきがあがる。届かないとわかっていて投じられた弾だ。交戦するという意思表示。そして、アレムの全軍船が動き出した。


    「行くぞ！」


    　カーシュたちの操る小型帆はん船せんもまた、行動開始だ。


    



    



    　あくまでも、目的はサリューの奪還。


    　勝つ必要はない。『ラザナスタ号』を沈めるのも選択肢にはない。


    　大型帆船ともなると、一発砲弾が当たったぐらいではどうともならない。砲門に当たれば火薬に引火し、大砲隊員には大量の死傷者が出る。被害は大きくなるかもしれないが、開いた穴はすぐに補修部隊によって塞ふさがれる。木材や鉛の板で応急処置を施ほどこす。


    　沈むのは、よほど当たりどころが悪い着弾が重なり、修復できないほどの大穴が幾いくつも開いたか。交戦中の場所が悪く、操船を誤り運悪く座ざ礁しようしたか。


    　しかし絶対はない。


    　ない以上、『ラザナスタ号』には、大砲による攻撃はできない。


    　ならば、どうするのか。


    　他のアレムの軍船を攻撃しつつ──『ラザナスタ号』内部へ侵入するのだ。


    　だが、ザレグの軍船で接近しようものなら、集中砲火を浴びる。


    　偽装して近づくか。


    　帆の色を変え、アレムの旗印を調達したところで、航海中に偶然鉢合わせし、不意打ちが成功する状況下にあるならまだしも、互いが互いの船籍とその規模をすでに把は握あくしてしまっている。たとえ拿だ捕ほされたアレムの軍船がやむなくザレグ側に立っていたとしても、ラザナスタなら容よう赦しやはしないだろう。


    『ラザナスタ号』に近づけるのは、疑われていない味方の軍船だけだ。


    　そこでカーシュが目をつけたのが、囚人兵によってのみ構成されているアレムの軍船だった。百セーリアの第一軍船から第四軍船。第三軍船は『船の墓場』に沈んでいる。


    　第一軍船、第二軍船、第四軍船は、この海の戦場においても健在だった。


    　味方に開けられた船体の穴は塞ふさがれ、そして最前線へ投入されている。向こうも、攻撃準備は整っていたのだろう。三隻せきとも、船首甲かん板ぱん正面に一個の大砲を構えている。射程距離が短いからこそ、近距離で発砲されれば効果は大きい。


    　この三隻のどれかを乗っ取るのが──カーシュたちの第一目的だ。


    　トビアスに与えられた小型帆はん船せんは、砲弾の飛び交う中、囚人兵の操るいずれかの船に首尾良く接近するためだけにある。──第三軍船のように、味方に沈められる前に、だ。


    　積荷はいらない。極限まで高めなければならないのは機動力と速度だ。軽すぎるため転覆しやすいという負の側面も生まれるが、二十セーリアしかないからこそ、帆船ながら、風さえあれば三十ノードの速度を出せるまでに特化してある。


    　風の流れに合わせ、二種類の帆の向きを的確に変え、正確な舵かじ取とりを行う。そのためにも、カーシュにはオットーの補佐が必要だった。


    　船員も同様だ。その点、アレム兵は昨日今日顔を合わせた面メン子ツではない。熟練の船員でもあった。彼らは望んでカーシュの下につくことを選んだが、彼らにもまた目的がある。それが船内の団結に一役かってもいた。


    　もちろん、アレム兵が船長であるカーシュの命令通りに動いても、機を見て指示を出すカーシュが一つでも間違えば、それだけで命取りだ。


    『ラザナスタ号』の左さ舷げんから連続で砲門が火を噴いた。


    「面おも舵かじ！　避けろ！」


    　操そう舵だ手しゆが右へ舵を転じた。間一髪で、飛んできた砲弾が海中へ沈む。しぶきがあがり、船体が揺れた。しかし砲弾の一つが、アレムの第二軍船に当たった。


    　アレム側は、豊富な船数と砲門数を武器に、次から次へと砲弾を放っている。対し『トビアス号』は、狙いをつけ、確実に敵船──『ラザナスタ号』と囚人兵たちの帆船以外──に着弾させる方法を選んでいる。敵の中型帆船右う舷げんから爆発が起こった。『トビアス号』の放った弾が向こうの砲門に命中したのだ。


    　シゼの操る哨しよう戒かい船せんは動力船ならではの快速性を見せ、場を翻ほん弄ろうしている。彼女の哨戒船のほうにワッツが乗船しているのには、理由がある。ワッツもカーシュたちと同じ船に乗りたがったが、『ラザナスタ号』に乗り込み、白兵戦が発生する可能性を思えば、戦闘経験の少ないワッツを同乗させるわけにはいかなかった。


    　カーシュから近いのは、第一軍船と第二軍船。


    　自船の帆ほ柱ばしらの旗印の向きを見る。風に乗るなら──。


    「第二軍船へ近づけ！」


    　立ち往おう生じようしている第二軍船へ向け、針路変更の指示を出す。


    「──取り舵かじ！」


    　砲弾の嵐が、降ってきた。カーシュたちは事なきを得たが、着弾の衝撃から立ち直る間もなく、第二軍船の帆に穴が開いた。炎があがる。帆ほ柱ばしらが倒れ、悲鳴があがった。たまらず、第二軍船から、何人かが海中へ飛び降りた。


    「縄なわ梯ばし子ごを投げて救助しろ！」


    「お前たち！　あがって来い！」


    　オットーの呼びかけに応じ、第二軍船の船員がこちらへ向かって泳ぎ始める。その様を見、船に残っていた他の者も次々に倣ならった。


    　第一軍船の船首甲かん板ぱんから、カーシュたちの小型帆はん船せん目掛け、大砲が発射された。


    　外れる。が、それだけ接近している。


    「船長！　第一軍船まで、もうすぐです！」


    　救助された兵が、ずぶ濡ぬれになりながら戸惑い顔で甲板を右往左往している。それもそうだろう。いるのは交戦まっただ中の敵船。しかも、船員は、元第三軍船のアレム兵──顔見知りだ。


    　双方の船の帆ほ桁げたが触れ合うぐらいに近づく。


    「帆桁を結べ！」


    　縄梯子をつたいのぼったアレム兵が、こちら側の帆桁と、向こうの帆桁を縄で縛しばり付けた。これで、接せつ舷げんしたも同然だ。


    「解ほどけ！　解け！　──何してる！」


    　しかし、第一軍船の帆柱にのぼった兵は、結ばれた縄を解こうとはせず、何やら頭上で話し合いをはじめた。


    　甲板でも事態は動く。手斧ちようなを振り上げ、第一軍船の船員が、乗り込んだカーシュたちに立ち向かってくる。しかし、カーシュの配下である船員が、元第三軍船に所属していたアレムの囚人兵だと悟ると、振り上げようとしていた武器を下ろしてしまう。


    　敵味方に分かれていたはずが、明らかに本気で戦ってはいない。だが、例外はあった。


    　カーシュとオットーに向けられる刃の勢いは、本物だ。


    「──と」


    　取り出した短剣で、カーシュは剣撃を受け止めた。背中合わせに立ったオットーも、攻撃を受け、愛用の刀身が反り返った剣を構えている。


    　第一軍船に乗り込んでからは、カーシュの出番はほとんどない。まずはアレム兵たちに任せると決めてある。


    　何度か、第一軍船の囚人兵と剣を打ち交わす。


    「おれがやる。お前はあっちだ！」


    　カーシュに本気で斬り掛かってきた兵にかわって、対たい峙じした別の兵は、明らかに力を加減していた。話がついた兵のようだ。


    「あんたが船長らしいが、第三軍船の……あいつらの話は、本当だろうな？」


    「もちろんだ」


    　答え、カーシュは短剣で斬り掛かった。


    



    



    　ユール鳥の足に結んだ手紙に、誰か気づいてくれただろうか。


    　手紙には、自分の身分と、意に反して『ラザナスタ号』にいること、そしてサリューが囚とらわれている船室の場所を伝えるため、目印を置くことを記してある。


    　ユール鳥を見送って、サリューはすぐに一仕事に取りかかった。


    　替えの真っ赤なドレスを一着破き、その布地を小窓に引っかければ、完成だった。


    　これが目印だ。


    　右う舷げんか左さ舷げんか。どちら側にこの船室があるかもわからない。けれど、外から見て、これにザレグが気づいてくれれば。サリューの書いた手紙の内容にも信しん憑ぴよう性せいを与えてくれるはず。


    　小窓の脇に椅い子すを持ってきて、海上を眺めながら昼食の皿を手にする。釘開けの道具にしていた小こ匙さじで、すっかり冷めてしまったスープを飲む。


    　スープには、四角く切った真っ黒な野菜──煮込んだジャカが入っていた。


    『屑くず星ほし号』では、サリューが捨てかけたもの。もういまは、これが食べられることも、美お味いしいということも、知っている。


    　二口、三口。そうして顔をあげると、小窓から見える景色に、変化が生まれていた。


    「…………？」


    　二隻せきの短たん艇ていが、離れてゆく。一隻は、『ラザナスタ号』側へ。一隻は、ザレグの軍船、その船影が見えるほうへ。


    　でも、それだけだ。


    　そう思ってしばらくして、スープを飲み終えた頃。


    　びくりとする。あの、嫌な音をサリューは耳にした。大砲が、発射される音だ。甲かん板ぱんで聞いた時よりも、遠く、響きも鈍い。小窓に飛びつく。──『ラザナスタ号』が、撃ったのだ。ザレグの軍船がいる方向へ。飛んでいった砲弾が、海中に落ちる。


    『ラザナスタ号』が──アレムが、ザレグと戦っている？


    　遠かったザレグの軍船の船影が、近くなる。何度も何度も轟ごう音おんが鳴り響き、時折、船が揺れる。向こうから発射された砲弾が、間近まで届いたときだ。


    　──小窓から覗のぞく、狭い世界で繰り広げられる海戦。


    　ザレグが、劣勢のように見えた。


    　何一つ見逃すまいとしていたサリューは、息を呑んだ。最初は、空に浮かぶ点。小さな飛行物体だったそれが、徐々に大きくなり、形をとってゆく。


    　真まっ直すぐに飛んできたユール鳥が、コツコツと、硝子ガラスを叩たたいた。


    　慌ててサリューは小窓に手をかけた。力を込めて、押し開ける。


    　侵入者はお気に入りの場所である、衣装簞だん笥すの突き出た金具の上に止まった。


    「これは……？」


    　ユール鳥の足に結んだ手紙は消え、かわりに、何故なぜか首から時計を下げている。サリューは慎重にそれを外した。こぼれ落ちんばかりに、碧あお色いろの瞳が見開かれる。


    　これの持ち主を、サリューは知っている。


    　夜の見張り台で、この時計についての話を聞いた。とても精巧な作りで、義理の父親が残したという、宝物だ。


    　この世に、一つしかない。


    「──カーシュ」


    　時計を胸に押し当てて、呟つぶやく。


    　生きている。


    　こんなに、嬉うれしいことはなかった。


    　手紙は届いた。あれを読んで、カーシュは、この時計をユール鳥に持たせた。


    　サリューへの返答だ。カーシュが生きているなら、オットーやワッツもきっと。


    　そう思うことができる。


    　芽生えた希望は、今度ばかりは、潰ついえなかった。


    　確証が持てたからだ。


    　それも、ユール鳥が行って、すぐ戻って来れる距離に、カーシュはいる。


    　開けたままの小窓を見やる。硝しよう煙の臭においが混じる風が、サリューの長い髪を揺らした。


    　だとすれば、いま、交戦しているザレグの軍船のどれかに？


    　自分が、いますべきことは？　目印は置いた。ここで助けが来るのを待っていること？


    　──扉を叩く音がした。


    　また、ラザナスタが？　叔父おじへの返事の手紙を取りに来たにしては早い。叩き方も少し違う気がした。あくまでもラザナスタは丁てい寧ねいに、ゆっくりと扉を叩く。


    「待ってください」


    　両手で持った時計をどこかに置こうとして、止やめた。細い鎖を利用して、首飾りの要領で身に着け、ドレスの下に忍ばせる。次に窓を覆っていた木材を填はめ込み、上の二か所にだけ釘を差し込んだ。まだ問題があった。破いたドレスだ。寝台の毛布の下に隠す。


    　催促するように、再び扉が叩かれた。


    　呼吸を整える。


    「──どうぞ」


    「失礼いたします。サリュー元王女殿下」


    　現れたのは年若い士官だった。背後には、見張りの兵の姿もある。


    「ラザナスタ軍本船長がお呼びです。軍本船長は、指揮のため忙しく、自分が呼びに参りました。お出いでください。ご案内します」


    「どこへ、行くのですか」


    「船せん尾び楼ろうです」


    　ラザナスタのところになど、行きたくない。そこへ着いてしまったら、終わりだ。


    　だが、この船室を出る機会でもある。次はないかもしれない。


    　サリューは、王女だ。張りぼての王女ではあるけれども、肉体的に傷つけることは、避けられているようだった。無力な少女と、侮あなどられてもいる。


    　そこに、勝機があるような気がする。


    「わかりました」


    　そう答えると、士官はほっとしたようだった。歩きだそうとして、サリューは金具の上に止まるユール鳥を振り返った。


    「──おいで」


    　腕を差し伸べる。


    　お願いだから、一緒に来て。


    　心の中で訴える。窓から逃がしてやれれば一番良かった。士官と見張りの兵がいる以上、できない。


    　ユール鳥が飛んだ。サリューの肩に行儀良く止まる。


    「いい子ね」


    　サリューは柔らかく微ほほ笑えんだ。


    「……ユール鳥は、置いていったほうが良いのでは？」


    　士官の問いに笑みを消し、ツンと顎あごを逸そらす。


    「何か、問題でも？」


    「ラザナスタ軍本船長が──」


    「この子とわたしが共にいることを許可したのはラザナスタです」


    　ピシャリと言い切る。少し我わが儘ままに、リエスにいた頃の自分を思い出して。


    「さあ、ラザナスタ軍本船長が、わたしを待っているんでしょう」


    　歩き出す。見張りは、部屋の前に留とどまるようだった。昇降階段を一つ、のぼった。階下へ続く階段の数のほうが多い。サリューにあてがわれた部屋は、『ラザナスタ号』の上層に位置していたようだった。


    「馬鹿が！　大砲の側そばは汗で滑るから砂を撒まけとあれほど──！　被弾していないのに怪け我が人にんを出してどうする！」


    　下のほうの甲かん板ぱんから、怒鳴り声が聞こえた。誰かが、階段を駆け上がってくる。サリューを案内していた士官に声を掛けた。


    　自分から士官の意識が逸それた、一瞬。サリューは走り出した。


    「サリュー元王女殿下！　クソ！」


    　バサバサと羽音がする。ユール鳥が、士官の顔の前で暴れていた。サリューが呼ぶと、戻り、傍かたわらを飛んだ。


    　上へ、上へ。目指すのは、一番上の甲板だ。自分の居場所が、外から、はっきりとわかるように。


    　それにしても──走りづらい。船の揺れには慣れた。転ばず、ものともせずに走れるようになったのに、今度は服が邪魔をする。


    　裾に足を取られそうになった。


    「ああ、もう。ドレスは何て動き辛づらいの！」


    　裾が長いのがいけない。豪快に、サリューは身にまとっていた薄い青色のドレスを破った。その切れ端を放ほうり投げる。大分短くなった。──これでいい。


    　上へ近づくごとに、明るさが、増す。天てん陽ようの日差しだ。


    　──着いた。


    　そこには、ずらりと大砲が並び、甲板には砂が撒まかれていた。


    　サリューを目撃した『ラザナスタ号』の船員が、瞠どう目もくする。


    　構わずサリューは帆ほ柱ばしらを見上げた。唾つばを呑み込む。怯ひるみそうになるほど、高い。しかし、『屑くず星ほし号』でカーシュやワッツと見張り台まで縄なわ梯ばし子ごをのぼり、おりたことを思い出した。


    　自分は、のぼれる。


    　縄梯子に手をかける。船内を逃げ回っても、きっとすぐに捕まってしまう。


    　時間を稼ぐなら、危険の多い場所。


    　アレムの兵士たちも、強気に出るのを躊躇ためらうような場所だ。


    　そして、リエス育ちの王女なら、決していかないような場所。


    　サリューは縄梯子をのぼりはじめた。


    



    



    　第一軍船の甲板上では、戦いが繰り広げられていた。しかし、直じかに斬り合っている人数は少なくなっている。白兵戦は囚人兵たちの圧勝の体ていだ。


    　帆ほ桁げたを結んでいた縄も解ほどかれ、カーシュたちの操る小型帆はん船せんとの距離は開いている。


    「撃て！」


    　第一軍船の船長の号令がかかる。機を逃さず、第一軍船船首甲かん板ぱんの大砲が火を噴いた。砲弾は小型帆はん船せんの左さ舷げん上方に命中し、船体に大きな穴が開いた。すぐさま大砲の掃除が行われ、次弾が発射される。


    　二発目で、勝敗は決まった。


    　大破したザレグの小型軍船が沈んでゆく。


    　敵船を撃沈したという証あかしの旗印と、負傷者が多数のため帰投する旨むねの信号旗が第一軍船に掲げられた。急旋回し、『ラザナスタ号』の元へ戻りはじめる。


    　ひっきりなしに砲弾が降る海上を、第一軍船は着実に走行した。


    　自分たちの司令塔である軍本船の舷げん側そくに船体を寄せる。すると、『ラザナスタ号』から船ふな梯ばし子ごが下ろされた。


    「さっさと怪け我が人にんを診察室へ運べ！　重傷者のみだ！」


    　同時に怒鳴り声も降ってくる。


    　仲間の手を借りながら、怪我を負った囚人兵たちは船梯子をあがり、『ラザナスタ号』の甲板に降り立った。


    　その間に、第一軍船に残った囚人兵は、旗の一枚を下げ、新たな旗を自船に揚げた。


    　一方、負傷した囚人兵とその付き添いは、怒号が飛び交い、船員が走り回る甲板を歩き出した。層をおり、家畜たちが飼われている区画へ忍び込む。牛やヤギ、ガチョウや鶏が人間たちを見やった。


    「──もういいぞ。交戦中は飼育員も戦いに駆り出される。無人だ」


    　顔を伏せ、助けられながら歩いていた兵の一人──カーシュは顔をあげた。続いて、オットーが。二人とも、アレムの囚人兵が着用する制服を身に着けている。第二軍船の船員から借りたものなので、海水を含んでいた。


    　第一軍船の面々は、カーシュの作戦に協力することで同意した。


    『船の墓場』で沈んだ第三軍船の船員たちの存在。彼らが生きてザレグ側で現れたことが決め手だ。


    　カーシュたちの小型帆船が大砲の的になったときには、すでに話はまとまり、全員が第一軍船に乗り移っていた。撃沈はわざとだ。手柄を立てた船であれば、帰投も受け入れられやすい。カーシュたちが乗っていたのは、そういう想定のもと、用意された船だった。


    　そして、第一軍船が『ラザナスタ号』に船体を寄せた後で揚げた旗は、『トビアス号』にのみ向けた信号だ。予定通り、アレムの軍船を乗っ取り、これから『ラザナスタ号』に侵入する、という合図になっている。『トビアス号』にだけ通じる。あらかじめ暗号として取り決めていなければ、何の意味も持たない旗でもある。


    　侵入に成功したいま、向かうべきは、サリューが知らせてきた、目印のあった船室。


    「船尾左舷に客室は？」


    　カーシュと共に乗り込んで来た第一軍船の囚人兵は、四名いる。いずれも『ラザナスタ号』内での兵役に従事したことがある者だ。


    「……ある、と思う。場所ならわかる。出入りできる区画は限られていたけどな。ラザナスタの命令がある時だけは別だ」


    　苦々しい表情が、答えた囚人兵の顔に浮かんだ。カーシュとオットーを促す。


    「来い」


    　船内をカーシュたちが──囚人兵が歩いていても、特に注意を払われるようなことはない。むしろ雑用をひっきりなしに言いつけられる。弾薬庫で火薬を詰め作ったのだろう弾薬筒を運ぶ兵士たちが何人も通り過ぎていった。


    　喧けん噪そうは、サリューの船室に近づくほど、遠ざかった。


    　先頭を歩いていた囚人兵の足が止まった。指で示す。


    　到着だ。扉の前に、見張りがいる部屋があった。


    「軍本船長の命令により参りました」


    　見張りは不審そうな顔で己おのれの前に立ったカーシュを見た。


    「……囚人兵がか？」


    「サリュー王女殿下についてです」


    「……先ほどの士官殿はどうした」


    　怪しまれている。できるだけ騒ぎは起こしたくなかったが、やはり、穏便に通してもらうわけにはいかないようだ。


    　オットーと目線を交わす。それだけで互いに考えていることは伝わった。オットーが見張りに飛び掛かる。抵抗空むなしく屈した見張りを尻しり目めに、カーシュは室内へ踏み込んだ。


    　誰もいない。


    　床に細切れの紙片が散らばっていた。机には食べかけの食事が残っている。真まっ直すぐにカーシュは小窓に駆け寄った。窓辺には一片の羽根が落ちていた。ユール鳥の、灰色のそれだ。


    　小窓を覆う木材は、簡単に外れた。サリューが手紙に記していた目印──赤い布が窓枠からたなびいている。この部屋にサリューは囚とらわれていた。それは確かだ。


    　見張りを顧かえりみる。


    「サリューはどこだ？」


    「せ、船せん尾び楼ろうだ！」


    「ひぃっ！」


    　しかし、そこで見張りの答えと被かぶるように、高めの悲鳴があがった。船室入り口の前に立ちすくむ、盆を持った、十代半ばほどの少年によるものだ。


    「ぼ、ぼくは、食器を下げに……」


    　少年がさっと身を翻ひるがえす。笛を吹きながら、一目散に逃走した。


    　カーシュはオットーと顔を見合わせた。オットーが見張りを気絶させる。互いに、得え物ものを引き抜いた。侵入者がいることが、バレたのだ。笛が一番不ま味ずい。あれは有事を知らせるためのものだ。笛の音を聞きつけ、直すぐに兵が駆けつけてくる。


    「そっちは『ラザナスタ号』内に知り合いもいるだろう。本物の第一軍船の囚人兵ってことでやり過ごせるはずだ。第一軍船に戻れ！　後で俺たちも合流する」


    　囚人兵たちにそう指示を出すと、カーシュは船室から飛び出した。


    　その後ろ姿へ囚人兵からの声がかかる。


    「ここから船せん尾び楼ろうへ行くには、後こう甲かん板ぱんへ出るのが最短だ！　気をつけろ！」


    



    



    　自船の船尾楼から海戦の様子をラザナスタは苛いら立だちと共に眺めていた。


    　自覚していることだが、ラザナスタは、蛇のように執念深い。自分をこけにした相手は一生許さない。そういった輩やからは陥おとしいれ、踏み台にしてきた。


    　相手が誰であろうとも、だ。男でも女でも、子どもでも老人でも。身分が高かろうが低かろうが。強者であろうが弱者であろうが。


    　その意味では、ラザナスタにとっては誰もが平等だ。


    　目下、ラザナスタの怒りは二つへと向けられていた。


    　一つは小賢しいザレグの軍船、『トビアス号』。


    　ラザナスタが聞いたことのない名前の軍本船だ。


    　後ろで手を組み、ラザナスタは鼻を鳴らした。傍かたわらで戦況を見守っていた副官がビクリと動揺を見せた。愛想笑いをして宥なだめるように言葉を紡つむぐ。


    「軍本船長。戦況は我々に大変有利です。現に、第一軍船がさっそく敵船を一いつ隻せき撃破いたしました」


    　この副官は、たいして優秀ではない。しかしラザナスタは自分の右腕たる地位を与えた。


    　命令に忠実で、ご機嫌取りがうまいからだ。ラザナスタが副官に期待しているのはそれのみと言っていい。聞き心地の良い言葉だけを囀さえずる者は、隣にこそいるべきだ。


    「そうだったな。囚人船にしては、よくやった」


    　アレムの規定では、囚人船という呼び方は禁止されている。しかし気にせずラザナスタはそう口にした。これが面倒な輩だったら、上官相手でも注意してくることがある単語だ。賢明なる副官はもちろん指摘したりはしない。


    　もともとラザナスタが戦力としては数えていなかった船だ。雑用には使える。重宝もする。おまけに沈んでも構わない。囚人船とは都合の良い存在に過ぎない。だが、戦果には酬むくいなければならない。よく働いた者には、たとえ囚人兵であっても褒ほう美びが必要だ。だからこそ、負傷者のために帰投したいという第一軍船からの信号を、ラザナスタは許可した。


    　心持ち、気分が良くなる。


    　せっかく王女を手にしたというのに、ラザナスタの機嫌は下降するばかりだった。


    　ザレグの軍船が追跡してきているのには気づいていた。


    　一度目は、逃げた王女を追い、不法船の集会場を襲おそった後だ。


    　その時はしばらくして消えたが、二度目は、王女を乗せていた不法船を沈めた後。


    　以来、追跡は続いていた。ザレグの支配海域に入ってからは、より顕けん著ちよになった。しかし、奴らに手は出せない。ラザナスタにはリエスの威光がついている。……そのはずだった。


    　何を思ったか、ザレグは言いがかりをつけてきた。ザレグの海域内における、不法船からの略奪は違法だという。アレム船である『ラザナスタ号』がそれを行ったのは看過できないと。


    　不法船から物資を奪って何が悪い。海の穀ごく潰つぶしだ。掃除をしてやっただけ、このラザナスタに感謝して欲しいものだ。ザレグは不法船の目こぼしが多いから、ああしてごみが増え、堂々と集会なんぞ開くようになる。嘆かわしいことだ。心からラザナスタは思った。


    　案外、ザレグも知りながら目を瞑つぶっていたか。


    　なんにせよ、ザレグが本気で言っているのではないことはわかっている。


    　ラザナスタが不法船から物資を押収したことなど、些さ細さいなことだ。


    　向こうは名目が欲しいだけだ。


    　この『ラザナスタ号』を足止めするための。


    　──王女の存在を嗅かぎつけたか。


    　奴らも馬鹿ではない。


    『ラザナスタ号』はこの後、アレムの支配海域へ向かい、航行し、王女という罪人を手て土産みやげに、リエスへ華々しく入港する予定だった。


    　それを邪魔しようとしているのが、ザレグの『トビアス号』だった。


    　船せん尾び楼ろうから、敵船を眺める。


    　自船の左さ舷げんから一斉に砲が飛んだ。一糸乱れぬ、その音。また、実に美しい軌跡だ。


    　満足げに頷うなずき、ラザナスタは笑みを浮かべた。


    　当たらずとも良い。圧倒的な火力を見せつけ、敵の意欲をくじく。


    　さっさと降伏すれば良い。あの軍本船だけはもらおう。ザレグ人の船員は不要だ。一人残らず海に──いや、操そう舵だ手しゆと一部は生かしてもいい。『ラザナスタ号』や傘さん下かの軍船からも人員は割さくが、大型帆はん船せんを動かすにはそれなりの人数が必要だ。


    　囚人船が一いつ隻せき沈め、敵船はたった二隻。小型の一隻はちょこまかと動き回っている。鼠ねずみのようなものだ。小物も数が多ければ脅きよう威いとなり得る。しかしその数すら揃そろっていないのだ。取り立てて気にすることはない。


    　本命は『トビアス号』だが──。


    「『トビアス号』か」


    　普通、軍本船ともなれば船団は違えども、その情報が耳には入ってくるものだ。アレム人のラザナスタからすれば、それがザレグのことならなおさらだ。何しろ、敵として戦うことになるかもしれない。つい三年前には、小競り合いもあった。誰が軍本船長か、船の特徴は。頭に入れておく。


    　それなのに、『トビアス号』の名はラザナスタの記憶になかった。


    　おそらくまだ編成されて間もないのだろう。──軍本船長になりたての、新参者が指揮しているに違いない。


    　愚か者め。


    　ラザナスタは胸中で毒づいた。


    　そして、船せん尾び楼ろうに飾ってある砂時計に目を留めた。砂は下にほとんど落ちてしまったが、いまだ待ち人が来ない。


    「サリュー元王女殿下はどうした？」


    　ラザナスタが怒りを抱いだく対象の二つ目は、紺こん色いろの髪をした少女だった。


    　一度、逃げられたからに外ほかならない。自身の優秀さに後脚で砂をかけられたようなものだ。ラザナスタはいたく矜きよう恃じを傷つけられた。


    　女子どもだろうが、ラザナスタは頓とん着ちやくしない。いつもなら報復として拷ごう問もんしている。


    　しかしサリューに関しては、無傷で、と注文がついている。


    　どうせ前王のように、衆人環視の中で殺すのだろうが、リエスの国民感情を慮おもんぱかってのことだろう。処刑の前に、片腕がなかったり、怪け我がをしていたり、傷ついた姿で処刑に臨んでは、国民の同情を買う。致し方ない。


    　ならば、別の方法で痛めつけるのみだ。何も、身体的な苦痛だけが人を蝕むしばむのではない。


    　いたく気に入っていたらしい不法船を沈めてやったことで、王女は深い心の傷を負った。それはラザナスタの目から見ても確かだ。下へ手たな真似まねを繰り返されても困る。


    　だが──まだ完全ではない。ユール鳥を飼うことを許してやったせいもあるだろう。あれを奪うのは止とどめにしてこそ相応ふさわしい。


    　さし当たっては──この戦闘の様子を、ラザナスタはサリューに娯楽として提供するつもりだった。サリューは『トビアス号』に何らかの期待を抱くだろう。ザレグに助けを求めることすら考えるかもしれない。その根も砕く。『ラザナスタ号』の勝利を見せつけることによって。


    「士官に命じ、呼びに行かせましたが……」


    　そのとき、当の士官が不作法にも駆け込んできた。──一人でだ。


    「ご報告申し上げます！　サリュー王女殿下が──！」


    　ラザナスタは、最後まで士官の話に耳を傾けた。


    　一言も発することなく、望遠鏡を手に、早足で船尾楼から最上後こう甲かん板ぱんへあがる。そこでは、戦闘中にもかかわらず、無様にも船員たちは頭上にばかり気を取られている。


    　敵船に注意を向けている者こそ、少ない。


    　ラザナスタは望遠鏡を覗のぞいた。


    　中央の最も高い帆ほ柱ばしら、その二段目の帆ほ桁げたに、少女の姿があった。裾を破いたドレスを身に纏まとい、こちらを見下ろしている。縄なわ梯ばし子ごを掴つかみ、近づこうとする船員たちへ向かって口を開いた。──近づけば、飛び降りる、とでも言っているのか。


    　ぎり、とラザナスタは歯ぎしりした。


    　問題ばかり起こす、小娘が。


    「──誰でもいい！　捕まえろ！」


    　ついに、ラザナスタは大声を上げた。手に持った望遠鏡を振る。


    「王女に飛び降りる度胸などない！」


    　断言した直後、こちらを向いた、後こう甲かん板ぱんにいた囚人兵たちの一人と、ラザナスタの目が合った。


    　最初にラザナスタが覚えたのは違和感だった。囚人兵の名前も顔も記憶するには値しない。制服で判別できるし、それで良い。しかし、その男には、既視感があった。何故なぜだ？


    　どこで見た？


    　さかんに脳内で警鐘が鳴っている。


    　下層から駆け上がってきた自船の兵が剣を手に、男を指差している。


    　男が、王女を捕まえんとする船員たちに混じり、縄梯子をのぼりはじめた。囚人兵たちの中では、その男だけが。──違う。囚人兵ではない。


    　思い出せ。


    　望遠鏡を覗のぞく。ラザナスタは、拡大されたその姿をはっきりととらえた。大声で命じる。


    「その囚人兵を行かせるな！　偽にせ物ものだ！」


    　──思い出した。海の藻も屑くずとなったはずの。『屑くず星ほし号』に乗っていた男だ。王女が別れを告げた人間。額の傷に、見覚えがある。王女から似合わぬ装飾品を渡され、何事か返していた。


    「報ほう酬しゆうを取り立てに……」


    　行く。そんな内容だったはずだ。


    　何故囚人兵としてこの、我が『ラザナスタ号』に入り込んでいる？


    「囚人船か……！」


    　闇雲に当たり散らしたくなった。囚人船が敵船を沈めた？　手柄、ではない。囚人船を抱き込んで、堂々と奴は敵陣を訪れた。


    「カーシュ・ドヴァル……？」


    　ラザナスタの後を追い、同じように最上後甲板で望遠鏡を覗いていた副官が、呟つぶやいた。


    「……ドヴァルだと？」


    　ドヴァル？　アレムでは名門として知られる一族。軍にも幹部を多く送り込んでいる。しかしラザナスタの見たところ、現在のドヴァル姓を持つ人間に、脅きよう威いとなるような者はいない。


    　いや、一人だけいた。キリーク・ドヴァルだ。食えない爺じじいだった。ラザナスタをこけにし、唯ゆい一いつ、この自分が報復できないまま終わった相手だ。


    　何故なぜなら、ラザナスタがそうする前に死んだからだ。


    　キリーク・ドヴァルは、軍部の反対を押し切って、数年前、新大陸を探す航海へ出た挙げ句、消息を断った。アレムの悲劇を再現するつもりかという非難を無視しての凶行だ。


    　旧遺物収集を熱心に行っていた人物でもあったため、それが高じておかしくなったのだとラザナスタなどは思った口だ。


    　聖王の極秘の依頼を受けてのことだったとの噂もある。もう一つ、この時期、おかしな噂がアレムの一部で囁ささやかれ出した。聖地リエスが沈む、という与よ太た話ばなしだ。どうせ出所はザレグ辺りだろう。


    　もちろん、リエスはこの二つの噂を否定した。ただ、キリークと親しくしていた当時の聖王は、失意のまま亡くなったと言われている。その死により、次代を継いだのがエディアルドだった。無能王だ。無能王の娘がサリュー。


    　なんたる負の連鎖か。


    「カーシュ・ドヴァルは……ドヴァル家の養子で……同期でして……」


    　副官の歯切れは悪い。


    「養子？」


    「キリーク・ドヴァル殿が、手続きをしたそうです。元はスラム船の生まれとか。ドヴァル家には、正式には認められていませんでした。軍も辞めており……」


    「末路が不法船乗りか」


    　やはりごみはごみだ。嘲あざ笑わらいながら、しかし。キリーク・ドヴァルに抱いだいたのと共通する嫌けん悪お感かんをラザナスタはカーシュ・ドヴァルに対し覚えた。殺し損ねたこともそう。こうして、王女を取り返しに来たこともそう。実に不愉快だ。気に入らない。


    　──ならば、ここで息の根を止めるまでだ。


    　懐ふところから、ラザナスタはある旧遺物を取り出した。いついかなるときも持ち歩いている。旧遺物など、引き上げられるのはほとんどがガラクタだ。単体で役立つ品は極端に少ない。


    　これは別だった。エルの充じゆう填てんされた銃だ。殺傷能力と携帯性に優れ、ラザナスタはここぞという時に使うことにしている。何回か使ったが、まだエルは残っている。


    「ラザナスタ軍本船長っ？」


    「私が行く」


    　部下に任せていては安心できない。敵は自分で手を下してこそ、達成感も得られる。


    　ラザナスタは後こう甲かん板ぱんへと足を踏み出した。帆ほ柱ばしらの下から上を見上げる。


    　カーシュ・ドヴァル目掛け、ラザナスタは撃った。閃せん光こうが銃口から走り、縄なわ梯ばし子ごを焼いた。一部の縄が切れ、水夫が悲鳴をあげて落下した。舌打ちする。ここからでは遠いようだ。


    「お待ち下さい！」


    　銃を腰にさし、縄なわ梯ばし子ごを掴つかむ。副官の呼びかけを背に、ラザナスタはカーシュを追い始めた。


    　カーシュ・ドヴァルは今度こそ殺す。お転てん婆ばが過ぎた王女は、リエスに着くまでの待遇も、一考させていただこう。あの船室には戻さない。


    　それから、捕まえる際に、もしかしたら止やむを得ず──王女にも銃口が向き、当たってしまうかもしれないが、それはそれで仕方がない。死ななければ、多少の怪け我がは許されるはずだ。


    　機嫌は決して良くないが、少し先の未来を想像して、うっすらとラザナスタは笑った。


    



    



    　返り血が服にかかる。次から次へとアレム兵が襲おそいかかってくる。『ラザナスタ号』は千セーリアを超える大型帆はん船せんだ。船員数は軽く五百人を超える。船内で情報が行き渡り、この五百人がすべて敵になるのが先か。カーシュがサリューを見つけるのが先か。


    　船せん尾び楼ろうへ赴おもむくため、カーシュとオットーが進んだ船内通路の後には、負傷したアレム兵がうめき声をあげていた。


    　顔の真横を、突き出された刃が掠かすめる。前髪と、額の皮膚が切れた。オットーが剣を一いつ閃せんさせる。カーシュを攻撃したアレム兵を倒した。


    「何をやっているカーシュ」


    「俺は防御型の戦いだから、敵の数が多いと疲れるんだよ」


    　もともとあった額の傷を抉えぐるようにして切れたようだ。手の甲で血を拭ぬぐい、またやってきた別の敵の剣けん戟げきをカーシュは短剣で弾はじいた。左手で腹に拳こぶしを打ち込む。倒れかかってきた身体からだを反対側に押す。


    「……男に抱きつかれてもな」


    「つべこべ言っていないでさっさと仕留めろ」


    「お前は万能型だからそういう……！」


    　オットーは攻守に長たけた戦い方をする。どちらも得意だ。


    　駆けつけたアレム兵を倒しても、終わる頃には援軍がやってくる。それが何度か続いた。しかし、やがてその数が減っていった。昇降階段まで近づいた。階下の層から慌ただしい足音が響く。身構えたが、足音はカーシュたちのいる階層を通り過ぎ、上の甲かん板ぱんへ向かった。


    　敵の姿はようやく途絶えた。


    　とりあえずは、打ち止めだ。


    　カーシュは短剣を仕舞った。この階段を使えば後こう甲かん板ぱんへ行けるが、狭い通路で戦うのとは勝手が違う。バレるのを前提として、素知らぬ顔で通ってみるべきだろう。オットーも血のついた剣を制服で拭い、鞘さやにおさめた。囚人兵用の制服は黒いため、血がついても目立たない。


    　──後こう甲かん板ぱんに出ると、何故なぜか多くの者が、頭上に気を取られている。騒ぎが起こっているようだった。囚人兵が二人現れたことなど、その騒ぎと比べれば些さ細さいなことのようだ。


    　だが、彼らと同じように頭上を見上げたカーシュは、顔色を変えた。人だかりの中へ入る。


    「おい……！」


    　眉み間けんに皺しわを寄せ、怒鳴りかけたオットーが後を追う。


    　人だかりに混じると、周囲の会話も聞こえてきた。


    「捕まえろ！　何ぼやっとしてる！」


    「捕まえろったって……」


    「追い詰めて、王女が落ちたらどうするんだよ。うわ！」


    　戦闘中の軍船には、似つかわしくないドレス──しかしドレスにしては裾が短くなっている──を纏まとい、少女が一人、帆ほ柱ばしらに合わせて張り巡らされた縄なわ梯ばし子ごを着々と進んでいっていた。


    　揺れたのか、片手だけでぶら下がる状態になる。落ちる──！　と思われた瞬間、少女──サリューはきちんと梯子を掴つかんだ。そして、帆ほ桁げたへ乗ってしまった。


    「……何をやっているんだ。危ないだろう……！」


    　高所恐怖症のオットーが、一気に顔を青ざめさせた。


    「立派なうちの船員だな」


    　サリューも、戦っている。


    「誰でもいい！　捕まえろ！　王女に飛び降りる度胸などない！」


    　そこへ、最上後甲板から、一喝が飛んだ。後甲板からは、少し高い位置にあるそこに、ラザナスタが立っていた。カーシュが忘れもしない、痩そう身しんの男だ。しかし声は力強い。


    　カーシュとラザナスタの目が合った。最初は、囚人兵か、と、その程度の認識に見えた。が、何も浮かんでいなかったはずのラザナスタの表情が歪ゆがむ。


    「──オットー。先に第一軍船へ戻れ。すぐに出発しろ」


    「お前とサリューは」


    「何とかする。行け！」


    　オットーは、第一軍船の碇てい泊はくする場所へ。そしてカーシュは、縄梯子へと走った。飛びつく。


    　カーシュがのぼりはじめてほどなくして、ラザナスタの次の命令が飛ばされた。


    「その囚人兵を行かせるな！」


    　縄梯子上にいる囚人兵は、カーシュのみだ。反応は素早かった。すぐ近くにいた水夫と揉もみ合いになり、縄梯子が大きく揺れる。しばらく格闘していると、閃せん光こうが走った。縄が焼け、カーシュに掴みかかっていた水夫が落下する。見下ろした先にいるのは、銃で自分を狙うラザナスタだった。


    　閃光の出る銃──旧遺物か。


    　旧遺物は大好きだが、こんな出会いは願い下げだ。


    　前を向く。カーシュはのぼる速度をあげた。


    　下からは、ラザナスタが追いかけてくる。


    「……来ないで！　下がりなさい！」


    　先行していた水夫に対し、二段目の帆ほ桁げたにいるサリューが叫んだ。水夫が引かないのを見てとると、握っていた索さく具ぐから手を離してしまった。


    　両手を離し、ただ帆桁に立っているだけになる。これには水夫が青ざめた。


    「止やめろ！　死ぬ気か！」


    「……どうかしら。下がって」


    　水夫が後退する。帆桁から、下の縄なわ梯ばし子ごへ。サリューは離した索具を手た綱づなに帆桁の上を進み、見張り台を越え、さらに上へと張り巡らされた縄梯子へ手をかけた。


    　本人の命を盾たてに脅おどされ、水夫たちはいずれも二の足を踏んでいる。


    　サリューを追う最前線の集団へ、カーシュが新たに加わった。ついに、王女を追う先頭になる。一段目の帆桁に立ち、帆ほ柱ばしらに手をついたサリューは威い嚇かくの声を発した。


    「わたしは本気です。──来ないで！」


    　静止を聞かず、カーシュがどんどん近づく。


    「来ないでと言って──」


    　サリューの言葉が途切れた。大きく目を見開く。


    「カーシュ？」


    　たよりなく、呟つぶやかれた。


    「……本物？」


    　カーシュもまた帆桁にあがると、海風のおかげで短時間の間にびしょ濡ぬれから半乾きになった制服の袖をまくった。


    　そこには、結けつ晶しよう石せきが填はまった腕輪がある。


    「本物」


    　サリューの目に涙が溜たまった。たしかめるように、カーシュに触れる。


    「……生きてる」


    「そりゃあまあ」


    「……夢じゃない？」


    「だったら俺が困るな」


    　カーシュは苦笑した。


    「せっかくはるばる報ほう酬しゆうの取り立てに来たってのに」


    「……うん！」


    　サリューが破顔した。


    　しかし、つかの間浮かんだ泣き笑いのような笑顔は、次の瞬間、響き渡った銃声によって凍り付いた。


    　間近に迫ったラザナスタが片手で縄なわ梯ばし子ごに掴つかまり、片手で銃を構えていた。


    　撃った弾は、閃せん光こうとなってサリューに向かって走った。咄とつ嗟さに自分の身体からだを盾たてにしたカーシュの左肩を貫く。肉の焦げる臭においがし、あふれ出た血が滴したたり、ラザナスタの頬ほおに落ちた。薄い笑みを浮かべたラザナスタがそれを拭ぬぐう。


    「──カーシュ！」


    「心配するなって。このくらいじゃ人間死なないもんだ」


    「でも……！」


    「それよりサリュー。向こうへ行ってくれるか？」


    　帆ほ桁げたは船首とほぼ水平に並んでいる。右う舷げん方向へカーシュは顔を向けた。頷うなずいたサリューが帆桁の上を歩き出す。


    　カーシュもそれに続く。


    　ラザナスタが、帆桁へあがってきた。そこからは、逃げようとするカーシュたちに近づこうとはしなかった。片手を帆ほ柱ばしらにつき、体勢を整える。


    　ゆっくりと片腕を伸ばし、銃口を定めた。


    　カーシュはラザナスタへ話しかけた。
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    「サリューを狙うのは反則ってやつじゃないか？」


    「知らんな。手元がくるうことはある。カーシュ・ドヴァル。私も王女を死なせる気はないのでね」


    「よく言う」


    「しかし貴様を殺す気はある。キリーク・ドヴァルの代わりに殺してやろう」


    「……いま、何と言った？」


    「目の色が変わったな？　貴様は奴の養子なんだろう？　私は奴を自分の手で始末してやりたかったんだよ。どこぞでのたれ死に、海の藻も屑くずとなってしまったようだが。しかし貴様は始末できる。親子共々消えろ」


    「悪いが、お前に構っている暇はない」


    　カーシュは革袋に手を入れ、パン屑を放ち、サリューの元へ走った。風の勢いに乗って、パン屑はラザナスタの顔面に直撃した。あのユール鳥が戻ってきたらすぐにやれるように用意していたものだ。ラザナスタが銃を持ったほうの手でそれを振り払った。


    　苛いら立だちのまま、雑な狙いで引き金が絞られる。帆ほ布ぬのに命中した。ラザナスタが大きな舌打ちをする。そこへ、頭に赤い模様のあるユール鳥が飛来した。ラザナスタの肩や髪へ付着したパン屑をつつき始める。


    「邪魔だ！」


    　腹がすいたのか。カーシュたちを助けようとしてのものか。


    　おかげで時間稼ぎができた。


    「サリュー！　海へ飛び込むぞ！」


    　手っ取り早く『ラザナスタ号』から逃れるには、これしかない。下へ縄なわ梯ばし子ごで降りても逃げ場はなく、ラザナスタが立ちはだかる。


    　ただし、帆ほ桁げたの端でなければ、勢いよく飛んでも落下地点が甲かん板ぱんになる可能性が高い。風の吹く向きでも左右される。逆風の中飛んでも戻される。欲しいのは追い風だ。


    　帆桁の端──それも右う舷げん方向から飛び降りれば、追い風も重なる。


    　海の中へ落ちる。


    　とはいえ、高所から落下するという事実だけは、変えられない。命いのち綱づなもない。


    　さすがに、サリューの顔に躊躇ためらいが生まれた。しかし、ほんの僅わずかな間だった。ラザナスタを引きつけているユール鳥を見て、顎あごを引いた。


    「……どうすれば？」


    「ありったけの運をたぐり寄せろ。こう見えて、俺は巷ちまたで『不沈』のカーシュと呼ばれてるらしい。船員も絶対死なせない男だ。だから、二人とも無事だと信じろ」


    　嘘うそも方便だ。自分ではピンと来ない呼び名でも、こんな場面でこそ役に立つ。


    「……うん」


    「いい返事だ」


    　がしがしとカーシュは右手でサリューの髪をかき回した。


    　サリューを腕の中に抱え込む。


    　閃せん光こうが、サリューの紺こん色いろの髪を焼き、切った。


    　ユール鳥を無視し、ラザナスタがさらに引き金をひく。当たりは正確だった。しかし、一瞬遅く、宙を撃つ。そのときには、カーシュが帆ほ桁げたを蹴けっていた。


    　怨えん嗟さの声が、遅れて届いた。


    「カーシュ・ドヴァル！　貴様の名前も顔も、覚えたぞ！」


    　真っ逆さまに落下する。すさまじい速度で海が近づく。直前でカーシュはサリューを抱え直した。頭から海水に突っ込んだ。息を止める。深く深く、沈んでゆく。だが、驚くほど衝撃は少なく、カーシュたちは薄い膜のようなものに包まれていた。おかげでカーシュは気絶しないですんだ。嵐の中、見つけたサリューの身体からだが光っていたあの現象と似通っていた。


    　いまはカーシュが持つ、あの腕輪に填はまった結けつ晶しよう石せきを、おそらくサリューがエルとして無意識に消費している。


    　ぎゅっと瞑つぶられていた碧あお色いろの双そう眸ぼうが、うっすらと開いた。コポコポと口から泡が漏れる。


    　すると膜は消えた。


    　海中で見つめ合い、カーシュは人差し指で上を指した。泳げるか？　の意味だ。サリューが頷うなずき返す。空気を求め、足を動かし、海水を両手でかき分ける。


    　やがて、二人は海上に顔を出した。


    　大きく口を開け、息を吸ったサリューが咳せき込む。


    「……酸すっぱい」


    「またそれか？」


    「……わたしもカーシュも生きてる」


    「だな」


    　生還の喜びを分かち合う。


    　安あん堵どの時間は、長くは続かなかった。『ラザナスタ号』の甲かん板ぱんから、幾いく人にんもの顔が覗のぞき、こちらを指差していた。滑車で短たん艇ていを下ろそうとしている。カーシュはともかく、サリューをあれで拾おうという算段だろう。


    　しかし、カーシュたちに、どこよりもはやく接近してきた船があった。シゼの操る哨しよう戒かい船せんだ。動力を用いているのだろう。異様な速度を出している。


    「──船長！　サリュー！」


    　甲板から見えたワッツの姿に、サリューの顔が輝いた。手を振っている。カーシュは無事な右手で手を振った。ワッツがぶんぶんと勢いよく振り返す。


    　カーシュとサリューが哨戒船に乗船すると、シゼが迎え入れた。


    「お助けすることができて、嬉うれしく思います。サリュー王女殿下。私はシゼ・セルラ。ザレグの軍人です」


    　言うと、心のこもった一礼をした。


    「感謝します」


    　サリューの言葉に頷うなずき返すと、シゼはカーシュを見た。


    「お前も無事だな。カーシュ・ドヴァル。男ぶりもあがっている」


    「……おかげさまでな。拾ってくれて助かった」


    「気にするな。礼なら、オットー・ジャニエスに言え」


    「オットー？」


    「『ラザナスタ号』を離脱してすぐに、副長が第一軍船から『カーシュのことだからサリューと海へ飛び込む。拾え』って意味になる信号を送ってきたんですよ！　解読したのはおれです！」


    　割り込んできたワッツの後に、シゼが続けた。


    「──私の哨しよう戒かい船せんがその役割を請け負ったわけだ」


    「て、船長！　血がダラダラなんですけど……」


    　興奮した様子だったワッツが、左肩から血を流すカーシュを認め、大おお袈げ裟さにのけぞった。


    「死にゃしないって」


    　しかし、立っているよりは座りたいかもしれない。その場にカーシュは座り込んだ。


    　ワッツの姿を目にし、目を輝かせていたサリューが、意気消沈し、カーシュに倣ならって側そばに座り込んだ。短くなっていたドレスをさらに裂き、傷口に強く押し当てる。


    「……ありがとな。楽になった」


    「ううん」


    　ポンとサリューの頭に右手を置く。カーシュはシゼを見上げた。


    「シゼ。旗は？」


    「ああ」


    　サリュー奪還完了時には、旗を揚げる。これも、予あらかじめ決めてあった合図だった。シゼの指示で、哨戒船に信号旗が立った。


    　途端、大砲が届く距離を保ちながらも、必要以上に『ラザナスタ号』に接近しようとはしていなかった『トビアス号』が、異様な速度で動き出した。


    　そして、その遥はるか後方、水平線には、新たな船影が出現していた。


    　それも、大量に。


    　ぼんやりと見えるだけでも、『ラザナスタ号』が配下におく船数の数倍はある。


    　ワッツがトビアスから入手し、自前のものとした望遠鏡を持ち、帆ほ柱ばしらの途中までのぼった。覗のぞいてから、呆ぼう然ぜんとした声を出した。


    「船長……。あれ、全部ザレグの軍船、です……。それも……あの旗って、指令船……？　ザレグの指令船だよ……。船団の一番偉い人が乗るやつ……。おれ、本物の指令船なんてはじめてみた……」


    　戦況は一変した。


    『ラザナスタ号』側でも、敵に援軍が到着したことを知ったのだ。『トビアス号』同様、妙に速度の速い船が数十隻せき、一群から抜け、どんどん船影を大きくしてゆく。


    　その意味するところは、これらが動力船だということだ。


    　サリューが手中から離れても、攻勢を保っていた『ラザナスタ号』が、次々と砲門を閉じてゆく。他のアレムの軍船も、それに倣ならう。


    　──『ラザナスタ号』に、信号旗が掲げられた。


    『交戦の停止と、再交渉を望む』


    　対する返答はこうだ。


    『全面降伏せよ。考える猶ゆう予よを与える。逃走すれば攻撃する』


    『トビアス号』の砲門は開かれたままだった。時間が経たつほど『ラザナスタ号』には分が悪い。ザレグの援軍は近づき、増えるばかりだからだ。包囲される形になりつつある。アレムの軍船に追われていたオットーの乗る第一軍船も、ザレグ側へ離脱している。しかし、『ラザナスタ号』からの更なる返答は、まだない。


    「おーい、カーシュ。こっちに来いや」


    　充分な距離に近づいた『トビアス号』から、哨しよう戒かい船せんへ船ふな梯ばし子ごが下ろされた。軍本船長自ら、船ふな縁べりに手をついて呼びかけている。


    「──これは、どういうことですか。トビアス軍本船長殿」


    『トビアス号』へ乗り移ると、出迎えたトビアスへ、固い声でシゼが尋ねた。


    「援軍が来てザレグが勝った。そういうことだが？」


    「事前に話が通っていなければ援軍など……！　このような後出しは聞いておりません」


    　カーシュたちがトビアスと立てたサリューの奪還作戦の基本は、少数精鋭だ。サリューを取り返した後は、即座に戦線を脱する。ラザナスタは執しつ拗ように追跡するだろう。ここで『トビアス号』とシゼの哨戒船が動力船だということが生きる。他の船は捨てる。味方になった囚人兵を含め、船員を動力船に乗せ、『ラザナスタ号』を引き離す、という予定だった。


    　だが、実際は異なる作戦も用意されていた。


    　シゼは、個人的にカーシュへの助力を約束した人間であったがため、そちらの作戦にはトビアスが関与させなかったのだろう。


    「シゼ、無駄だ」


    　トビアスには響かない。


    　ため息交じりに、カーシュは首を振った。


    「そうそう。カーシュはわかってるじゃねえか。自軍の被害は最小限に抑える。それが指揮官ってもんだ。約束も反ほ故ごにしたわけじゃない。手は貸したろ？　最初から総力戦にもできたが、しなかっただけだ。お前らが失敗したら、総力戦になっていたってだけの話だ」


    　トビアスがいけしゃあしゃあと言ってのけた。


    「──こっちが圧倒的有利のな」


    　付け加える。


    「仕掛けてきたのは『ラザナスタ号』。つまりこのザレグの支配海域において、手を出したのはアレムということになる。カーシュもお姫様を取り戻し、目的を達した。ザレグもたいした被害なく、『ラザナスタ号』といういいアレムとの交渉材料を得た」


    「まだあっちは降伏していないのにか？」


    「それは問題ない。降伏しなければさせるだけだ」


    　トビアスが調子よく締めくくる。


    「戦果としては万々歳だ」


    　その眼光が、鋭く細められた。高貴な身分の者に対する、古来に則のつとった礼を、サリューに向け行う。


    「サリュー王女殿下。トビアス・デスレーと申します。以後お見知りおきを」


    「シゼさんと同じ……ザレグの方、ですね」


    　言いながら、サリューは何かが引っ掛かるかのように、しきりに瞬きした。無意識に、あの即席の賭博場でトビアスを見掛けていたことを覚えているのかもしれない。


    「カーシュの要請を受け、船団をあげて協力させていただきました」


    「船団をあげて……？」


    　サリューもいまの会話を聞いていたのだ。思うところはあるのだろう。トビアスが片かた眉まゆをあげた。


    「我々の協力がなければ、船のないカーシュはどうすることもできませんでした。いち不法船乗りの話を聞き、移動手段を与え──あなたがたが再会できたのも、ザレグの力添えがあってのこと」


    「それは……有あり難がたく思っています」


    「王女殿下には、我らがザレグの代表、ラバン・ヴェインも伺いたいことがたくさんあるとのことです。そこのカーシュによると、意に反し、『ラザナスタ号』に囚とらわれていたとか。──もし望むなら、リエスにもお送りしますが」


    「──いいえ。リエスには、戻りません」


    　即座に返された否定に、トビアスが笑顔を浮かべた。


    「では、ザレグでお過ごしください。ザレグの威信にかけて、あなたの身の安全を保証いたします」

  


  
    



    終章　選ぶ道


    



    　サリューを奪還してから、三日が経過した。


    　カーシュは診療室で治療を受けた後、『トビアス号』内にわざわざ作られた病室の厄やつ介かいになっていた。そこへオットーとワッツと共に放ほうり込まれている。蛆うじ虫むしのついていない食事が日に三回出るし、毎日船医に診察もしてもらえる。カーシュが哨しよう戒かい船せんで世話になっていた女性船医だ。


    　後退していた彼女との関係だったが、呼び方も、「ドヴァルさん」から「カーシュさん」に前進した。


    　と、病室の釣つり床どこに寝そべっているカーシュの元に、羽根が一枚ふわりと飛んできた。


    「だーかーらー！　お前はまだ飛べないの！　わかる？　薬塗らなきゃいけないの！　おれが！　塗ってやってんの！」


    　低くユール鳥が鳴いた。塗り薬の小こ壺つぼを持ち、ユール鳥と向かい合っていたワッツが、後頭部で手を組み、自分たちを眺めていたカーシュに訴えた。


    「船長！　こいつ図々しさに拍車がかかってませんっ？」


    　ワッツが指差したのは、言わずとしれたあの、頭に赤い模様のあるユール鳥だ。


    『トビアス号』の船首甲かん板ぱんで消耗し、動けなくなっているのがアレム兵によって発見された。


    　彼はサリュー奪還時、カーシュが与えられた船に乗り部下として働いていたアレム兵で、作戦前のカーシュとユール鳥の戯たわむれを覚えていた。かくして行き倒れの鳥は無事拾われることとなった。


    　そしてカーシュの元に届けられた。ラザナスタに攻撃を仕掛けた時、銃から放たれた閃せん光こうがかすり、左翼が傷ついていたらしい。ほぼ完治していたが、右翼も以前に負傷していたようで、それも含め、カーシュもろとも、病室の世話になることが決まった。


    　さすがザレグだ。カーシュへのものよりも丁てい寧ねいなのではないかと思うほど手厚く看護され、専用の鳥かごまで用意された。しかし餌えさはザレグ人が運んで来ても食べようとしない。


    　カーシュかオットーかワッツか。この三人でないと駄目だ。もう一人──ユール鳥が餌を食べそうな人間はいるが、トビアスに伴われ別れて以来、一度も会っていない。


    「堪たえ忍べワッツ。そいつは救世主だ」


    「救世主う？　こいつがですか？」


    　真剣にカーシュは頷うなずいた。


    「そいつがいなかったらサリューは救出できなかった。俺もたぶん死んでた」


    　このユール鳥はサリューからの手紙を運び、ラザナスタが銃を撃つのを妨害した。


    　そういえば──とカーシュはワッツと戯れるユール鳥をまじまじと見つめた。思い返す。帆ほ桁げた上じようで見たときには、首に時計をかけていなかった。サリューに渡ったのか否いなか。謎のままだ。


    「船長船長！　思ったんですけど、おれとこいつなら、サリュー奪還時の貢献度はどれくらいですかっ？　おれが十とすると？」


    「八十？」


    「たっか！」


    「──貸してみろ」


    　横から、オットーがワッツの持つ小こ壺つぼを奪い取った。ユール鳥の翼に塗り始める。ワッツの時とはうってかわって大人しい。


    「詐さ欺ぎだ！　人間差別だ！」


    「鳥も人を見ている、ということだワッツ」


    「……騒がしいことだな」


    　仕切り布をめくり姿を見せた訪問者は、軍服がこの上なく似合う赤毛の女性──シゼだ。


    　ただし、病室の外には、カーシュたちがむやみやたらに歩き回らないよう、トビアスの息のかかったザレグ兵の監視の目が──今回の作戦に貢献した元不法船乗りたちの警護、という目的で──光っている。


    　シゼはツカツカと歩いてくると、カーシュが横たわる釣つり床どこの傍かたわらに立った。


    「私を呼んだそうだな？」


    「トビアスは忙しい、サリューは予定が詰まっている。会ってくれそうな知り合いが、あんたしかいなかった。──状況が知りたい」


    『ラザナスタ号』がどうなったかは、女性船医から聞けた。全面降伏を受け入れ、ザレグの支配海域に留とどまっている。今回の件で、ラザナスタは捕ほ虜りよとなり、いずれは使者と共にアレムを訪れるという。完全に、ザレグの管理下に入った。サリューにとっての、『ラザナスタ号』という脅きよう威いはなくなったと言ってもいいだろう。


    　問題は、そのサリューについてだ。


    　カーシュたちと別になるように隔離されている。本人の意志ならいいが、どうもそうは思えない。『トビアス号』の船員と親しくなったワッツが面白い噂を一度だけ耳にしている。


    　曰いわく──最新鋭の動力船を、軍船が牽けん引いんして運んできた。指令船に横付けされている。


    　ぜひ見に行きたいところだが、生憎あいにくカーシュたちは病室から出られない。


    「その前に、お前に聞いてほしいことがある」


    「美人の頼みなら喜んで」


    「ふーん……。最下層甲かん板ぱんで言われた台詞せりふよりは、マシになったぞ」


    　合格点をいただけたようだ。


    「私は腹が立っている。三日前、指令船や援軍が、すぐ近くに来ていたということにだ。トビアス軍本船長が、私たちには黙っていたということにもな。被害を抑え、作戦を成功させる。それはわかる。しかし、それなら部下には伝えておくべきだろう。私にも、カーシュ、お前たちにもだ。理性では納得しても、感情ではな。結果が良ければ、とは思えない」


    　重く息が吐き出された。


    「──軍に入ってから、私は理性を優先させるようにしてきた。これからもそうするつもりだ。だが、今日は感情を優先させることにする」


    　一転、晴れやかにシゼは笑った。


    　何かを差し出してきた。


    「これをやる」


    「あー……。自害しろと？」


    　研ぎに研いだような抜き身の短剣だ。皮膚に触れるだけですぱっと切れるだろう。その刃はカーシュに向いている。


    「武器になりそうなものはここには一切ないだろう？　船医のアンはトビアス軍本船長の息がかかっているし」


    「……そうなのか？」


    「アンのことか？　お前を懐かい柔じゆうしろと言い含められているようだぞ」


    　女性船医、アンとの関係は前進したわけではなかったのか。


    　愕がく然ぜんとしている、カーシュの反応に思うところがあったのだろう。哀あわれみと軽けい蔑べつの入り交じった眼まな差ざしで、シゼは釣つり床どこのカーシュを見下ろした。


    「それに、お前に味方をしてくれそうなアレム兵も出入りは禁止。そこのユール鳥を見つけたのはアレム兵だが、届けたのはザレグ人だったはずだ。……悪いな」


    　シゼが突とつ如じよ謝った。


    「お前たちが最下層甲かん板ぱんから私の船長室までやって来たことがあったろう？　あの詳細を、私がトビアス軍本船長に話した。それで、アレム兵はお前たちには近づけなくなった。彼らはザレグに亡命した割りに、ザレグというよりは、お前の味方という節もある。……現に、そうしそうだしな」


    「あいつらは？」


    　ユール鳥を船首甲板で拾えるぐらいだ。制限のようなものは加えられていないとカーシュも想像はしているが。


    「全員、『トビアス号』で働いている。おいおい、どう生きるか決めることになるだろう。軍に所属するもよし。専門船で農業に従事するもよし。不法船乗り以外なら受け入れられる。──受け取らないのか？」


    　シゼはずっと短剣を差し出したままだった。


    「これは絶対に必要になるぞ。とぼけるな。私を呼んだのは、私にさせたいことがあったからじゃないのか？　こちらから協力してやると言っているんだ。そっちの二人にも、ほら」


    　カーシュの腹の上に抜き身の短剣を置くと、軍ぐん靴かからさらにシゼは二本取り出した。オットーとワッツに投げる。さすがにこれらは鞘さやがついていた。


    「本題に入ろう。今日、ザレグと王女殿下の間で、会議が行われる。出席者は代表のラバンと、主だったザレグの幹部。それとトビアス軍本船長だ」


    「……会議の内容は？」


    　シゼがせせら笑った。


    「決まっているだろう？　──『レクキール号』についてだ」


    「あれを、洞どう窟くつから運び出したんだな？」


    　少し驚いた様子をシゼが見せた。


    「お前たちの耳には決して入らないように、と厳命がしかれていたが……」


    「船長！　おれの貢献度二十ぐらいにあがった気がしませんっ？」


    　すかさず手をあげたワッツの頭に、ユール鳥が飛び乗った。


    「うわっ！　こいつ生意気！　おれは九十だって行動！　おれに挑戦してる！」


    「ユール鳥に懐なつかれているとは羨うらやましい……」


    　シゼは羨望のため息を一つ落とした。が、すぐに表情を引き締めた。


    「そのユール鳥、もともと右翼に怪け我ががあったろう。『屑くず星ほし号』が撃沈されたとき、余波を食らって『ラザナスタ号』にいた王女殿下のもとにたどり着き、ずっと一緒に過ごしていたそうだ。……ユール鳥すら、いまの王女殿下の側そばにはいらっしゃらない。アレムもザレグも、変わりないのかもしれん」


    「──ザレグはサリューに、『レクキール号』を起動させる気か」


    「会議の場でな」


    　だが、不可能だ。腕輪は、カーシュの腕に填はまったまま。サリューは『レクキール号』を動かすのに必要だ。しかしサリューだけでは起動できない。そのことをザレグは知らない。故意にカーシュが誤認させた。


    「会議には、お前たちも同席することを王女殿下は求めた」


    　こう続くのだろう。


    「が？」


    「握りつぶされた。トビアス軍本船長は、王女殿下の意思をないがしろにしている。私はいまもトビアス軍本船長のことは尊敬申し上げている。しかしこれに関しては擁よう護ごしたくない。今日は感情で動くと決めたしな。私に勝ったお前に力を貸すとも、決めている。──さて、カーシュ。私が思うに、お前は会議に出席したいはずだ。しかしお前にその権利はない。そこで私がその機会を与える」


    　立て、とシゼが言い放った。


    　釣つり床どこから起き上がったカーシュの右手に短剣を握らせ、背後から自分の首に当てさせた。


    「──コネも実力のうちと認めることにした。不本意ながら。私は『トビアス号』配下の哨しよう戒かい船せんの船長に過ぎない。権力はない。だが、それなりに名と顔は知られている。死なれたら困る人間は多いんだ。良い人質になるぞ。誰もが通してくれるはずだ。目的地までも楽勝だ。ほら、信しん憑ぴよう性せいを出すためにもすぱっと浅く切れ。許す」


    「女を傷つけるのはちょっと……」


    「その額の傷は飾りか？　男なら男らしく潔いさぎよくやれ！」


    　及び腰のカーシュに対し、シゼが見当違いな叱しつ咤た激励をした。


    「これは、転んでできただけだ」


    　いや、『ラザナスタ号』では剣で切られたから、剣傷とも言えるのか。額の皮膚が切れたのはほんのかすり傷で、痛くも痒かゆくもなかったが、カーシュの額にある傷跡は広がってしまっている。


    「転んでできた？」


    　どうやらシゼにも、額の傷は歴戦の証あかしなのだと勘違いされていたようだ。シゼがため息を吐ついた。


    「夢を壊す。その真実は胸にしまっておいたほうがいい。私はがっかりだ」


    　笑い声がして、カーシュはオットーとワッツを睨にらんだ。二人はそっぽを向いた。


    「──とにかく、私は人質だ。不覚を取り、絶体絶命に陥っている。……いいな？」


    「頑張りま──、と、あ、待った！　こいつ入れてやらなきゃ。副長！　お願いします！」


    　借りた短剣を振り上げたワッツが鳥かごを持った。オットーのほうを向き、鳥かごの扉を開ける。


    　しかし、このユール鳥は鳥かごを嫌う。不吉な予感を覚えたか、翼をばたつかせながら走りだそうとした。そこをすかさずオットーが捕獲し、鳥かごの中へ入れてしまった。


    　不満そうにユール鳥が鳴いた。


    



    



    　会議が行われるのは、『レクキール号』の甲かん板ぱん上じようだ。


    　シゼの言葉に嘘うそ偽いつわりはなかった。彼女は人質として予想以上の効果を発揮した。不法船乗りたちの集会の数十倍の規模で、ザレグの船は指令船を中心として各種の船が連結板によって繋つながり、街を形成していた。


    　小声で囁ささやくシゼの案内によって、立ち止まることなく目的地へと進む。


    『レクキール号』は、指令船の真横にあった。この両船のみ、階段を使って行き来できるようになっている。天てん陽ようの光のもとで見る『レクキール号』は、三百年前から存在している船なのにもかかわらず、進水式を経たばかりのような外観を保っていた。


    　階段に立ったカーシュたちは、歓迎されざる闖ちん入にゆう者しやとなった。


    　突き刺さるような視線が、会議の出席者から注がれる。


    　船首甲かん板ぱんには、いずれも三十代から六十代ほどまでの男女が約十名ほど勢せい揃ぞろいしていた。ザレグの選えりすぐりの幹部たちなのだろう。


    　王女らしい装よそおいをし、髪を整えたサリューは、背筋を伸ばして彼らと対たい峙じしていた。


    　階段に背を向けていたため、一番カーシュたちに気づくのが遅かった。


    「──シゼ・セルラが、残りの会議の出席者をお連れしました」


    　人質という体ていにもかかわらず、笑顔でシゼが述べた。幹部たちの眉まゆが顰ひそめられる。三十代ほどの女性幹部が口を開いた。


    「……シゼ。そのようには、わたくしには見えませんけれどね」


    「正攻法では難しそうでしたので、強硬手段をとりました。彼らは、そちらのサリュー王女殿下がこの会議で同席を求めていた者たちです。正しく伝達がなされていないようでしたので、僭せん越えつながら、私が」


    　シゼが手のひらをカーシュに向けた。そこへ、カーシュが彼女へと突きつけていた短剣を落とす。慣れた様子でシゼは短剣をベルトに仕舞ってしまった。


    「──このような次第です」


    　すでに、オットーとワッツも形ばかり刃を向けて構えていた短剣を鞘さやに収めている。


    「ラバン代表。いかがでしょうか？」


    　集まった中の、五十代を過ぎた辺りか、黒髪の男に向かって、シゼが裁定を問う。


    　ラバンは穏やかな顔立ちの男だった。身体からだ付きはがっしりしており、海で育ったことが窺うかがえるが、ザレグという船団国家の頂点に立つ代表には見えない。黒目黒髪でこれといった容姿的な特徴もない。ごくありふれている。しかし、周囲のザレグ人たちは、ラバンの一挙一動に神経を尖とがらせていた。比較的、それを表に出していないのはトビアスぐらいだ。


    　ラバンが目を向けたのはサリューだった。


    「その者たちの同席を王女殿下が望んだというのは事実ですか？」


    　落ち着いた声こわ音ねで確認する。


    「はい。トビアス軍本船長には、伝えました。シゼさんにも……」


    　しっかりとサリューが頷うなずくと、


    「──トビアス。どういうことだ」


    　ラバンからトビアスへの叱しつ責せきが飛んだ。


    「不幸な行き違いがあったのでしょう。私の不徳の致すところです。謝罪いたします。申し訳ありませんでした。サリュー王女殿下。それから、カーシュ・ドヴァル、オットー・ジャニエス、ワッツ」


    「では……この三名の会議への参加を認めるか？　挙手を。わたしは認める」


    　ラバンが手をあげ、全員一致で、カーシュたちは受け入れられた。


    　嬉うれしそうにサリューが微ほほ笑えむ。たった一人で対峙していた少女の側そばに、カーシュたちが加わった。シゼは、どちらからも少し離れた場所に立った。


    　中断された会議が再開される。


    「サリュー王女殿下。互いが互いのみ持ち得る情報がある。そうわたしは考えています。たとえば、ザレグはリエスで何故なぜあのような内紛が起こったかを。そして殿下は、この──」


    　切り出したラバンが、赤い光が点灯する扉に触れた。


    「『レクキール号』という船について」


    　洞どう窟くつからここまで牽けん引いんしてくる間、この三日、ザレグが『レクキール号』に入ろうとしなかったとはカーシュには思えない。しかし、収穫はなかったのだろう。鍵かぎはサリューのみ。


    「……何故叔父おじ上うえがあんなことをしたのかご存じだと言うのですか」


    「沈むからです」


    「……え？」


    　ラバンが言い直した。


    「リエスが、あと十年ほどで海中に没するからです」


    「沈む？　そんな……！」


    　トビアスを含め、幹部の間では周知の事実だったようだ。サリューと、遅れてこの場にやってきた面々だけが、言葉を失っている。


    「事実です」


    　柔らかくラバンは説明を続けた。


    「エルによって、リエスはその陸地を保っています。それは殿下も知るところでしょう。あるいは沈む力に抗しているのか。海面が上昇したのか。海面は上昇せず、陸地だけが何らかの理由で沈下したのか。どちらかなのはもはや不明ですが、リエスは蓄えていたエルを使用することによって自然の摂理に逆らっています。もう長い間。しかし、前々代の聖王の御み代よに、ある可能性が浮上した」


    　──聖地は、少しずつ沈んでいる。


    「海中へ水没させようとする力が増し、エルの消費量が増大していると。前代の聖王エディアルドの代では、十年という期限まで算出された。あなたの父君は、どう考えたと思われますか？」


    「……新しい、陸地を、探そうと？」


    「そうです。それが聖王エディアルドの考えでした。このことを国民や我々船団国家へも公表し、リエスが沈みきる前に、リエス以外の陸地を目指すべきだと考えたのです。実行するなら、国家予算をつぎ込んだ大がかりな計画となります。リエスを棄すてる計画でもある。しかし、聖王家の血族内では、意見が割れました」


    「ジーク叔父上、ですね」


    「いままで発見されなかったのが陸地ではないのか。陸地を目指し、船を送り込んでは失敗してきた計画だ。確証はない。それならば、リエスを存続させることのみに力を注ぐべきだ、と唱えたのがあなたの叔父おじ上うえです。十年という歳月を延長する方法を。結けつ晶しよう石せきというものが今の世にもある。これを消費し月日を延ばし続ければいい。確実性のあることに労力を注ぐ。それが血族内での主流派でした。聖王でありながら、あなたの父君の立場は弱まっていった。だが、聖王エディアルドは意見を変えなかった。対立は激化し──」


    　ついには。


    「あの日が」


    　サリューが呟つぶやいた。


    「だから……お父さまは」


    「──復ふく讐しゆうを望みますか？　望むなら、力をお貸ししましょう」


    　碧あお色いろの瞳が、揺れた。だが、かぶりを振る。


    「リエスには、まだ戻りません」


    　まだ、とサリューは強調した。


    「……パルメダ、という地が、あるそうです」


    　祈るかのように、両手が胸の前で組まれる。


    　カーシュにも以前話した、『来訪者』にまつわる物語を、サリューは『レクキール号』の船長室で見つけた海図とからめ、語った。


    「根拠のない夢物語ではありません。この船が何よりの証拠です。『来訪者』が辿たどってきた航路を記した、海図も存在します。数年……一年か二年あれば、パルメダに行って、戻って来れる。そう思います。わたしは──」


    　語りかける相手を変えたサリューは、カーシュに身体からだの向きを合わせた。


    　真まっ直すぐに見つめる。


    「──カーシュ。わたしはあなたに嘘うそをつきました」


    　言葉遣いも王女から、『屑くず星ほし号』の船員としてのものへ変わる。


    「『レクキール号』のあった洞どう窟くつの場所を記した海図を見せて、連れて行けば報ほう酬しゆうを与えるといったとき……わたしは、何も、持ってなんかいなかった。報酬なんか払えるはずがなかったのに。……ごめんなさい」


    　俯うつむきかけたが、サリューは目を逸そらさなかった。


    　スラム船育ちの子どもだ、とカーシュが感じた瞳は、していない。養い親であるキリーク・ドヴァルに拾われた頃の、自分と酷こく似じした眼まな差ざしは。


    「もう、嘘はつきません。わたしは海のことは、まだまだよくわかりません」


    　だから、と言い募る。


    「パルメダへ、連れていってください。今度は嘘のない、取引を。そのかわり、『レクキール号』をあなたに任せます。あなたの夢も、叶かなえられるはずです」


    　サリューは知っている。周囲の反対を押し切って、新天地を求めて航海へ出た養い親がいたからこそ、カーシュが新天地を目指す夢を抱いだいたことを。


    　リエスが沈む。前々代の聖王の御み代よには、すでに判明していたという。養い親が出発した時期とも、符合する。


    　カーシュがサリューと出会ったのは必然のようにも思える。


    　海図に記されていた、『船の墓場』へ、サリューを連れて行く。


    　そのかわり、達成の暁あかつきには、サリューはカーシュに報ほう酬しゆうを払う。


    「──俺で良ければ、喜んで」


    　カーシュは報酬を受け取った。


    「こちらこそ、ありがとう。カーシュ」


    「……そいつは、早計ってもんじゃねえか？　お姫様」


    　頭を掻かき、苛いら立だちのこもった声でトビアスが持論を繰り広げた。


    「『レクキール号』を餌えさに、カーシュはザレグの協力を取り付けた。お姫様の知らないうちにな。話を聞くに、お姫様こそが、この船の所有者だっていうのに」


    「わたしを助けるためでしょう。カーシュたちは、『ただのわたし』でも、助けようとしてくれるかもしれない。でもザレグは、『ただのわたし』のためには、動かない」


    「それはそうだ。『レクキール号』と、そこに残された情報。ザレグはこの二つを欲している。──船の起動を。お姫様がいれば、起動するんだろ？」


    　サリューは口を噤つぐんでいる。カーシュを見上げた。起動の鍵かぎの片割れである腕輪は、カーシュが持っている。サリューにかわって、カーシュが答えた。


    「船の起動にも、そこの扉を開けるのにも、サリューだけじゃ足りない。腕輪が必要だ」


    「──腕輪？」


    　トビアスがはっとした様子で睨にらみをきかせた。鋭い視線がカーシュの手首に注がれる。


    「お前の……」


    　カーシュは己おのれが填はめた腕輪を回転させ、結けつ晶しよう石せきの窪くぼみの色を、黒色へ変えた。


    「サリュー」


    　呼ぶと、サリューが頷うなずいた。カーシュが何をしようとしているか、悟ったからだ。


    　はじめて操そう舵だ室しつに入ったとき、『レクキール号』を起動させようと、腕輪の窪みの色を変えてはサリューに装置に触れてもらい、試した。


    　結局、起動のための正解の色は緑だった。だがその他にも、得るものがあった。装置があの独特の音声で説明してくれた。


    　──権限の承認追加だ。


    『レクキール号』を動かせる者は本来一人だが、それを二人にできる。


    　本来の起動者以外に、腕輪に記憶させ設定した人間も、船の起動に必要となる。


    　不便になるだけのように思えるが、パルメダではその必要があって付与された機能ということだろう。


    　これは、腕輪の窪くぼみの色が黒色の状態のとき、記憶させたい人間──カーシュに腕輪を填はめさせ、起動者──サリューが結けつ晶しよう石せきに触れることで行われる。


    　それでカーシュは船の起動に必要な二人目と認識される、はずだ。音声による説明はあくまでも、『来訪者』のようなすでに知識を持つ者向けで、カーシュが想像で補った面が多分にある。


    　サリューが腕輪の結晶石に触った途端、窪みの色が自動で一瞬のみ、点滅した。


    　──変更は、実行された。


    　成功すれば、起動の色に変化する。黒色から、緑色へ。


    「……何をした？」


    　険しい顔でトビアスが口を開いた。カーシュの胸倉を掴つかみそうな勢いだった。


    「さっきまでは、サリューと腕輪だけが、船の起動に必要だった。これからは、俺もいないと船を起動できなくなった」


    「笑える冗談と、笑えない冗談があるんだぜカーシュよ」


    「冗談かどうか、試してみよう」


    　カーシュは腕輪を外した。サリューに渡す。本来の持ち主へと腕輪が戻った。


    「前は、この状態のサリューが扉に触れただけで開いた」


    　サリューが右手の手のひらを扉に押し当てた。扉の赤い光はそのままだ。内心、カーシュは胸をなでおろしていた。扉の開閉にも、この変更は適用されるようだ。正体不明の旧遺物を動かさんと試行錯誤し、成功か失敗か、判定の下されるのと同じ瞬間を、いま味わった。


    　カーシュも扉に手を置いた。


    　扉の赤い光が、青へと切り替わった。


    　すんなりと、扉が開く。


    　理解が、その場に広がってゆく。トビアスを筆頭に、幹部たちの顔に浮かんだのは激しい怒りだ。


    　だがそこへ、笑い声があがった。──シゼだ。


    　笑いすぎて涙の滲にじむ目元を指で拭ぬぐっている。


    「つまり、ザレグは、サリュー王女殿下の願いを叶かなえないことには、新天地を目指せない。王女殿下はカーシュを『レクキール号』の船長にしたい。──違いませんね？」


    　最後の部分は、サリューへの呼びかけだ。


    「違いません」


    　はっきりとサリューが意思表示する。頷うなずいたシゼが、ザレグの幹部たちへ呼びかけた。


    「カーシュの船長としての指揮能力も、とくに問題はない。私が保証します。『来訪者』の持ち得る技術で作られた船の起動方法を変更してしまえるあたり、この方面でも、適任でしょう。第一、どうせ、私たちには『レクキール号』の扉一つ動かすことはできない」


    　ラバンが大きく息を吐き出した。


    「──言いたいことはそれだけか、娘よ」


    　言葉と共に、父親の顔がかすかに覗のぞいた。


    「カーシュと王女殿下に『レクキール号』は委ゆだねるべきだ。しかしザレグがまったく関与しないとは言っていないし、するなとも言われていない。パルメダへは私も行きたい。こんなところだな、父さん」


    「はっ？」


    　素すっ頓とん狂きような声の主はワッツだった。オットーが頭を抱えている。今までは話の成り行きを注視しつつ黙っていたのだが、堪こらえきれなかったらしい。


    「ワッツ……」


    「だって、姓が！　シゼさんはセルラですよ副長！」


    　ラバンの姓はヴェインだ。


    　腰に手を当てたシゼは、少し不本意そうにかぶりを振った。


    「──セルラは母親の姓だ。私はシゼ・ヴェインでもある。ラバン・ヴェインの一人娘ということになるわけだが……これが厄やつ介かいでな。親の七光だ何だの言われ、権力欲の強い輩やからにはやたら求婚され──ヴェイン姓を名乗っているとろくなことがない。シゼ・セルラのほうが楽なんだ」


    　シゼがザレグ代表の一人娘なら、以前トビアスが言った「背後には怖い親父もついている」という言葉も頷うなずける。船団国家の最高権力者が控えている、という意味だ。


    　ザレグの幹部しか出席できない会議へ乱入し、受け入れられたのも、シゼ・セルラが、シゼ・ヴェインであるためだ。


    「私の姓よりも、ザレグが『レクキール号』をどうするのか、だ。ラバン代表？」


    　ラバンが目を細め、娘を見つめた。


    「お前がカーシュ・ドヴァルを買っていることはわかった。わたしはお前の人を見る目は信頼している。トビアスも癖はあるが得がたい人材だった。一番反対しそうなのは、そのトビアスだが。……お前はどうだ、トビアス」


    　トビアスは肩をすくめた。すでにどこにも怒りは残っていない。切り換えははやいようだった。起こったことを引きずっているようでもない。


    　淡々と答えた。


    「──カーシュ付きでないと動かせなくなったのなら、受け入れるまでです。ザレグの利益となるよう、込みで考えることとします。代表は？」


    　その問いには答えず、ラバンがサリューに穏やかな表情で話しかけた。


    「『レクキール号』に、我がザレグから船員を選んでいただけますか？　サリュー王女殿下。カーシュ・ドヴァルと」


    「……ええ！」


    　サリューが破顔した。


    「さっそく『レクキール号』内部の調査と……いや」


    　子どものように声を弾ませて、ラバンがつけたした。


    「まずは、起動を。この船が自力で航行するところを、ぜひ見せていただきたい」


    　何の思惑もない、素直な感情の吐と露ろがそこにはあった。ザレグの最高権力者もまた、未知を愛する海の男の一人だったようだ。


    　そのまま、全員で操そう舵だ室しつに赴おもむく。ラバンを筆頭に、ザレグの幹部たちが固かた唾ずを呑んで見守る中、カーシュとサリューは半円状の赤い突起に触れた。ザレグ側の主張により、念のため、サリュー一人で試してみてから行われた。


    　どこからともなく、あの無機質な音声が室内に響き渡り、起動装置の色が緑色へと変化した。沈黙していた計器類が動き出す。


    『レクキール号』の起動には、カーシュとサリューの二人が必要だと船に証明された瞬間でもあった。


    「──お見事」


    　満足げに、ゆっくりとラバンが手を叩たたいた。


    「これを見せられては、誰にも文句は言えない」


    「起動だけでは、足りないのでは？」


    　カーシュはラバンを振り返った。


    「ほう。というと？」


    「──船は航行してこそ」


    「なるほど。その通りだが、そのためには、何が必要だね？」


    「動力となる結けつ晶しよう石せきが」


    　間髪容いれずにカーシュは答えた。『レクキール号』の操船方法ははっきりとは知らないが──まずは燃料があれば、何とかなるだろう。旧遺物の用途を探るのと同じ要領だ。カーシュの得意な分野だった。


    



    



    　試験航海前の『レクキール号』の甲かん板ぱんで、カーシュは海風を受けていた。船の起動はしたものの、『レクキール号』は燃料切れだった。そこで、ラバンの手配によって今日中に結晶石が届くことになった。それをいまかいまかと待っている。


    　船内へ続く扉が開き、船が起動したいま、多くのザレグ人が『レクキール号』に乗船していた。人員は選別されているようだが、ちょっとした見物会場と化している。


    　カーシュもさきほどまで幹部の一人に捕まっていたのだが、逃げ出してきた。サリューも相当な人気で、ひっきりなしに誰がしかに話しかけられていた。


    　──と、そのサリューが、扉の一つから出てきて、甲かん板ぱんを見渡している。カーシュと目が合うと、ドレスの裾をたくし上げ、危なげなく駆け寄ってきた。


    「どうしたサリュー？」


    「カーシュを捜していたの」


    　ドレス姿のサリューは、その下から、不釣り合いな革袋を引っ張り出した。中から出したあるものを大切そうに、両手で持つ。


    「どうぞ」


    　そこにあった、留め具が壊れた時計をカーシュは手に取った。


    「返事のかわりにユール鳥に持たせた時計だな。……ちゃんとサリューに届いたか」


    　あのユール鳥には後で何かお礼をしないとだろう。パン屑くずではない御ご馳ち走そうでも用意するべきかもしれない。


    「カーシュの時計だったから、生きているって、わかった」


    　柔らかく微ほほ笑えんだサリューだったが、すぐにその顔が曇る。


    「本当はもっと前に渡そうと思っていたんだけど……」


    　カーシュは苦笑した。


    「隔離されてたからなあ……」


    　まさか再会したのもつかの間、今日まで話もできないとはカーシュも思ってもみなかった。


    「それから、これも」


    　サリューが、自分の元に戻ったばかりの腕輪を、手首から外してしまった。真剣な面おも持もちでカーシュへ差し出している。カーシュが硬直していると、サリューは言葉を重ねた。


    「わたしじゃなくて、実際に『レクキール号』を動かす人が持っているべきだと思う。カーシュに預ける」


    　少し、カーシュは考え込んだ。


    　サリューの言い分はもっともだ。しかし──。


    「──じゃあ、この時計は、サリューが預かってくれるか？」


    　腕輪を、動かすと痛む左手で受け取り、右手にある時計を、サリューへと渡す。


    「交換ってわけじゃないけどな」


    　サリューが長い睫まつ毛げを震わせ、葛かつ藤とうするかのように瞬まばたきした。


    「でも、これはカーシュの大切な──」


    「宝物だからだ。サリューの腕輪と、俺の時計。宝物を二つ持つのは、責任重大過ぎて俺には荷が重い」


    　躊躇ためらいがちに、サリューが時計を手にした。まじまじと見つめている。垂れた細長い鎖の先で壊れた留め具が妙に目立つ。


    「……その留め具も、直したほうがいいな」


    「ううん」


    　しかし、サリューはかぶりを振った。


    「留め具が壊れているのを、カーシュはわざとそのままにしていたんでしょう？　だから、このままがいい」


    　カーシュが以前そうしていたように、時計の鎖を手首にサリューが巻き付けた。


    「こうすれば……」


    　どうだ、と言わんばかりの様子に、カーシュは喉のどの奥を震わせた。
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    「カーシュ！　結けつ晶しよう石せきの到着だぞ！」


    　二人で、呼びかけのしたほうを向く。


    　ラバンの命を受けて、結晶石の調達に行っていたトビアスが、木箱を自ら抱え、指令船と『レクキール号』を繋つなぐ階段を降りてきた。


    　甲かん板ぱんに箱が置かれ、蓋ふたが開いた。箱一杯に詰められていたのは、青く光る結晶石だ。


    「とりあえず、これだけありゃあ足りるだろ」


    「サリュー。『レクキール号』を走らせる時が来たぞ」


    　大きくサリューが頷うなずく。


    　腕輪を填はめ、カーシュは操そう舵だ室しつへ向かった。


    



    　──その日、ザレグの支配海域では、帆ほ柱ばしらのない正体不明の船が数時間に亘わたり、海上をすさまじい速度と常軌を逸した小回りで走行しているのが目撃された。


    



    



    　半月後、『レクキール号』は出発の日を迎えていた。


    『来訪者』の残した船は、何もかもが規格外で、さしものカーシュも操船方法をほぼ把は握あくするまでに骨を折った。ほぼ、というのはすべて手探りだったからだ。


    　まるで未知の旧遺物を海底から発掘したときのように。


    　しかし今までにないほど生き生きしていた、というのはオットーの言だ。


    　動力源となる、枯渇寸前だった結けつ晶しよう石せきはザレグから条件を受けて借り受けた。


    　細かいものをあげていけばきりがないが、大きくは二つ。


    　カーシュが『レクキール号』で新天地を目指すにあたって、ザレグの軍船を複数同行させること。トビアスやシゼも、その中に入っている。


    　伝令鳥を使った、定期的な報告をラバンにすること。


    『レクキール号』の操舵室で、カーシュは『来訪者』の海図を広げた。所定の位置に固定する。あの海図は、サリューが触れないと図が浮かび上がらない。そのためこれは写しだった。


    　──現在、『レクキール号』は停止している。


    　出発式のためだ。


    　船を起動したら、同行する各全船の船員たちと出発式を行い、パルメダを目指す。


    「船長、ほんっとーに、こいつも連れて行くんですか？」


    　ユール鳥を抱きかかえたワッツが、もう何度目かわからない問いを発した。怪け我がは完治し、元気に飛べるようになったが、ユール鳥は今度は『レクキール号』に居着いてしまった。


    　サリューによって、命名もされた。エド、だ。


    　カーシュが腕をあげると、ワッツを遠慮無く蹴けり上げて飛び立った。


    「いってえ！」


    　エドがカーシュの腕に止まる。常備するようになった餌えさをカーシュは開いた嘴くちばしに放ほうり込んだ。


    「俺の恩鳥だしなあ……こいつ。たぶん置いていってもついてくるぞ」


    「ザレグ人の船員の間では、縁起が良いと大人気だぞ、そいつは」


    　動力炉に入れた結晶石の目視確認を終え、操舵室に入ってきたオットーが言うと、エドが肯定するかのように鳴いた。


    「こいつ、おれたち以外には冷たいのにですかっ？　この間、シゼさんなんて、餌やろうとして、すげなく振られてへこんでたんですよ！　あの人すっげえユール鳥好きなのに、嫌われるらしくて……！　こいつと目が合って三秒逸そらされなかったってだけで喜んで……」


    　何とも言えない空気が操そう舵だ室しつに流れた。


    　そんな空気は少女の一声によって吹き飛ばされる。


    「カーシュ！」


    　息を切らせて、サリューが駆け込んできた。


    　ザレグの女性たちの発案で完成に至った、専用の船員服も板についてきている。カーシュにはよくわからないが、控えめなリボンが玄人くろうとの技なのだとか何とか、シゼも混じって激論を交わしていた。トビアスから、うんうんと頷うなずいておけ、と年の功で助言を受けたので、そうしている。


    「遅れてごめんなさい！　出発式の時間……！」


    　その手には、留め具が壊れた、鎖付きの時計が握られている。


    「サリューも来たことだし、やるか」


    　気合いを入れて、カーシュは半円状の起動装置の前に立った。


    　サリューがその横に並んだ。


    　腕輪の色を合わせ、二人同時に装置に触れる。


    『認証ヲ確認シマシタ。本船ヲ起動シマス』


    『レクキール号』に、命が吹き込まれる。


    「──クリオーフ！」


    　輝くような笑顔で、サリューが叫んだ。


    　カーシュたちもそれに応こたえた。


    「クリオーフ！」


    「クリオーフ！」


    「クリオーフ！」


    



    　いざ、パルメダへ。


    　無事な航海を祈る。


    
      了
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